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巻頭図版 1

「猿喰池製鉄遺跡」航空写真

2 1区 全景 (東から)



巻頭図版 2

1 1号炉 (南から)

2  2・ 3号lF~(1ヒ東から)



巻頭図版 3
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巻頭図版 4

1.通風孔 (M32)

2.通風孔 ?(M33)

3.炉 壁 (M32)

4.炉 壁 (M30)

5.台 石 (S3)



岡山県赤磐郡熊山町は、霊峰・熊山を最高峰 とした緑豊かな山々に囲まれてお り、

平野部は県下三大河川のひ とつ吉井川によって潤 され、四季それぞれに色を変える豊

かな田園が広がっています。

この地は、 4世紀か ら5世紀頃に栄えた古代吉備国の東端に位置 してお り、「くま

やま」の「くま」は 「中央か ら隔たつた場所、かたすみ」を意味す る古語の 「隈」にあ

たることから、豊かで高度な吉備文化圏の東端で重要な位置をな していた、それが「く

まやま」であり、「隈山」が 「熊山」へ転 じた といわれています。

この度の調査は、備前東部地区広域農道整備の一環 として、熊山町の南部に位置す

る千然地区と奥吉原地区を結ぶ区間について、路線上に遺跡が所在 したことか ら実施

されることとなったものです。

調査によつて、製鉄炉 と思われる 5基の下部構造をは じめ、炭溜ま りや鉄鉱石溜ま

りなどの遺構が見つか り、7世紀頃の製鉄遺跡であることがわか りま した。国内で製

鉄が本格的に行われ始めたといわれる時期の遺跡であ り、当時の文化・技術の交流の

一端が垣間見え、熊山町の古代史を考える上で貴重な資料が得 られたのではないかと

思います。

遺構については、事業主体の関係部局 との協議の結果、埋め戻 し保存 を行 うことが

決定 し、後世へ と伝え残す ことができま した。

最後にな りましたが、発掘調査及び本書を刊行するにあた り、岡山県教育庁文化財

課、岡山県古代吉備文化財センターをは じめといた します関係機関各位、また多 くの

研究者の方々や調査に直接関わつた皆様に、多大な御指導、御協力を賜 りま したこと

を厚 くお礼申し上げます。

平成 16年 3月

熊山町教育委員会

教育長 岡本 但



例 言

1 本書は、熊 山町道千然・奥吉原線の整備に伴い、熊山町教育委員会が平成 14年度に実

施 した、援撥電製鉄遺跡の発掘調査報告書である。

2 援曖電製鉄遺跡は、岡山県赤磐郡熊山町奥吉原 20-10ほ かに所在する。

3 確認調査は、平成 13年 9月 4日 か ら9月 19日 の期間で、担当者に岡山県古代吉備文化

財セ ンター小林利晴氏の派遣を受けて実施 した。面積は 257ポである。

全面調査は、平成 14年 4月 12日 か ら 10月 4日 までの期間で、熊山町教育委員会が実施

した。面積は 796耐 である。

4 発掘調査お よび報告書の作成にあたつては下記の諸氏・関係機関をはじめ、多 くの方々

か らのご支援、ご助言をいただいた。記 して感謝の意を表す次第であります。

穴澤義功  上権 武  大道和人  尾上元規  角田徳幸  亀田修一

亀山行雄  小林利晴  重根弘和  新庄政宣  高畑知功  中野雅美

中森 祥  羽場睦美  濱 隆造  平井泰男  松本和男  真鍋成史

光永真一  (敬称略、五十音順)

岡山県教育庁文化財課、岡山県古代吉備文化財センター、熊山町文化財保護委員会

財団法人 野外教育研究財団

5 出土遺物の分析お よび年代鑑定については、下記の諸氏・機関に依頼 し、有益な御教示

をいただいた。また、成果については報告文をいただいた。多大なご負担をいただいた

ことと併せて、記 して感謝の意を表す次第であります。

・鉄滓分析     九州テクノリサーチ株式会社 大澤正己氏

・地磁気年代測定  時枝克安氏・伊達昌洋氏 (島根大学総合理工学部 )

・ C14年代測定   パ リノ・サー ヴェイ株式会社

6 鉄滓の分類・鑑定については、穴澤義功氏にご協力をいただいた。

7 本書の作成は熊 山町教育委員会が行い、執筆・編集は白神が担当した。

8 出土遺物および図面・写真などは、熊山町教育委員会 (赤磐郡熊山町松本 623)が 保管

してい る。



比 例

1 本書に用いた高度値は海抜高であ り、方位は国土座標北を示す。また、第 7図のX=、

Y=の数値は国土座標第 V系の座標値である。

2 本書に掲載 した遺構お よび遺物の縮尺については個別 にその縮尺率を記 しているが、

基本的には次のよ うに統一 している。

製鉄炉 :1/30  遺構 :1/40

土器 :1/4  石器・石製品 :1/4  鉄鉱石 :1/4  鉄滓 :1/4  炉壁 :1/6

3 遺物番号については、土器、石器・石製畠 (S)、 鉄滓等 (M)に分けて、それぞれの通

し番号の前にアル ファベ ッ トを付 した。

5 本書記載の遺構図において、被熱範囲等に付 した点描等は次の とお りに統一 している。

被熱… 粘土…■|●■

6 本書の第 2図・第 3図 は、熊 山町発行の 1/25,000、 1/50,000の『 熊山町全図』 (承認番

号 平 6中 複 第 362号)を複製 し、加筆 したものである。
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第鰤章 蛉鯉鶉 ④願光儡環境

(1)地理的環境

遺跡の所在する赤磐郡熊山町は、岡山県の南東部に位置 し、県下の三大河川のひ とつである吉井川

とその支流によつて形成された小盆地を核 として広がっている。東は備前市 と和気町、南は瀬戸町、

西は山陽町と赤坂町、北は佐伯町と接 している。県庁所在地の岡山市から30kmの 圏内に属 し、町内に

は」R山 陽本線の熊山駅があることから、岡山市都市圏へのアクセスにも便利な地域である。また、山

陽自動車道までの距離は山陽・和気両ICま で 8 kmと 交通の利便性が高く、加えて、現在工事が進めら

れている美作岡山道路の本町通過に伴い、ICが建設 されるなど、高速交通網の結節地域に属 してお り、

吉井川流域の県営熊山工業団地や西部丘陵地の大規模住宅団地とあわせて、発展が期待 されている。

地形的には、熊山町は吉備高原に属する山地 と瀬戸内丘陵との境界付近にあた り、町域の東北部か

ら中央部、南部にかけての一体の山地の大部分は流紋岩質岩石の分布地であり、北西部の標高のやや

劣る山地・丘陵地が花商岩地帯となつている。 この流紋岩質岩石は、熊山山塊 を最高点として熊山町

東半部の広い地域で見 られ、岡山県内では邑久郡から備前市・和気郡から英田郡の南部にかかる一帯、

つまり東備地方の大半部を覆つて分布 しているものの一部である。この流紋岩質岩石の地層の中には

ろう石鉱床が存在 してお り、このたびの調査でも調査区内外にろう石採掘坑が多数確認 されている。

(2)歴史的環境

熊山町域では、以前から可真・弥上地域において旧石器の散布が知 られていたものの、これまで縄

文時代以前の遺跡は確認されてお らず、不明な点が多かつた。 しかし、近年の美作岡山道路関連の発

掘調査によつて、町北部の佐古地区に所在する岡遺跡において、初めて縄文時代の落 し穴が見つかつ

ているは1)。 このような遺跡密度の低 さは周辺市町村でも同様の傾向が見 られ、町内において遺跡が

急激に増加するのは、弥生時代中期以降のこととなる。

水稲農耕の伝来に伴い、低地が水田として利用 され始め、吉井川などの河川流域では、平野部を見

下ろせる緩やかな丘陵上に人々の生活が営まれている。熊山山塊の北山裾に所在する勢力遺跡 (注 2)や

水 口遺跡 (注 3)は、弥生時代中期か ら後期初頭にかけて集落跡であ り、水 口遺跡では、赤色顔料の加工

に関する資料が出土し、注 目される。また、吉井川か ら 5 km

程支流を遡つた可真・稗田地区に位置する土井遺跡は4)や前

内池遺跡 (注 5)では、弥生時代中期から後期の集落が丘陵上に

営まれ、前内池遺跡で見つかつた上噴墓137基、土器棺墓61

基にも及ぶ埋葬施設からは、墓域 としての様相を呈していく

様子が うかがえる。加えて、可真川 と小野田川が合流する南

の丘陵上に、特殊器台片と特殊壺を出土した弥生墳丘墓 と認

識 されている丸崎 4号墳鮎6)の存在は、弥生時代後期 とい う

時期における吉備 との関係や、この地域において、権力者の

出現による時代の変化が始まったことを物語つているといえ

よう。
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第 1図 遺跡位置図 (縮尺任意)
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熊山町域の古墳の分布は、おおまかに吉井川流域、小野田川流域、可真川の上流地域に分けられる。

古墳時代前期 と考えられているものは、吉井川流域に、熊山町内で数少ない前方後円墳である武宮古

墳があ り、吉井川を眼下に見下ろす丘陵上とい う立地から、吉井川の水運に対 して何 らかの関係があ

つた人物ではないかと考えられる。このほか、ノJヽ 野田川流域には官の山L古墳、可真川上流地域では方

墳である稗田 5号墳があ り、前内池古墳群でも 5世紀中葉と考えられる古墳が見つかつている。古墳

時代中期 と考えられているものは、小野田川流域の丸崎古墳群や前内池古墳群で見つかつているが、

他地域では調査例がなく、不明な点が多いといわざるをえない。古墳時代後期になると、群集墳の造

営などか ら、絶対的な数量とい う点では、熊山町域も他地域 と同じく爆発的な増加を見る。前方後円

墳は小丸山古墳・弥上古墳・稗田2号墳が知 られているが、いずれも可真川上流地域に所在するもの

である。吉井川流域では、武宮古墳以降の前方後円墳の築造は見られないが、右岸の徳富地区に所在

するとんぎり山古墳は、時期など詳細は不明であるが帆立貝形の前方後円墳ではないかと考えられて

いる。吉井川左岸の千然地区には、 5世紀末から6世紀前葉のものと考えられる矢部古墳群があり、

その竪穴式石室の中からは鉄製品も見つかつているは7)。 また、矢部古墳群から500m程北に位置する

尾根上には明神山古墳群が所在が見られることは、この時期の千然地区に相応の生活基盤が存在 して

いた可能性を示唆するものであろう。加 えて、大谷山から吉井川を望む西方にのびた尾根上に立地す

る大谷山古墳は、長辺28m、 短辺21mを測る方墳で、遺物の出土を見ていないため時期を特定するには

2

第 2図 熊山町全図 (1/70,000)



至らないが、本遺跡が古墳の立地する山裾に位置 しているため興味深い。

熊山町域では、須恵器・埴輪 。鉄などの生産遺跡が数多く周矢口されている。調査例は未だ少ないものの、

可真地区の上井遺跡では、岡山県で初めてとなる 6世紀後半の埴輪及び陶棺を焼いた窯跡が見つかつてい

るは8)。 生産遺跡ではないが、かつて円光寺地区では防火用水の工事中に完全復元のできた人物埴輪が見

っかっているが、ここが今のところ熊山町域において出上した埴輪の東端 となっている。製鉄遺跡は、古

井川流域に多く知 られてお り、猿喰池製鉄遺跡の調査によつて、この地域での初源が 7世紀頃に遡ること

となつた。この他にも、千然地区には段たたら遺跡、奥吉原地区には和田たたら遺跡、和田奥谷たたら遺

跡 といつた鉄滓散布地も知 られてお り、吉井川右岸の和気町内に所在する 9世紀初頭の石生天皇遺跡 (注 9)

なども併せて考えると、可真川・小野田川流域に比べて製鉄遺跡が集中している地域 といえよう。また、

古井川から多少離れた佐伯町 との町境付近には、人ヶ奥製鉄遺跡 (注 10が発見されてお り、製鉄そのものは

広い地域に及んでいたことが うかがえる。

古代に入ると、『和名抄』への「磐梨郡珂磨郷Jと いう名の登場や、奈良県橿原市の藤原宮跡から「備
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前国珂磨郡」 と記 された本簡が発見されるなどの、熊山町域に関わる史料が見られるようになる。こ

の 「珂磨Jの名称は、熊山町域を通つていた古代の山陽道の駅家の中にも見 られ、珂磨駅については

可真上・可真下の他に松本がその候補地として考えられている。

熊山町の南東部に位置する国指定史跡である熊山遺跡は、『和気絹』や『備陽国志』などに 「熊山

戒壇」 と書き記 され、古 くから人々の興味を集めている。未だ諸説紛々しているが、戒壇説の他に経

塚説や朝鮮半島に見 られる仏塔を類例 とする説などがある。現在のところ、出上 した陶製筒形容器の

中に収められてあつた三彩施釉の小壺から奈良時代の築成であるとい う認識がなされている。また、

このような石積遺構は、規模の大小はあるものの熊山山塊に多く分布 していることが確認 されている。

山塊の北側に位置する千然地区 (千然行人山・千然明神山)や勢力地区 (経盛山102号)に もその分

布が見られることは、それだけ多くの人々の信仰を集めていたことを窺い知ることができよう。

中世の熊山町域には可真郷や和気荘などのいつくかの荘園が存在 していたことが知 られているが、

それ らを明らかにしていくだけの考古学的な資料には乏しい。 しかし、熊山の山頂に所在 した霊山寺

境内にある熊山宝筐印塔や石蓮寺十二重層塔など、石造 りの文化財が数多く残ることは、当時を知る

手がか りとなつている。中世も後半になると、町内にも数多くの山城が築かれることとなる。中でも、

瀬戸町との町境に所在する保木城は、明石氏の居城 として知られているが、発掘調査によつて、城址

の規模が長 さ約400m、 幅約30mのY字状の形態を呈する連郭式山城であることが明らかになった (注 11)。

近世の熊山町は吉井川 との関わ りがよりいつそ う強くなっていく。その代表的なものに田原用水が

ある。灌漑用水 として吉井川の水を和気町田原の井堰でとり、本町豊田地区から瀬戸町の砂川に抜け

るとい う大工事で、灌漑用水としての役害1だけでなく、本町徳富地区に建造 された石の懸樋に代表さ

れるような、技術の進歩にも大きく寄与するものであった。

参考文献

『熊山町史』熊山町、1996

(注 1)『改訂 岡山県遺跡地図 (第9分冊 束備地区〉』岡山県教育委員会、2003

(注 2)『勢力遺跡発掘調査概報―岡山自陵高等学校第 2運動場造成に伴う発掘調査一』三木学園文化財発掘調査委員会、1978

岡本寛久 「勢力遺跡発掘調査」『岡山県埋蔵文化財報告 9』 岡山県教育委員会、1979

(注 3)光永真一・氏平昭則 「水口遺跡J『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告163』 岡山県教育委員会、2002

(注 4)光永真一・亀山行雄ほか「土井遺跡」『岡山県埋蔵文化財報告33』 岡山県教育委員会、2003

(注 5)内藤善史・蛯原啓介ほか「前内池遺跡・前内池古墳群・佐古遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告174』 岡山県教育委

員会、2003

(注 6)高畑知功・光永真一 「丸崎古墳群」『岡山県埋蔵文化財報告17』 岡山県教育委員会、1987

(注 7)註 2に同じ                                             ,

(注 8)注 4に 同じ

(注 9)近藤義郎『石生天皇遺跡』、1980

(注 10)澤 山孝之・室山博文 「人ヶ奥製鉄遺跡」『 岡山県埋蔵文化財報告30』 岡山県教育委員会、2000

(注 11)松本和男「保木城址第一次発掘調査」『岡山県埋蔵文化財報告10』 、1980

松本和男 「保木城址第二次発掘調査」『岡山県埋蔵文化財報告11』 、1981
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第2章 調査と整理や経過

(1)調査に至るまでの経緯

猿喰池製鉄遺跡は、熊山山塊の北の端に位置する大谷山と明神山によつてはさまれた、西へと延び

る谷間に位置する。谷間に造 られた猿喰池の北岸には南へ開けた小 さな谷があ り、この谷 と池の間に

は古くから千然 と奥吉原を結ぶ未舗装の旧道が走っている。そのため、以前か ら鉄滓の散布は矢口られ

ていたが、1972年 に行われた分布調査によつて猿喰池鍛冶跡 として周知されることとなった。

熊山町では、備前東部地区広域農道の一環として整備が進められている、熊山町道千然 0奥吉原線

区間の うち、熊山町千然～奥吉原地内における延長約560mの 道路整備を行 う計画 となつた。本路線は、

国道374号線 と本町の県営工業団地を連絡する幹線道路であり、また、県道和気熊山線のバイパスと

しても重要な幹線道路となる予定である。 しか し、この路線上に本遺跡が所在 したため、熊山町、産

業建設課、教育委員会、文化財保護委員で協議の結果、工事着手前に遺構の有無、時期等を確認する

調査を実施することとなつた。 (藤原 )

(2)調査の経過

確認調査は、平成13年 9月 4日 から9月 19日 の期間で実施 した。当調査地点南に開く谷地形に二段

の平坦面が認められる形状を呈 してお り、ここに 8本の試掘溝 (第 4図 )を設定 して調査 した結果、

平坦面はいずれも近現代の造成面であることが判明した。一方、T3・ 6・ 708に おいて鉄滓を多

量に含む黒褐色の包含層が確認 された (第 5図 )。 この包含層はT3・ 6内で北端 と東端が確認 され、

T3を深堀 りしたところ約50～80cmの 堆積が確認 された。この包含層内には炉壁が多 く含まれてお り、

鍛冶跡ではなく製鉄に関連 した遺跡である可能性が予想 された。そ してこのT3の深堀地点より北側

では包含層が人為的に平坦になつていることから、T3・ 6の間に製鉄炉本体が存在する可能性が指

摘 された。また、猿喰池北岸の鉄滓集積地において 6世紀後半の須恵器 2を採集 したことから、古墳

時代の製鉄遺跡である可能性が指摘 された。この確

認調査に基づく再協議の結果、約1000」 を対象 とす

る全面調査を実施することとなった。

全面調査は、平成14年 4月 12日 から10月 4日 の期

間で実施 した。当初は全面調査を行 うに当た り、十

分な排土置き場の確保が困難であつたため調査区を

西 と東の 2つ に分け、製鉄炉の存在の可能性が予想

された西側の 1区から調査を行つた。 しか し、 8月

19日 から2区 の調査に着手 したものの、見学に来 ら

れる方のためにできる限 り製鉄炉を最後まで埋め戻

さないで公開するため、最終的には 2調査区同時進

行で行 うことになつた。調査終了後、 11月 1日 と2

日に町民の方を対象に現地説明会を行い、最終的な

埋め戻 しは12月 11日 に完了した。
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(3)調査、報告書作成の体制
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熊 山町教 育委 員 会

教育長

<社会 教 育課 >

社 会 教 育課 長

社 会 教 育課 長 補佐

発 掘 調 査員

発掘調査参加者

柏 善孝 伊永加奈子 末石昌治  中谷鱚夫 安広久志

湯浅岡J志  横 山昭和   (敬 称略、五十音順 )



第 8章 発掘調査の概要

(1)調査の方法と概要

確認調査から、鉄滓包含層までは深いところで 2mを 超す二次堆積土 (第 5図 、T3-1～ 10層 )が あ

ることが分かつたため、作業員が入るのに先行 し、重機を使用 して除去を行つた。 これ らの二次堆積

土は、付近のろう石採掘によるものと思われるもので、実際に 2区からは幅 1.6m、 高さ1.5mの 横穴が

見つかつている(第 7図 、図版 7-3)。 土層断面でいえば、第11図 の20層 までと、第12図 の21層 まで

が二次堆積 と思われ、それらは主に砂礫や砂質上、シル トの互層となつている。二次堆積上の下から

は土墳11012を検出しているが、検出面でいえばセクショントFの 7層 (第 15図 )に該当する。

鉄滓包含層上面の精査に入る前に、今後の鉄滓の取 り上げを理解 しやす くするため、大まかな地形
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で 1区をN・ S・ EOWの 4つ に分けた (第 9図 )。 N区は斜面部分、 S区 とE区は谷状地形、W区は

比較的平坦な鉄滓の包含層である。 この うち、W区には斜面に対 して平行に 2本 (セ クションA― B、 セ

クションC― D)、 垂直に 1本 (セ クショントF)の計 3本の トレンチを設定 (第 8図 )し 、これ らの トレン

チを基準にa～ fの 6つに細別 した (第 10図 )。 S区についても、排土置き場不足の解消と運搬距離短縮

を図るため集 中して掘 り下げを行つた場所を 1区南とした (第 9図 )。 この 1区南は、鉄滓包含層直上

で確認できた遺構が土噴10だけであつたため、調査区南西壁に沿つて幅 lmの トレンチを設け、約80

cmを掘 り下げて鉄滓包含層の底を確認 した後、 1区南全体を重機を使つて約60mを掘`り 下げ、W区か

ら出るツト上の捨て場 とした。その部分の土層断面図は第11図 のBか ら左端までに当た り、最下層の地

山は湧水のため粘土質になつていたものの、 2区側で地山が立ち上がつていることから、谷底 として

判断 した。また、この谷の肩 口は土噴 2の東側 lmで検出した (第 14図 )。 しかし、谷全体の地形は、

重機 を使用 して E区の北東か ら南西にかけて幅 lm× 長さ8mの トレンチを一本入れて確認 しただけで

あ り、 1区南についても、重機による掘削を行つたため、正確な地形は把握できず空白となった (第

7図 )。

製鉄炉の検出は、 2号炉→ 3号炉→ 1号炉→ 4号炉→ 5号炉の順に行つた。W区の鉄滓包含層を平

面的に掘 り下げた ところ、セクションA―Bの 6層 (第 13図 )に 見られる、鉄滓を含まない土層を平面的

に検出したが、検出時にはこれが 1号炉に伴 う遺構であるということも、 1号炉の存在 さえも把握で

きず、結果 として検出が遅れることとなつた。また、この整地上と考えている土層は、 2号炉築造時

の整地上 とも重複 しているものと思われ、第14図22層 で 2号炉築造時の整地上と考えられる土層を検

出しているが、平面の検出ではその違いを明確にすることができなかつた。

2号炉の検出は、M193aを含む鉄滓がまとまって出土した (第 23図 )こ とから、これを端部に下部構

ヽ

ヽ

プ

ヽ

A

プ

ヽ

0                          10m

C

ψ ジ ヽ

第 7図 遺構配置図 (1/300)



造があるものと思い、わずかな色調の違いを頼りに掘り下げた。しかし、土噴底部の被熱面が見えた

ところで検出ミスに気がつき、再度 トレンチを拡張して、 2号炉の下部構造及び 1号炉とその築造時

の整地上の存在を理解するに至つた。しかし、改めて 2号炉を検出し直したが、 1号炉築造時の整地

上は大部分を掘 り下げてしまっており、どこからが 2号炉に伴うものなのかも明確に理解ができず、

2号炉の調査は不十分 といわざるを得ない

結果となった。

続いて検出 した 3号炉は、セクシ ョンE

一Fの トレンチ掘 り下げ時に見つかつている。

下部構造は、大きな破壊ではないものの、

2号炉に伴 う溝 1と 柱穴に切 られている(第

20図 )。 また、関連す ると思われ る土墳に

ついては、位置的には土墳 709が 可能性
ン があるものの、 1号炉の排滓溝下で検出し

たため、特定することはできなかった。 3

号炉築造に伴 う整地は、 4号炉の上面を中

心に行われてお り(第 15図 40層 )、 3号炉と

4号炉の間は地山が削 り出されたものと思

われる。東側については土噴 と同様に 1号

炉の排滓溝下とな り、分からなかった。

1号炉は、検出順 としては 2号炉よりも

先に始めているが、検出が終了したのは、

2号炉よりも遅れ ることとなる。 1号炉築

造時の整地上が 2号炉のものと重複 してい

る可能性 もあ り、検出当初か らかな り混乱

した調査を行つている。セクションE―Fでは、

鉄滓があまり入つていないことから、製鉄

ン

0                       5m

第 8図 主要遺構配置図 (1/150)

第 9図  1区―調査区配置図 (1/300) 第 10図  1区 ―W区分割図 (1/200)



操業後の溝状の遺構 と思つて検出を始めたが、西側の底部から被熱 した地山が検出されたので、製鉄

に関連 した遺構 としては考えてはいたものの、 2号炉に トレンチを入れるまで、製鉄炉 とは気がつか

なかつた。炉が造 られたと考えられる場所は、炭や焼上に加えて石材の散乱が見られたが、上面に鉄

滓の包含層があるわけでもなく、鈍い色調をした地山風化土と思われる埋上によつて埋没 していたこ

とか ら、この 1号炉が調査区内で最後に操業が行われていた製鉄炉であると考えられる。少なくとも、

W区全体を覆つていたほぼ全ての鉄滓はこの 1号炉に伴 うものと思われる。 しかし、最後の製鉄炉に

ついては、調査区外に続 く被熱 も見つかつているため (第 H図44層 )、 他にも製鉄炉があつた可能性

はあるだろう。

4・ 5号炉については、セクシヨンE一F(第 15図 )において石材の一部の見えていたので、何 らかの

遺構が存在するとい うことだけは、 3号炉の検出時には知ることができた。 2号炉は 3号炉の整地土

(第 15図 40層 )、 5号炉は土墳 8(第 15図41層 )の下層で、4号炉の排滓溝に切 られて検出されてお り、

5号炉の方が古い ものと考えられる。加えて、南西壁土層断面図 1(第 11図)で は、53層 が 2号炉もし

くは 3号炉築造時の整地上に当たり、その下層に当たる56層 が4号炉あるいは 5号炉の排滓溝 と考え

られる。また、同断面図の58・ 59層 は鉄滓等が見られない土層であり、 5号炉あるいは 4号炉の築造

時に行われた造成ではないかと考えられる。この 4・ 5号炉に伴 うと考えられる遺構は土壌 1～ 60

8が あり、土噴 8については 2号炉に伴 うと考えられる。これらの上墳の うち、土墳 1～ 4について

は、セクションC―D(第 14図 )か らそれぞれの前後関係は理解できるが、伴 う炉を特定することはでき

なかつた。

2区の調査は、 1号炉の調査完了と同時に着手した。 1区 と同様にろう石採掘に伴 う大量の二次堆

積土があることか ら、調査区南西壁 と 1区・ 2区の境界に トレンチを入れ、確認調査で古墳時代の包

含層 としている暗褐色土 (第 5図 )を確認 し、この層までを重機を使用 して除去 した。 しかし、遺構検

出を行ったものの、調査区東の調査区内では最も高い場所にろう石の採掘坑跡 とこれに付随すると見

られる溝が一条見つかつただけで、他の遺構は確認できなかつた。排土は北東側の斜面へと高く積み

上げたが、重機が移動するための道 として、 1区・ 2区の境界は掘 り下げず、残すこととなつた。最

後に南西壁土層断面のC―D間 に トレンチを入れ、谷状の地形を確認 した後、 2区の調査を終了した。

調査の結果から全体的な地形を概観すると、製鉄炉が造られた場所は、本来は南へ と派生する緩や

かな尾根状の地形を呈 していたと考えられる。 どの製鉄炉を造った段階で削平が行われていたかは分

か らないが、少なくとも 1号炉の築造時には、大きく削平が行われ、調査終了時のような地形になつ

たものと考えられ る(第 7・ H・ 15図 )。 また、土墳10が所在する場所も、南西へと派生する尾根であ

つたと思われる。両者の間に存在 していた谷状地形は、製鉄の操業に伴 うツト滓によつて埋没 してしま

つている (第 H図 57層 など)。 同様の谷状地形は 2区の南東にも見られるが、こちらは自然堆積に加え

て、近・現代のろ う石採掘に伴 う二次堆積土によつて埋まったものと考えられる(第 12図 )。 製鉄遺跡

そのものの埋没がいつ頃のことなのかを特定することはできないが、土墳12の灰原から土師器の小皿

が出土 していることや、 1区南で鉄滓包含層の上層から須恵器の甕の破片が出土 (第 11図 25層 )し てい

るので、古代から中世には 1号炉や鉄滓包含層などは埋没 していたのではないかと考えられる。



14鈍い☆橙色土 (小礫混 じり)

15.鈍い賞橙色シル ト (砂礫混 じり)

16明 黄褐色シル ト (礫混 じり)

17黄灰色砂礫 (浅黄色シル ト混 じり)

18.浅黄色シル ト (黄灰色砂礫混 じり)

19.灰貴褐色砂礫

20.褐灰色砂礫 ← ここまで 2次雄積上

21.灰 黄褐色土 (鉄洋を少 し′含む )

22.灰 黄褐色土

23.褐灰色土 (礫 11じ り、鉄滓を少し含む )

24.鈍 い黄橙色砂礫

25,鈍 い黄褐色砂質■ (須恵器を含む )

26.灰 黄褐色土

27.口 I褐 色土 (鉄 滓を多く含む)

28.黒褐色上 (焼土・炭を含む )

29黄橙色砂礫

0                             2m

南西壁土層断面図 1
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40.鈍 い黄褐色上 (焼土・炭を含む、鉄梓を少し含む )

41.褐灰色土 (焼 J■ ・炭を少 し含む )

42.灰 黄褐色微砂質上 (堅緻 )

43.褐灰色微砂質上 (炭 を多く含む、堅緻 )

44.橙 色粘質Ji(被 熱 )

45.暗 褐色土 (鉄滓を多く含む)

16.鈍 い黄褐色砂質上 (鉄洋・炭をわずかに含む )

47.茶 褐色」1(酸ィヒ鉄が多く沈着)

AI

//
/

49.灰黄褐色土 (炭混じり、鉄梓含む )

50.黒褐色土 (炭混じり、鉄滓多く含む )

51.褐灰色土 (炭 混じり、鉄滓含む )

52褐灰色土 (炭混じり、鉄滓含む、酸化鉄が多く沈着)

53.褐灰色微砂質土 (砂礫混 じり、炭・鉄滓含む、堅緻)=2又 は 3号炉作業面
54灰黄色微砂質上 (炭 をわずかに含む、酸化鉄が少 し沈者、壁緻)=同 上
55.鈍い黄褐色細砂FiFr土

(鉄滓を含む、酸化鉄が多く沈着、堅緻) =l・ l上

56.灰黄褐色土 (鉄滓・炭を含む、酸化鉄が多く沈着) =4又 は 5号炉JF滓 溝
57.黒褐色上 (炭混じり、鉄滓含む)

58.灰黄色土 (堅緻)

59.暗灰黄色上 (堅緻 )

60.暗灰黄色土 (鉄滓を少 し含む、炭をわずかに含む、堅緻 )

祢祈び
`

第11図
=1号 炉排滓溝

=同 11

=IHl上

(1/60)
l.確 認調査 トレンチ (T-3)
2.淡黄色粗砂 (シル ト混 じり)

3.黄灰色砂礫

4.淡黄色細砂

5.鈍い黄橙色シル ト

60Lい黄橙色砂礫

7鈍 い賞橙色シル ト (砂礫混 じり)

8.01い 黄橙色砂礫

9.灰黄色シル ト質土 (粗砂粒を含む )

10.暗灰黄色シル ト質上 (粗砂粒を多く含む )

H.浅 黄色シル ト質土 (砂礫混 じり)

12.暗灰黄色 シル ト質土 (粗砂粒を多く含む )

13.浅黄色砂質土

A

30黒褐色11(鉄滓を多く含む)

31鈍い貰橙色砂質上 (炭 を含む)

32.鈍 い黄橙色砂礫

33灰黄褐色土 (酸化鉄が多く沈着 )

34褐灰色土 (小礫混 じり、炭 。鉄滓を含む )

35鈍い褐色土 (焼 上を多く含む)

36.‖t灰色上 (鉄滓を含む )

37.浅黄色微砂質上 (堅緻)  =1号 ・炉作業面

38.灰黄色砂質上 (焼土・炭を少 し含む )

39.灰黄色砂質土 (鉄洋を少 し含む )

、ヽ___L_ギ 1_=覆I語
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1.鈍い黄橙色シル ト (砂礫混 じり)

2.黄 褐色シル ト

3.鈍 い黄色砂礫

4.明 黄褐色シル ト 朧 混 じり)

5.灰褐色砂

6.金しい黄褐色砂礫

7.責 褐色シル ト (秒礫混 じり)
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8.鈍い黄褐色判1砂 (小礫混 じり)

9.鈍い黄褐色粗砂

10.金しい黄褐色粗砂 (礫混 じり)

H.3tい黄褐色シル ト

12.鈍い黄褐色シル ト

13.0し い黄褐色粗砂

H.黄褐色シルト
 第12図

15.黄 褐色砂礫 (橙色小礫混じり)

16.茶 褐色砂礫 (小礫混じり)

17.青 灰色泥砂 (酸化鉄が沈着 )

18.灰 色砂礫 (酸化鉄が沈着)

19,灰 色シル ト

20.黄褐色シル ト

21.鈍 い黄色粗砂

22.鈍 い黄褐色土

23.暗褐色土

24.鈍 い灰色粗砂

25.暗褐灰色粘上

17.鈍い黄褐色土 (褐灰色土・砂礫混 じり)

18.黒褐色土 (炭を少量、鉄滓を含む)

19.暗褐色土 (鉄滓・炭をわずかに含む )

20.黒褐色土 (鉄滓の小塊をわずかに含む)

21.褐灰色土

22.灰 白色微砂質上 (粗砂混 じり)

=2号炉作業面

23.黒褐色土 (鉄鉱石を含む )

24.明赤褐色上 (炭・焼上を含む)=溝 1

25,褐灰色土 (鉄滓・炭の小塊を含む、堅緻 )

26.鈍 い黄橙色土

0                             2m

D38.5m

34,灰 黄褐色土 (堅緻 )

35、 県色土 (炭 の層、堅緻)=土 壌 2

36.明 黄褐色土 (少量の小礫混 じり)

37.明 赤褐色上

38.黒 色土 (炭 の層)=土 墳 3

39.黄橙色土 (小礫混 じり)

40.黒灰色土 (黄橙色土混 じり、炭の層 )

41,淡褐灰色土 (小礫混 じり、堅緻 )

42.黒 色土 (炭 の層)=土 績 4
4‐ 3.黄褐色上 (酸化鉄が沈着 )

44.黄 褐色上

45.明 黄褐色士 (小礫混 じり)=地 山風化土 ?

46.黒褐色土 (焼土・炭を含む)

47.鈍 い黄褐色上 (下方に炭を多く含む)

南西壁土層断面図2(1/60)

1.暗灰黄色シ′レ′卜質11徽 砂粒を多 く含む )

2.鈍 い黄橙色土

3.灰黄褐色土

4,黒 色上 (橙色礫・鉄滓を少 し含む )

5.鈍い黄褐色上

6.灰 白色土 (黄灰色土混 じり)=1摯 炉作業面

7.鈍い黄橙色■ (鉄滓を少 し含む )

8.晴褐色土 (鉄滓を多く含む )

9.灰黄褐色土 (壁 を少 し含む)  =1号 炉IIFttllTI

第13図

E

10.褐 灰色土 (鉄滓を含む)=1号 炉排滓iti

11.褐 灰色上 (鉄梓を含む )

12.黄 色上 (黄灰色「L混 じり)

13.鈍 い黄褐色土 (鉄 i宰 を多く含む)

14.黒灰色土

15.黒灰色土 (褐 色J:混 じり、鉄滓を含む )

16.灰 貴褐色土 (鉄滓を少 し含む )

17.黒色土 (炭 を含む )

18.灰褐色Jl

19.鈍い貴橙色土 (炭 ・焼上を少 し含tJ・ )

20.褐 灰色上 (鉄洋を含む )

21.浅 黄色微砂質上 (鉄滓を少し含む) =上 瞭 7

22.灰 黄色上鉄滓を少 し含む)     =向 上

23.灰 貴色土 (鉄津・炭を含む、被熱) =「 l上

24.淡 黄色微砂質土

(少 量 t/D炭 混 じり、鉄滓を少 し含む)=同 L
25.暗灰黄褐色上 (鉄梓・炭を含む、堅緻)=1倒 上

26.灰 黄色上

1.黄橙色土 (炭 ・焼上を含む)

2.浅黄橙色砂質土
3.黄橙色土 (礫多く含む)

4.明黄褐色粘質土
5.掲灰色粘質上 (灰 白色粘質lLプ ロック含む)

6.鈍い黄橙色粘質土 (灰 白色粘質土プロック含む)

7.暗灰黄色シルト質土 (粗砂粒を多く含む)

8.褐灰色土 (小礫多く含む)

9.鈍い黄橙色土 (小礫少し含む)

10.91tい 黄橙色土

1区セクションA…B土層断面図 (1/60)

11.鈍い黄橙色土 (壁 を少し含む)

12.鈍い黄褐色土 (炭・壁を含む)

13.暗褐色土 (鉄滓を多 く含む )

14.褐灰色砂質土 (炭・壁を含む )

15,灰黄褐色砂質上 (鈍 い黄橙色砂質土混 じり)

16.鈍い橙色上 (炭・壁含む )

17.褐色土 (焼土含む )

18.OLい 黄橙色土 (炭・焼土を少 し含む )

19.黒褐色土 (炭・焼土を含む )

20.鈍 い黄褐色土

1.黄橙色上 (機 を多く含む)

2.黄橙色上 (小礫を多く含む)

3.賞橙色土 (粘質二Lが少し混じり、鉄滓を

少し含む)

4.灰 黄褐色上 (小礫を含む、下方に酸化鉄

が沈着)

5.灰 黄色シルト質土 (粗砂粒を含む)

6.淡 策色シルト (小礫混じり)

7.明褐色土 (炭・焼上を含む)

8.褐灰色土 (鉄‐滓を少し含む)

9・ 明黄褐色土 (鉄滓を含む)

10.灰 褐色上 (鉄梓を少し含む)

11.灰 黄色微砂質土

12.褐 色上 (炭・焼上を含む)

13.鈍 い黄褐色土 の礫混じり、

わずかに含む)

14.灰 黄色微砂質上

15,鈍 い褐色土 (焼上含む)

16.明 赤褐色上 (炭・焼土を含む)

27.灰黄褐色土 (鉄滓を含む)

28.灰黄褐色上 (炭をわずかに含む)

129.暗 褐色土 (鉄滓を多く含む)

鉄滓・炭を 30.浅黄橙色土

`轍
溝̀

′

21.灰黄褐色土 (壁を含む)

22.鈍 い黄橙色上 (滓・壁を含む)

23.灰 黄褐色土 (滓・壁を含む)

24,鈍 い黄褐色土 (壁を含む)

25,明褐色土 (炭・焼土を含む)

26.鈍い黄橙色土 (焼土・壁を少し含む)

27.鈍 い黄褐色土 (炭・焼土・滓・壁を含む)

28.褐灰色上 (壁 を含む)

29.鈍 い褐色土 (焼 土・壁を含む)

30.鈍 い橙色上 (焼 上・壁を含む)

31.褐色上 (炭・焼上を含む)

32.鈍い赤褐色土 (炭を少し含む)

33.明赤褐色土 (炭 を含む)

34.明 赤褐色士 (炭・焼上を含む)

35,灰色lL(炭・焼上を含む)

36.褐灰色土 (炭・焼iLを 含む)

37.鈍い褐色土 (焼土含む)

38.明赤褐色11(炭・焼上を含む)

30.黄灰色土 (炭・焼上。津を含む)

40.灰黄色上 =3号炉推地Jニ

41.黒色土 (鉄滓・炭を多く含む)=上壌8

31.黒色上 (炭 の層、堅緻)宮土壊 1

32.褐灰色土 (炭 を少量含む)

33.明黄褐色土 (少量の砂礫混 じり、炭を

|  わずかに含む )

第14図  1区セクションC‐D土層断面図 (1/60)

第]5図  1区セクションE‐F土層断面図 (1/60)



(2)製鉄 llF~

本遺跡では、 1区のW区内において、 5基の製鉄炉の下部構造を検出した。 これ らは切 り合い関係

や土層の状況などから、同時に構築 されたものではなく、順次造られていつたものと考えられる。ま

た、造られた時期 としては、 1号炉が今回の調査範囲内で最後に操業が行われ、数字I贋に 5号炉が最

も古い築造であると考えられる。

1号炉 (第 16～ 19図 、図版 2-1～ 5)

遺跡内では最も北側に位置する炉で、 2号炉の北側に隣接する。炉は北側斜面を大規模に切 り崩 し

て造られてお り、その際に出た排土は 2号炉から南側を埋め立てて整地するために使用されたと思わ

れる(第 13図 6層 )。 1号炉に伴 う遺構は、下部構造、東西に伸びる排滓溝の他、柱穴が 4本、製鉄の
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S3出土地点

第16図  1号炉周辺遺構配置図(1/80)



操業に伴 う作業場 と考 えられ る

整地上の広が りや鉄鉱石の散布

を確認 している (第 16図 )。 また、

炉の北側 には約 2ば、約15度 に

傾斜 した場所があ り、製鉄操業

時に作業す る場所 として使用 さ

れていた もの と思われ る。炉の

南へ延び る整地上の南端には鉄

鉱石の散布が見 られ、鉄鉱石破

砕のための台石 と思われ る、凹

みのある石材 (S3)を検出した。

炉の下部構造 と考 えられ る土噴

には、南北の壁に石が据 えられ、

粘上が貼 り付 けられている。石

材は流紋岩 と思われ るが、粘土

とともに強い熱 を受けてお り、

赤褐色を呈 している。 中央の上

墳内には、同様の石材の散乱が

見 られた。 これ らの石材 を埋め

ていた土には鉄滓等が少 ししか

含まれてお らず (第 18図 1～ 3層 )、

操業後の自然堆積の過程で崩落 し、

埋没 していつたものと思われ る。

土墳の規模はH5cm× 115cmの 歪

な方形 を呈 し、南北に据えられ

た石の内径側では115cm X 85cm、

深 さは30cnlを 沢1る 。土墳の底面

には、石の内側に沿つて10cmか

ら17cm幅 の浅い掘 り込みがやや

不整形なが らも長方形に廻つて

お り、南側 と東側 には明黄褐色

を呈す る粘土が残 つている。赤

褐色 を呈 した被熱の範囲は、土

噴内にとどま らず、排滓溝の中

にまで広 く及んでいる。西側の

排滓溝の端 には、幅20cm程 の細

い溝が延びてお り、排水施設 と

考えられる。
0                 1m

第17図  1号炉 (1/30)
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B 37.5m

1.黄灰色上 (4磯混 じり、鉄滓を少 し含む)

2.歯灰色■ (浅黄色プ ロック含む、炭を少 し含む)

3.褐灰色土 (炭 を少 し含む)

4.鈍 い赤褐色土 (焼 上、炭を含む )

第18図  1号炉断面図 (1/30)

=自 然堆 積層

= 同上

= 同上

!

1.鈍い黄色土 (壁・炭を含む)2.暗 黄灰色土 (壁・炭を含む )

第19図  1号炉柱穴断面図 (1/40)

H 37.7nl

1号炉では、炉の周囲に 4本の柱穴を検出

した。柱間は東西に230cm、 南北に180～ 200

cmを 測る。柱穴は24～ 48cmの 円形・楕円形で、

深 さは42cm～ 64cmを 測 る。炉の東西に延びる

排洋溝は、炉の下部構造 とほぼ同 じ深 さで掘

り込まれてお り、特に東側の底部には大量の

焼土や鉄滓が残つていた。また、排滓溝の東

側には、斜面を削平 して谷まで溝が掘 られて

お り、主には排滓溝の延長 として使用 された

と思われるが、排水設備 としての機能 も考え

られる。加えて、南西に延びる溝 (第 13図 90

10層 、第16図 )の ように、鉄滓が南東側の谷

状地形へ と排出される過程で形成 された と思

われる溝も存在 してお り、これ らの構が存在

する場所全体が排滓溝 としての機能を果た し

ていたものと考えられる。

」38.Om

L 38.6m

F37.9m



2・ 3号炉周辺遺構配置 (第 20・ 21図 )

203号 炉に関係 した遺構は、下部構造、排滓溝の他、柱穴が計 7本、土墳 2基、溝 1条 と4号炉

排滓溝下で被熱面を検出している。また、溝 1は 2号炉の東側に延びる排滓溝の一部とも考えられ、

炉の南東には石列を検出している (第 21図 )。 操業が行われた作業場を排滓溝などから推定すると、 3

号炉の南側は幅2.5m以 上、長さ4m以上、 2号炉の南側は幅1.5～ 3.5m、 長さ4m以 上と考えられる。

2号炉 (第20～24図、図版 2-6・ 7、 3-1～ 4)

炉は、 3号炉か ら北へ 1.6m、 西へ2.3mの場所に位置する。 3～ 5号炉を通す軸から外れ、 1号炉 と

南北に並ぶ。 1号炉のツト滓 (第 13図 8層 )お よび作業面と思われる整地土 (第 13図 6層 )の 除去後に、土

墳 とその周辺に橙色から赤褐色の被熱面を検出した。土噴上部の東西では流出滓がまとまって出上し

ている (第23図 )。 土噴の北東隅には、ほとんど掘 り込みはされていないが、不整円形の被熱面を検出

した。下部構造 と考えられる土墳の規模は上面140cm× 85cm、 下面105cm× 75cm、 深 さが20cmで長軸が

東西を向く.埋土上層には他の炉 と同じように鉄滓と焼土を含むが、最下層は炭を含んだ黒色土であ

った。上壌の南に炉壁や鉄滓、石などを含んだ溝状の掘 り込みを検出したが、断面では何 とか確認で

きたものの (第21図 9層 )、 平面的に検出しきれず、詳細は不明となつてしまつた。この 2号炉では、

炉を中心とした対角線上に 2本の柱穴を確認 した。これを基にして炉上に上屋を想定すると、推定さ

れる柱間は東西に290cm、 南北に245cmで 、炉の位置に対 してやや南寄 りに位置する。柱穴は北西が長

径約30cmで 深さ15cm、 南東が長径約40cmで深さ40cmを測る不整な円形を呈する。 2号炉に関連する遺

構 として、炉の東から南へ弧を描き 3号炉を切つて延びる幅20cm前後の溝を 1条検出した。また、炉

の西側に延びる排滓構内ではあるが、約80× 60cmの 被熱面を検出している(第 20図 )。

第23図は 2号炉上面の検出状況である。下部構造の西側には、深 さ10cm前後の溝状に鉄滓が延びて

お り、排滓溝の一部 と思われる(第 22図 3・ 4層 )。 この鉄滓中からM193aを検出している。

＼

1.黒色土 (鈍 い橙色上プロック含む )

2.黄橙色上 (橙色小プロック混 じり)

3.黄 橙色土 (明 赤褐色上混 じり)

第21図 石列 (1/40)

◎

2号炉排滓が、、、 薇轟面

第20図  203号 炉周辺遺構配置図(1/80)
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0                 1m

第23図  2号炉上面 (1/30)
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01
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1.浅貨概色上

2.鈍 い黄橙色上

3.鈍 い貴褐色上 (鉄滓含む )

4.黒褐色土 (鉄滓含む )

5.灰 黄褐色上 (鉄滓・焼土含む )

6.暗褐色上 (鉄滓含む)

7.黒色上 (炭含む )

8.鈍い褐色土

9.暗黄褐色上

第22図  2号炉 (1/30)

A

1.暗黄灰色±  2.暗 灰色土

第24図  2号llF~柱穴断面 (1/40)

D37.4m



3号炉 (第 20・ 25・ 26図、図版 3-4～ 7、 4-1)

炉は、 4号炉の北約 2mに位置 し、 4・ 5号炉 とほぼ同一直線上 となる (第 8図 )。 遺構は、 1号炉

に伴 う鉄滓の下にあ り、下部構造と思われる橙色に被熱 した浅い土噴 とその南側に石組みの一部 と思

われる赤色に被熱 した石材を検出した。中央部の土墳の規模は上面115× 85cm、 下面95× 70cm、 深 さ

が約15cmで長軸が東西を向くが 4・ 5号炉とは少しずれる。埋土は鉄滓・焼土・炭を含んでいる。排

滓溝は東西に造 られていたものと思われるが、東側は 1号炉排滓溝によつて削平されてお り不明であ

る。西側には少な くとも 3条の溝状に伸びた鉄滓を確認 してお り、遺存状態の良いもので長 さ約500

cm、 幅約 100cm、 深 さ約30cmを測 り、緩やかな傾斜で西側の谷へと続いている(第 14図 27～ 29層 、第20

図)。 検出状況か らは、もともと広い排滓溝であったものが、数回の操業で埋没 していったものと思

われる。 この 3号炉では、炉を中心として 3本の柱穴を確認 した。 1聞 × 1間の上屋があつたのでは

ないかと思われる。柱穴は30cm程度の不整な円形で、深さは40～60cmを測 り、柱間は東西で320cm、

南北で260cmを測る。また 4号炉の調査中に柱穴を 3本確認 している (第 20図、第28図 1層 )。 柱穴は

20～30cmの ほぼ円形で深 さは25cm～ 30cmと 45cm、 柱間は東西で300～310cmを 沢1る 。位置的に 3号炉に

伴 うものと思われるが、特定することはできなかった。
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0                 1m

1.灰 白色微砂質土

2.灰 色上

3.鈍 い黄褐色土

4.暗灰黄色上

5.浅黄橙色微砂質上

(炭・焼土含む)

6.褐灰色土 (炭 ・焼上含む )

第25図  3号炉 (1/30)



B 37.8m 4・ 5号炉周辺遺構配置 (第27図 )

4・ 5号炉に関係 した遺構は、

下部構造、排滓溝の他、炭溜ま り

5基、被熱を受 けている土墳 1基、

鉄鉱石溜まり1基を検出している(第

27図 )。 遺構 の配置や検出状況な

どから製鉄操業時の作業場を推定

すると、 5号炉の南側 は、幅 lm

以上、長 さは 2m以 上あったもの

と思われる (第 11015図 )。 北側は

4号炉が存在す るため不明である。

4号炉の南側は、 5号炉の上面を

造成 した と考えると、幅0.6～ 2m

以上、長 さは 3m以上と推定される。

4号炉の北側は、 1～ 3号炉の築

造のため不明であるが、関連遺構

が北側に集中 してお り、こちらに

も作業面があつたものと考えられる。

＼

土壌 ¬

1.暗黄灰色上 (壁 と炭を少 し含む)

2.灰黄色上 (炭 をわずかに含む )

3.鈍い黄色上 (炭 をわずかに含む )

第26図  3号炉柱穴断面図(1/40)

第27図  4・ 5号炉周辺遺構配置図 (1/80)
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(炭 を多く含 Ll・、焼土粒を少 し含む )

12.褐灰 色土 (炭 を含む 。焼 上をわずかに含む )

37.6m

0                1m

第28図  4号炉 (1/30)

13.鈍い黄褐色土 (焼上を少 し含む 。炭をわずかに含む)

14.灰黄褐色土 (滓・炭を含む、焼Jlを わずかに含む )

15.鈍い褐色上 (炭 を多く含む)

16.橙色粘質上
17.鈍い黄橙色土 (焼上 。炭をわずかに含む )

18.灰黄褐色土 (炭 をわずかに含む )

19.褐色土 (焼土・炭を少 し含む )

20.黒褐色上 (炭 をわずかに含む )

21.灰黄色上
22.暗赤褐色上 (滓・炭を少 し含む )

23.1登 色土 (洋・焼上含む)

24.flLい赤褐色上 (滓・炭をわずかに含む )

25.褐灰色土 (焼土・炭を含む)

26.灰褐色土 (焼土・炭をわずかに含む )

27.褐色土 (滓・焼土を含む)

28.灰黄褐色上 (焼士・炭を含む)

29.黄褐色上
30.橙色粘土
31.鈍い黄褐色土

1.鈍 い灰色 lL

(砂礫を少 し含む)

2.灰黄褐色土

(炭 をわずかに含む )

3.浅黄橙色粘上

(流 出滓含む )

4.浅 黄橙色粘土

(洋 を少 し含む )

5.橙色土 (梓 を少 し含む )

6.鈍 い褐色上

(洋・焼土・炭を少 し含む)

7.黄灰色二L(滓・炭をわずかに含む )

8.灰褐色lL(滓・焼土・炭を含む )

9灰 黄色 lヒ

10暗灰黄色土

(洋・焼上・炭を少 し含む )

ll褐灰色上

濠
瀞



5号炉 (第 27・ 29図 、図版 5-1～ 4)

本遺跡で見つかつた製鉄炉の中で最 も南に位置 し、 4号炉の南に隣接する。第29図 の 5層 は 5号炉

と4号炉のどちらに伴 うものなのか分からないが、下部構造そのものは4号炉の排滓溝によつて削平

を受けている状態で検出した。そのため、東西の断面は台形を呈 している (第29図 )。 下部構造の掘 り

方は斜面を掘 り込んで造 られているため、南側にやや傾斜 しているものと思われ、この南側の低い部

分は造成によって平坦面にしていたと考えられる (第 11図 58059層、第29図 15層 )。 隅丸の長方形を呈

する掘 り方の規模は、上面225× 135cm、 下面165× 125cmの で長軸が東西を向き、深 さは北側で約60cm、

南側で約40cmを 測る。掘 り方の南北には、長さ70～80cmで 石が組まれ、強い被熱を受けて表面はやや

脆くなつている。底面および壁面には薄く粘土も貼 り付けられてお り、中心部が淡い黄色を呈 してい

るほかは赤 く被熱 している。掘 り方の埋土は鉄滓・焼土・炭の小塊を含む。排滓溝は 4号炉ものと重

複し、消滅 して しまったものと思われるが、谷状の地形に近 く(第 7図 )、 排滓に関しては容易な立地

であつたと推測できる。このことからいえば、第H図 57層 に見られる鉄滓包含層などは、この 5号炉

の鉄滓が多いのかもしれない。
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第29図  5号炉 (1/30)

1.橙色粘質上 (■ 1灰 色焼上を含む)

2_Otい 黄褐色■ (洋・焼土・炭を含む)

3.浅責橙色粘質上 (一部被熱)

4.暗 lll色 上 (滓を多く含む)

5.浅黄橙色粘質■ (被熱、焼Jlを 少し含む)

6.暗灰黄色上 (滓を多く含む)

7.暗灰黄色上 (滓・焼土・炭を含む)

8.OLい 黄褐色土 (焼上・炭を含む)

9.晴褐色土 (滓 を多く含む)

10.鈍 い黄梢色Jl(滓・焼上・炭を含む)

11.灰黄褐色上 (炭 を多く含む)

12.鈍い褐色上 (焼けた粘J二 小塊を少し含む、
炭をわずかに含む)

13.暗褐色粘質土
14.1豊 色粘」1

15.灰黄色土
16.暗 黄褐色上
17.赤褐色土

37.4m



(3)土墳

土塙 1(第 27030図 、図版 5-6・ 7)

4号炉の北東約 lmに位置 し、南側は 4号炉の排滓溝に、北側は土墳 9に切 られている。 3号炉の

ものと思われる造成上下で検出したが (第 14図26層 )、 4号炉と5号炉のどちらかに伴 うかは分か らな

かった。土墳は東西に長い230× 170cmの不整な楕円形で、深さは 8 cmを 測る。底面はほぼ平坦であり、

所々に被熱 した場所が見られる。埋土は炭の堆積である。土墳 304と はほとんど同じ場所に位置す

るが (第27図 )、 それ らは切 りあつているわけではなく、造成されたと思われる上が断面に認 められる

ため (第 14図 37・ 41層 )、 別個の遺構 として判断した。

r
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ヽ

＝
川

■

丁

＼/｀

37.8m

0          1m

l.黒 色土 (炭 を多く含む、墜緻)

第30図 土塙 1(1/40)

1.黒色土 (炭 を多 く含む)

2.黄橙色土 (小礫混 じり)

第32図 土壊 3(1/40)
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0                 1m

l.暗黄褐色土

第33図 土塙 4(1/40)

0                1m

l.黒 色土 (炭を多 く含む、堅緻 )

第31図 土堀 2(1/40)

1.暗 lla色土(焼土・炭 を含む )

第34図 土壌 5(1/20)



土墳 2(第27・ 31図 )

遺構は土墳 1の西側約50cmに位置 し、地山の岩盤の直上である。遺構は南北に長い240cm X 180cmの

不整楕円形で、埋土は炭の堆積である。土墳 1と 同様に、 4号炉あるいは 5号炉に伴 うと考えられる。

土墳 3(第 27・ 32図 、図版 5-7)

断面的に土噴 1の下層に位置する (第 14図 38層 )。 遺構は200cm X 140cmの 不整な楕円形で、深 さは20

cmを測る。底部はほぼ平坦で、埋土は炭の堆積である。 4号炉あるいは 5号炉に伴 うと考えられる。

土壇 4(第 27・ 33図 、図版 6-1)

断面的に、土噴 3の下層に位置する (第 14図 42層 )。 土噴 3と は同一の遺構である可能性もある。大

きさは200cm× 125cmで 、深 さは 7 cmを測る。底部はおおよそ平坦であり南側に再結合滓 (M240)が 検

出されたが、分析の結果、磁鉄鉱焙焼後の分割作業場の可能性が指摘された (56頁 )。

土墳 5(第27034図、図版 6-2)

4号炉の北東約60cmに位置 し、 4号炉の排滓溝の下で検出した (第 27図 )。 25cm× 21cmの 円形で、深

さは 8 cmを 測る。上面に被熱が見られるが、内部までは被熱 していない。底部はやや歪な橋鉢形で、

埋上には少 しの焼土と炭を含んでいる。対 となるものは検出できなかったが、位置的には 4号炉の柱

穴のひとつである可能性 も考えられる。

土墳 6(第 27・ 35図 、図版 6-3)
4号炉から西へと延びる排滓溝下で検出した。

南北に長い不整な円形である。底面はあまり

平坦ではなく、南側が緩やかに立ち上がる。

南北に380cm以上、東西に200cm以 上、深さは

58cmを 測る。上墳内からは鉄鉱石が大量に出

1.浅 黄色上

2.責灰色上 (鉄鉱石を含む。焼土

をわずかにに含む)

3.灰 黄色上 (鉄鉱石を含む。焼土

・炭をわずかに含む)

4.暗褐色上 (鉄鉱石を多く含む。

焼上をわずかに含む)

5.OLい 黄色土

6.灰 黄褐色土 (鉄鉱石を含む。炭

を少 し含む)

7.暗灰黄色微砂質土 (鉄滓を少 し

含む、炭をわずかに含む、堅緻 )

37.7m

■
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0                                           2m
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第35図 土壌 6(1/40)

0                 1m

l.灰 山色微砂質土 (焼上を少 し含む)

2.黒褐色上 (鉄滓・炭を含む)

3,黒色土 (炭 の層、堅緻 )

4.灰 白色微砂質上 (焼土・炭を含む)

5.暗灰黄色微砂質上 (焼土・炭を含む )

第36図 土塙 7(1/40)

37.6m



上してお り、重量は約158kgに及ぶ。さらに、土墳として明確な輪郭は分からなかつたが、上面でも

約15kgの 小割 り以下の鉄鉱石の散布があり、両者の総重量は173.439kgで ある(第 12表 )。 また、 2号

炉の排滓溝底面には被熱面を検出しており(第20図 )、 上面で小割り作業が行われていた可能性もある。

断面的には、4層が鉄鉱石溜まりといえる状態で、中割り以上のものが集中するが、それ以外の埋土

は小割 り以下の鉄鉱石が含まれるという状態である。 7層 については土墳 6の埋上ではなく、調査区

外に続く土渡の埋土と考えられるもので (第 11図 60層 )、 製鉄に関連する遺構が調査区の西に続いてい

るものと思われる。 3号炉あるいは4・ 5号炉に伴うと思われる。

土堀 7(第20036図 、図版 6-4)

3号炉の東側に隣接しており、 1号炉の排滓溝下で検出した。土噴10に よつて南西側がわずかに切

られており(第20図 )、 位置的には3号炉に伴う可能性が考えられる。南北に長い255cm× 205cmの 不整

な隅丸長方形を呈する。底部には段差があり、南側がやや深く43cmを測る。鉄滓の包含が見られるの

は上層だけで、下層は造成上に近い埋土に思われる。土墳内外は全く被熱しておらず、製鉄炉の下部

構造としては考えにくい。

土壌 8(第20037図、図版 6-5)

4号炉の南に隣接 し、 5号炉の上面で検出した。平面的には、 3号炉の築造に伴い造成された作業

面の南端に位置しているが(第20図 )、 土墳の西側を3号炉の排滓溝に切られており、断面的に4号炉

に伴 うものと考えられる(第 15図 )。 南北150cm、 東西180cmの やや不整な隅丸方形で、深さは中央部で

10cmを 測る。上獲というよりも、破棄された炉壁や鉄滓の上に厚さ5 cm前後で炭を多く含む黒色上が

覆つている状態であり、掘り込みはほとんど見られない。

土塙 9(第 20・ 38図 、図版 6-6～ 8)

3号炉の東側約 lmに位置 し、 1号炉の

排滓下で検出 した。東西が230cm、 南北が

215cm、 深 さは20cmを測 り、不整な円形を

呈 している。土墳の上層には85cm× 40cm

Ｅ
Ｏ

．∞
∞

1.黒色土 (炭を多 く含む )

2.褐色粘質上 (被熱 )

1.灰 白色粘質上 (炭 を少し含む)   4.働 Lい橙色粘質上  7.黒灰色土 (炭 を多く含む)

2.黒褐色上 (焼土・炭を少し含む)  5.鈍 い黄橙色粘質上
3.灰黄褐色上 (炭・焼土を少し含む) 6.鈍 い黄橙色上

0          1m

第38図 土塙 9(1/40)
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の不整な長方形に被熱した粘質土が残つていた (図版 6-6)が、検出したのは表面積の半分程度であ

り、粘質上の周辺には下層の上壌化した炭が見えている状況であつた。上墳の底面は被熱 して硬化し

ているが、強い被熱は中央部のみであつた。土塘内の表面は凹凸が顕著に見られ、凹部には炭が入り

込んでいる状況であつた。下層中からは、中割 りと荒害1り の鉄鉱石を2個出土しているが、どちらも

被熱は見られず、これ以外に鉄鉱石の出土もないことから、焙焼炉とは考えにくい。 2号炉か 3号炉

に関連する遺構と思われるが、時期を特定することはできなかつた。

土堀10(第 7・ 11039図 、図版 7-1)

遺構は、 1区南の鉄滓包含層の上層で検出した (第 11図 24～ 26層 )6長軸106cm、 短軸76cm、 深さ12

cmを測るやや不整な楕円形を呈する火処である。土墳内は鈍い赤褐色に被熱しており、埋土には大量

の炭が含まれている。土墳の東西には、不整形な粗砂粒混じりのよく締まっている面が広がる。検出

状況から、時期は製鉄の操業より後と考えられるが、詳細は不明である。

土墳11(第 7・ 40図 )

二次堆積土下で検出した焼土噴である。平面形は長軸35cm、 短軸29cmで、深さ13cmを測るやや不整

な楕円形をしている。縁辺が被熱しており、鈍い黄橙色を呈している。埋土は周辺の地山風化土とほ

とんど同じもので、特徴の見られない自然石が一つ入つていただけである。詳細な時期は不明である。

土娠12(第 7・ 41図 、図版 7-2)

遺構は、調査区の北端の地山直上で検出した火処である。

被熱面は長軸62cm、 短軸48cm、 深 さ 5 cmを測る不整円形で、

茶褐色を呈 している。被熱面より北へ約 50cm、 南西へ約

230cmの 範囲で炭を多く含んだ層が広がつてお り、この火

処の灰原 と考えられる。包含層から土師器の小皿の小片が

出土してお り、土墳の時期は中世頃 と考えられる。

37.Om l.渋褐色土 (やや粘質)

2.l lilr褐色土

(炭を含む、焼上を少 し含む )

3.黒色土

(炭 を非常に多く含む )

第39図 土塙10(1/40)
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(4)遺物

土器、石器・石製品 (第42図、第10・ 11表 )

今回の調査では、整理箱にして計 3箱が出土したが、その大部分は、二次堆積土や猿喰池北岸の鉄

滓集積地などの遺構に伴わない遺物である。このうち遺構に伴うものは 3・ 6・ 8と S3だけである。

4口 5・ 7は鉄滓包含層直上での出土であり、製鉄の操業が終了した後の遺物と思われる。

r _」  _ハ

― 一

0               10om

S2

Sl

11… 錆の固着

…被熱

第42図 出土遺物 (1/4)
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製鉄関連遺物 〔炉壁〕 (第43044図 、第 6表 )

本遺跡では、総重量 4tに及ぶ炉壁及び鉄滓が出上している。これらの炉壁と鉄滓は、現地で洗浄

と大まかな分類を行い、整理に際して有用なものを中心に選択している。選択の基準として、炉壁に

っぃては、比較的大きいものと木舞孔や通風孔等が比較的良好に遺存しているものを選択した。鉄滓

については、遺構内出上のものと木舞孔流入滓や流出溝滓など特徴的なものを選択した。

M29は 、本舞孔・通風孔が見られ、炉内の滓化した部分は緩いカープを描いている。粘上部分の遺

存状態が悪く、炉の形状までは判断できない。内面は特に 5 mm程度の鈍い白色の砂礫粒が多く見られ

る。M31は、本舞子L・ 通風孔及び粘土板の側部が分かる資料で、縦34cm X横 24cmを測る縦長の粘土板

と推測される。本舞孔は中央の 1つ が確認できる。内面は下から約15cm前 後を中心として酸化土砂が

固着し、それ以上では木炭が目立つ。木炭は 3 cm程度のものが中央付近に多く見られ、それより上方

には10cm前後の大きなものが見られる。M32は 、 3つの本舞孔と左右 2つの通風孔を持つ資料である。

通風孔の間隔は内径で19cmを測る。M35～M37は、本舞孔と粘土板側部が見られる資料である。木舞子L

0                      20om

‐∵■ ・・・未滓化の炉壁粘上部分

↓…木舞孔 ↓…工具痕
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通
風
孔
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第43図 製鉄関連遺物 1(1/6)



は 2つ以上が確認できる。粘土板は上部が欠損しており正確な形は不明であるが、正方形あるいは縦

長の長方形をしていた可能性がある。M47は胎上部分を貫く形で本舞孔に鉄滓が流入 している状態が

分かる資料である。M52は 、被熱曲がりによつて内面同士が癒着した資料である。また、円形の送風

孔と角を持つ送風孔の 2つがみられ、円形の方には工具痕も観察される。M33は、中央に1.7～ 2.2cm

の子Lが開く粘土塊で、裏面の破損部分では、孔を中心にスサが回つている状態が観察できる。他 3面

は被熱のためやや硬化しており、通風孔関係の部品と思われるが、はつきりしたところは分からない。

0                    20om

M52

M33

0              10om

第44図 製鉄関連遺物 2
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製鉄関連遺物 〔鉄鉱石・鉄滓〕 (第 45・ 46図 、第 7～ 9表 )

本遺跡で出土した鉄鉱石は、総重量176kgを測る。その大部分が上墳 6か らの出上である。これら

を重量別に荒割り(500g以上)、 中割 り(500～ 100g)、 小割り(100g以下)、 粒状 (l cm未満)、 粉状の

5種類に分類した。M56日 M59は荒害1り 鉄鉱石であり、M56には脈石が見られる。M63・ M78は 中割り鉄

鉱石、M84・ M102・ M142は小割り鉄鉱石である。

M178は流出孔滓で、孔径 5 cm程度と考えられる。M183は流出溝滓で、溝の幅は12cm程度と考えられ

る。M192日 193・ 193aは炉底塊である。完全な状態での遺存ではないが、M192は 幅15cm程度、M193は

幅18cm程度であつたと思われる。また、M193aは 長軸長及び短軸長が確認できる資料で、推定される

炉内定部の幅は22× 13cm前後であつたと思われる。M196～ M200は木舞孔流入滓である。消失した部材

の痕へ鉄滓が流れ込んだもので、 3 cm前後の直径の部材が使用されたと考えられる。このうちM200は、

上部が炉底塊の一部であると考えられる資料である。
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第45図 製鉄関連遺物 3(1/4)
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第 1表 分析資料の考古学的調査一分析資料詳細観察表― (1)
分析資料・ 1

出土状況
造跡名 猿喰池製鉄遺跡 遺物ヽ

析

項  目 滓 胎  土

出上位置 5号炉  ド層 時期 :根拠 7世紀 :出上土器 マクロ

試料記号

検 鏡 :SAI″ -1

化 学 :SAL-1

放射イヒ:   一

法

量

長 径    9.9 cm

短 径   13.7 cm

厚 さ   4.7 cm

重 量   498g

色  調

表 : 占黒色
～淡赤褐色 遺存度 破  片

鏡

度

Ａ

検

硬

Ｃ

◎

地 :黒褐色
・明褐色 破面数

X線回折

化 学

耐火度

カロリー

17/1射 化
X線透過

０

〇
一

遺物種類
(名 称)

炉  壁

磁着度 前含浸

メタル度 な  し 断面樹脂

観察所 /mL

右側部が内側に緩やかに折れ曲がつた炉壁片である。内側のみ生きており、側面14面が全て破lFllで あるも裏面は破面ではなく表川が剥Hllし た面が露出していると推定

される。平面形はほぼ直線状ё内luが薄く滓化して、小さな垂れが各所に見られる。 l cm大 前後の本炭痕 t‐ 確認できる。3.7cm程に薄くなつた力■壁片で、下面は粘lil単

位の接合部のためかほぼ水平に害1れ 、滓が一部にlllll着 している。炉壁胎土は1.5mm大 前後の石実質の石粒をかなり多量に含む七ぅので、長めのスサを部位によつては多鸞

に含んでいる。スサは炉壁′)内側に日
'ち

、裏面ではかなり少なめである。これは炉体の外側に化粧上がllllり 込まれているからかもしれない。スサli最大4cm以 _Lの t)

のが数多く、本資料で見る限り斜め方向のt)の が主体である。色調は炉壁内耐iが ll黒色で、剖l分的に光沢やくすんだ紫紅色になつている.地は黒褐色と明褐色主体で

ある。内面に突出する朧状の磁着部分に特に注意のこと。

分析部分 長1油 端部1/4を 直線状に切llJlし 、炉壁として分析に用いる。残材返渕〕.

備  考
炉壁内面の内、特に右端部寄りの瘤状に垂れている部分の磁着が強めで、僅かに夕fiも 浮いている。磁着の強い部分は高さ2.Ocm、 幅].Ocm″ )11状 で、小さな傷の表面に

は 1剛n大から0.05mm大 の光沢をもつた砂粒状の部分が孫:認できる。この部分は、分解しかけている鉄鉱石′)可能性が高い。反応途上のものであろうか。右側部が内側

に反り返つているが、急激な反り方で、箱形炉のコーナー部に直組iす るものかどうかを判断しにくい。

分析資料 2

出土状況
遺跡名 猿喰池製鉄遺l17Jli 遺物N。

分

析

I貞  目 鉱 石 |メ タル

lLPliL位 置 1号炉 排滓消 時期 :根拠 7世紀 :出 二LlL器 マクロ

試料記号

検 鏡 iSAL-2

化 学 : 一

放身寸化 :   一

豊

法 長 径    5,8 cm

短 径    3.4釧

厚 さ   4.4 cm

重 量    150g

色 lllll

褐 色
～1114● 色

表
遺存度 破  片

鏡

度

Ａ

検

硬

ｃ

０

０

地 :黒褐色
破面数

X線回折

化 学
Fi・l火 度

遺物種類
(名 称)

鉄鉱石

(R11害1り )

磁着度 7 前含浸 カロリー

放射化
X線透過メタル度 な  し 断 rii樹脂

観察所見

平面、長手の不整台形をしたやや大ぶりの鉄鉱石塊である。節理面と|「撃による小破面の両者がll● るが、平11な 面は基本的に節理面である.破面数は都合10を 数え

る。本資料で特徴的なことは鉱fi部 分に混在して5 mmttni後 の明褐色の脈石部分が確認されることである。脈石の一部は節埋面沿いに帯をなす場りiも あり、比較的

脈石成分の多い鉱石塊ということもできる。また表面の各所に0.25mm大 以 ドの1項 粒状の音F分 も確認できる。この部分は他の部分に,Lべ て粒子が‖lく 、1.つ風化して

いるものと推定されるが、被熱による可能性も排除できない。色調は表面が褐色から黒褐色で、地は黒褐色である。

分析部分 長軸端部1/6を 直線状に切断し、鉄鉱石として分析に用いるt,残材返ムl。

備  考
シャープな破r百 や節理にllllま れた鉱石塊で、明褐色の脈石部がかなり多く確認される個体である。猿喰池製鉄遺跡そのものからは、脈石部の残る鉱石塊tぅ 多債に出

上している。持ち運ばれた鉄鉱石3Lを現場で調1壼する場合モD想定されるが、本資11・程度の脈石部の残存は無llLさ れた可能性が高い。なおまた、脈石成分には造滓性

を高める効果も
'切

待され、ある程度は意図的に害1り 残されている可能性 t〕 あろう。

分析 資材り・ 3

出土状況
遺跡名 猿喰池製鉄遺跡 遺物ヽ

分

析

項  目 鉱 石 メタル

出上位置 rに均雪6 時期 :根拠  1   7世 紀 :出土土器 Ｆ
鏡
度
Ａ

Ｆ
検
硬
ｃ

一
〇

〇

試料記号

検 鏡 :SAL-3

化 学 :SAL-3

放身1化 :  一

法

量

長 径   4.Oc‖

短 径    2.7 cm

厚 さ   4.l cm

重 量    70g

色  調

表 :潰茶褐色
～黒褐色 遺存度 破  片

地 :黒褐色
破面数

X線回折

イヒ 学

耐火度

○

遺4勿種類
(名 称)

鉄鉱石

(ノ |ヽ 1讐 1り )

磁着度 前含漫 カロリー

放 ll・ I化

X線透過メタル度 な  し 断面樹脂

観察所見
平面、不整台形をした針i理 面と破面にllnま れた鉄鉱石塊である。節理面は手前側の側部が主体で、他は小範囲である。破面は右IRll部が最大で、それ以外の側部や下面

を中心に小さなものが連続する。節理面や破面のいずれにも数mm大 の隙間があり、茶褐色の酸化上砂が貼り付いている。また表面が微細な顆粒状となり、光沢をもつ

部分も広範囲で、鉄鉱石そのものの結品組織の粗さを判断できる。なお破面の胆1部などには明褐色の付at・物が各所に確認されるが、脈石部なのか遣L/1tの 11砂なのかを

区別しにくい場所もある。現状では両者が存在すると兄ておきたい。色調は表面が濃茶褐色から黒褐色で、地は黒褐色である。

分析部分 長軸端部1/3を 直線状に切断し、鉄鉱石として分析に用いる。残材返却。

備  考
かなり打撃が加えられて小宙1り された鉄鉱石塊と推定される。表面の結晶粒子は大小があり、部位によりかなりの差をもつ`平均的な粒径は0,13mm大程度である。ま

た部分的に表面のみが錯びており、被熱している可能性も残されている。
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分析資料 4

出土状況
遺跡名 猿喰池製鉄遼跡 遺物NO.

分

析

項  目 鉱 石 メタル

出上位置 5号炉  トレンチ 時期 :根拠 1   7世 紀 :出上土器 マクロ

試料記号

検 鏡 :SAL-4

化 学 : 一

放射化 :  一

法

量

長 径    2.4 ol

短 径    2.4 cm

厚 さ    2.6 cm

重 量    21g

色  調

表:濃変筆枇色 遺存度 破  片

鏡
度

Ａ

検
硬

Ｃ

０

０

地 :黒褐色
破面数

X線回折

化 学

耐火度

遣物種類
(名 r//1()

鉄鉱石

(ノ1ヽ害1り )

磁着度 5 前含浸 カロリー
放射化
X線透過メタル度 な  し 断面樹脂

観察所見

指頭大の小害1り された鉄鉱石塊であるも破面数は都合8を数える。破面には二種類あり、一方は節理面であり、もう一方は打撃による不自然な面である。本資料の節理

には斜「め上方に向く1)r/Dと 水平より僅かにILFl斜 している面の両者があり、そのためか各面の割れ方が一様ではない。またその表面もやや滑らかなものからザラザラし

た顆粒状の部分の両者がある.表面のFl部には僅かながら酸化土砂が固着している。色調は表面が濃赤褐色から黒褐色で、地は黒褐色である。はつきりとした脈石部

分は不明ながら、節理面1の 色調から見て、節理に沿つた薄い脈石部が存在すると推定される。

分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、鉄鉱石として分析に用いる。残材返封l。

備  考
ややザラザラした顆粒状の表面は、節瑠l沿 いの風化部の場合と、焙焼等の被熱による場合の両者があるが、どちらのものかは不明である。本遺跡出上の鉄鉱石の粒度

は、13cm大 からlcm大以下迄連続しており、一定の統計処理1を 経ないと本側の位置づけは決まらない。

分析 資料  5

出土状況
遺跡名 猿喰池製鉄遺跡 遺物M  1      144

分

析

項  目 鉱 石 メタル

出上位置 二L堺毎6 時期 :根拠 1   7世 紀 :出 土土器 マクロ

試料記号

検 鏡 :SAL-5

化 学 :SAL-5

放身サイヒ:   一

法

量

長 径    ― cm

短 径    ― cm

厚 さ   ― cm

重 量    23g

色 調

表 :黒 色
遺存度 破  片

鏡
度

Ａ

検

硬

Ｃ

〇

地 :黒 色
破面数

X線回折

化 学
耐火度

○

遺物種類
(名称 )

鉄鉱石
(粉状)

磁着度 前含浸 カロリー

放射化
X線透過メタル度 な  し 断面樹脂

観察所見

黒色の鉄鉱石粉を主体とした資料である。 2号炉の南西部から検出された鉄鉱石溜まりから磁着物として採集したものである。最大 l mm大 から0.lmm大 までの集合体

である.赤褐色の色調をもつ粒子も2害1程度混在するが、これも鉄鉱石に付随した鉱物である。わずかに光沢をもつ粒子が含まれているが、これは磁鉄鉱の結品の

表面反射である。他に滓片らしき粒子も混在している。鉱石粉は黒色でやや光沢をもつ粒子と、赤褐色で無光沢の両者が含まれている。滓化した粒子はやや丸みを

もつている。

分析部分 必要量を選択し、鉄鉱石粉として分析に用いる。残材返去‖。

備  考
鉄鉱石溜まり遺構から出上した鉱石塊は、 l kgを超えるものから粒状あるいは粉状のものまでかなり1鏡度幅が広い。粉状の資料も31,726g回収されており、出上し

た資料全体を見ると、遺跡内で小割り作業が行われている証拠ともなる。鉱石粉に含まれる粒子の色調や外観もまちまちで、茶色がかつたものや黒褐色で光沢をも

つ tぅ のまで幅広い。荒割りから小割りにかけてC/D鉄鉱石塊の特色とも共通する。なお、 l kgを超える鉄鉱石塊は1点 のみで、500gを 超えるものが4点、以下500g

から数gの間に収まる鉄鉱石塊が主体となっている。これらの小割り作業時に発生した鉱石粉とlt定 される。ただし、炉内に粉状の鉄鉱石を素材として投入したか

どうかは不明である。

資料  6

出土状況
遺跡名 猿llA池製鉄遺跡 遺物NO. 1      145

分

析

項  目 鉱 石 メタル

出上位置 土続 6 時期 :根拠 1   7世 紀 :出 土上器 マクロ

試料記号

検 鏡 :SAL-6

化 学 :SAL-6

放射化 :  ―

法

量

長 径   10.9 cm

短 径    5,4 cm

厚 さ   5.O cm

重 量   327g

色  調

表 :黄褐色
～灰黒色 遺存度 破 片

鏡

度

Ａ

検

硬

Ｃ

○

地 :淡緑色
～黒 色 破面数

X線回折

化 学
耐火度

○

遺物種類
(名 称)

鉄鉱石

(脈石付き)

磁着度 前含浸 カロリー

放射化
X線透過メタル度 な  し 断面樹脂

FJl察所見
平面、長手の不整五角形を した、脈石に囲まれた鉄鉱石塊である。 自然面はなく節理面と破面に囲まれているため方柱状である。彼面数は 10を 数える。上下面は節理

面に沿つて延びる脈石部で、側面は連続的な破面である。右側部の破面の中核榔には、しつか りした磁鉄鉱部分が顔を出 してお り、黒色で密度が高い。表面の一部は

顆粒状で光沢をもつた結品化 している。上下面の脈石のうち下而側はやや滑石質で、節理に沿つた隙間に物質が沈着 したような外観を示す。上面側は灰色がかつた鉱

物質で、これ も滑石の一種か もしれない。側面の破面には横方向の不規則な節理が延びている。色調は表面が茶褐色で、磁鉄鉱部分は灰黒色。地の脈石部分は淡緑色

で、鉄鉱石部は黒色である。

分析部分  長軸端部1/5を 直線状に切断し、鉄鉱石の脈石として分析に用いる。残材返却。

備  考

本遺Fyli出 上の鉄鉱石塊や脈石塊は節理が斜め方向に走る傾向が強い。そのためか、出土した鉄鉱石塊のほとんどが、不整台形やゆがんだ平行四辺形になつている。鉱
石は密度の高いものから内部に隙間をもつもの、さらに層状に脈石部が走るものなど様々である。脈石の種類も密度の高い個体では石灰質なものが多く、やや密度の

低い個体では滑石に近いi軟質のものが確認される。なお本資料の表裏面に残る滑石質の部分は、遺跡の存在した山の斜面に滑石 (Wit石)採掘坑が多数並んでいること
からしても、採集された鉱脈の位置が滑石の層に接している可能性が高いことを示している。また、調査地点に接するため池の南西斜面に、よく似た石質の石塊がな
だれ落ちている地点が確認されており、この付近が原料鉱石の採掘地点の可能性が高いかもしれない。

一「
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第 3表 分析資料の考古学的調査一分析資料詳細観察表― (3)
分析資料 ヱ

分析資料 8

分析資料 9

計

肝

舞

紹

組

射

絆

禦

舞

ケ

静

行

争

絆

絆

ト

ケ

ト

ト

作

ト

ト

籍

射

絆

静

ケ

れ

第

俳

弊

雅

鮮

鮒

聯

聯

鰍

靱

出土状況
遺跡名 猿喰池製鉄遺跡 造物M

析

分

項  目 鉱 石 メタル

出上位置 土塘 6 時期 :1長 拠 1   7世 紀 :出土土器 マ ク ロ

試料.記号

検 鏡 :SAL-7

化 学 :SAL-7

放射化 :  一

法

量

長

短

厚

重

径    8.8 cln

径    3.9 cm

さ    3.7 cll

量    172g

色 調

表 :暗褐色
～黒 色 遺存度 破  片

鏡
度
Ａ

検
硬
ｃ

〇

地 :黒 色
破面数 7

X線回折

化 学

耐火度

カロ リー

カt身サイヒ
X線透過

〇

遺物種類
(名 称)

鉄鉱石

(被熱)

磁着度 前含浸

メタル度 な  し 断面樹脂

観察所見

平面、長手の不整台形をした被熱鉄鉱石塊である。縦lllT面 形は不整三角形で、一部は節理に沿つた破面と推定される。破面数はおよそ7面を数える。表面は黒色の光

沢をもつた顆粒状の部分や、くすんだ灰色の部分に覆われている。左半分の順粒状の部分では表面が滓化しているためか、黒色ガラス質になつており、部分的に表面

が風化して、灰白色のまだら状になつている。またわずかに垂れが始まっている。飾理面は左右方向に走り、上下方向では斜め方向である。鉱石表面のほぼ全i面 が被

熱していると考えられる。色調は表面がlli14褐 色から黒色で、地は黒色である。

分析苦F分  膊lll端 部1/5を 直線状に切附iし 、彼熱鉄鉱石として分析に用いる。残材返灘l.

備  考

鉄鉱石溜まりから出Jlし た様々な大きさの鉄鉱石塊の中から、表面が被熱したり風化気味の個体を、被熱鉄鉱石として
'ユ

リ_Lげた。本資1じ}の ように全面iが被烈ヽしてい

るものばかりではなく、上下面や一面のみの彼熱状態′)も のなど、まちまちである。中には表面i全体が被〃t後 に風化して、l14褐色となつているものもある。全面が被

熱した鉱石塊は303gと 中害」り程度の個体から数gの小害1り ‖1当 の個体まで幅をもつが、1/1111・ 的には中害1り 程度の個体r/J方が多めである。被熱した鉄鉱riが できる原因

としては3つの可能性が想定される。①鉱石の露頭でlJR石を破砕するためにカロ熱する場合②鉄鉱石の還元をし易くするために、ある程度整粒されたものを焙焼する場

合③炉内に原料として投入したものが生下りしたも′)、 などである。本資料の172gと いう重 lf4・ は原料鉱石のサイズとしてはやや大きいように思われるぅ

出土状況
遺跡名 猿喰池製鉄遺跡 遺物m.

分

析

I頁  目 滓 メタル

出上位置 5号炉 時期 :根拠 7世紀 :出土上器 マクロ

試料記号

検 鏡 :SAL-8

化 学 :SAL-8

放射化 :  一

量

法 径

径

さ

量

長

短

厚

重

30,7 cll

13.8 cnl

10. O cnl

3209 g

色 調

表 :暗褐色
～黒褐色 遺存度 破 片

鏡

度

Ａ

検

硬

ｃ

〇

〇

地 :黒褐色
破面数

X線脚折

化 学
mil火度

○

遺物種類
(名 称)

流出溝滓
(炉底塊?)

磁着度 前含浸 カロリー
放射イヒ
X線透過メタル度 な  し 断面樹脂

観察所見

平面、長手の不整五角形をした、大型の流動滓(灯吹 塊?)の破片である。 Lttrn~を側面の一部が生きており、上手側σ)側 面は大きな破面となつている。左右の端部

にも小破 rliが 確認され、破面数は都合5面を数える。11流 動状の沖部と小さな不定方向に流れる流動滓の混在した資料で、下面には明褐色のlJi床土山来の上砂が面的

にllHFり ついている。手前側の側部には搬の生じた流動洋が右方向に向かい流れ始めている。上手の破而の滓層には中間部に気孝Lの連なった隙「1が 生じている。下面

の形状は樋状で、 上手側で途明れたような形態となっている。現状1/Dttmi形 は帯状で、左右の短部が斜め方向に途切れている。滓は全体的に流動性が悪く、気孔t,

部位によりまちまちである。また滓中にはlll壁粉やlJ壁 Jl山 来の石粒を上層になるにつれて数多く巻き込んでいる。色調は表確iの付着土砂が明褐色で、滓部は黒褐

色。地は黒褐色である。左右の端部は比較的まとまった流動梓の破面で、流出7L滓 に連なるlI能性も残されている。

分析部分 長1咄 端部1/20を 直線状に切断し、流出満洋(炉底塊?)と して分析に月」いる,1残材i反瑚l。

備  考
流動`1生 が悪く大きく流れた滓ではない。底面に滓片を含む炉床上を面的に同着しているため炉外の流出溝滓とも見えるが、岡着する炉雌上が弱い還元色主体で、資

料の平面形も長手の台形であることから、lJ l底 塊の半欠lllの 可能性も残されている。炉底塊とすれ′ば半欠置:で 、ほぼ半分から中央部で害1れ たものと見ることもでき

る。その場合、本来の幅は倍以上となる。また長lllll方 向のうち左側部は41き ている可能性が高く、右側剖:がやや欠けているということになる。こうした外形をたど

つていくと、炉底塊とすれば亀甲状の平lili形 をセ,つ た、ごく小型のt)の となる。

出土状況
迎跡名 猿喰池製鉄遺跡 遺物恥,

分

析

項  目 ,宰 メタル

出上位置 5号炉 H寺期 :根拠 7世紀 :出 土土器 マ クロ

試料記号

検 鏡 ;SAL-9

化 学 :SAL-9

放射化 :  一

法

量

長 径    9.6 cm

短 径   5.5 cm

厚 さ   2.8 cm

重 量    173g

色 調

表 :ll黒 色
遺存度 破 片

鏡

度

Ａ

検

硬

Ｃ

Ｏ

Ｏ

地 :黒褐色
破面数

X線回折

化 学

耐火度

○

遺物種類
(名 称)

流動滓

磁着度 前含浸 カロリー

放11化
X線透過メタル度 な  し 断面樹1旨

観察所見
平面、不整楕円形をした流動滓の破片である。上下面と側面の大半が生きており、側ltiの 一樹

`に

破面が残されている。破面数は都合4面を数える。流動性のよい滓が右

方向へ向かい重luiし てぃる資料で、ややI』 凸があり、滓表皮はチリメン状の鍛が一面に
`Lじ

ている。上面表皮の色調は背黒色主体で、部分的に紫紅色となつている。

また表皮の一部ではあるが、光沢をもつた
'十

状σ)結品がキラキラとllniぃ てぃる部分もある。側面から下面は滓単位の接合痕が複雑に走り、各所に l cm大 以下の石粒を

巻き込んでいる。滓は緻密で中小の気TLが 散在する。上手側の側面には1.5cm大 の本炭痕も残されている。垂層する流動単位は幅1.5cm程度のものが多い。色調は表面

が青黒色で、地は黒褐色である。小さな口1部にはllll褐 色の上砂や石粒を巻き込んでいる。

分析部分 長軸端部1/3を 直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返去い。 (破片となつた右側端部片を分析に用いる)

備  考
下面を中心に上砂や石粒にカロえて小さな鉄滓片などを1歯み込んでおり、炉外流出滓の破片と推定される。滓の流動性はよく、結晶も発達しており、9_it石 製錬滓の特色

を示している。表面のチリメン状の搬も砂鉄製錬滓の場合よりも出現率が高い。



第 4表 分析資料の考古学的調査一分析資料詳細観察表― (4)

分析資料 10

|‖「ヒガt汚こ
i量跡 //1

彼lft池 製鍬遺勘i i量物N九   1      202

分

析

項  目 滓 メタル

出「11位雌 1号 lrJ i 時期 :4長拠 1   7此紀 :出 上土器 マクロ

試料記号

検 鏡 :SAI“ …10

イヒ 学 :SAIン ー10

jJr4身
|イ ヒ:  一

法

量

長 径   4.2 un

短 径   4.う cm

llri さ   3.9 cin

重 構   79g

色  調

表:黒彎作黒色 遺存度 破  片
鏡

度

Ａ

検

硬

Ｃ

◎

○

地 :■1褐色
～lll黒色 破面数

X線回折
イヒ 学

耐火度

カロリー

放Fll化

X線透過

O

i戦物種事

“
(率 動リ

力lμ l滓

(含 11溶解鉄雄i石 ,

磁着度 11含 浸

メクル度 な  し 断面樹1旨

観察所見
lFttI.イ:雑 侑lil形 をした塊1,tの 1,Ittrヤ ′,破り|である.Iユ褐色で、流動性r/J悪 ぃ,7の ような外観を示している。磁滸が強く、 2ヶ 所に小さな鉄鉱石粒が顔を出してお

り,1■ ″rtt1/J鉱イTヤt('「迎,1,を 含スッだり,irl滓 ど中1断 さオ1´ ろ.上漬iが ‐段融iく 瘤状に盛り_Lが り、それ以外の面には微細な垂れが生じ始めている。上手側のIlll部 に少

なくと112ヶ 所ダ期イテ|とが確認される.I ⅢI晰 と1,微細な:Jr/・ で、 ‐方ll l.5mmtt1/2も のである。 lll・ 黒いキラキラした光沢をもつている。滓の籠れ方向から見ると、炉壁

た議i11間 着しノt.1う な11成 :た■でよりる.そ /1場 合にはド面が
''1壁

側となる.部位により磁着ftritt1/J変 化が大きく、右側の黒褐色でわずかに流動気味の滓出
`の

方が磁着

が強い.色調は表前iが酸化 1l1/1/に 、たりl■ 褐色で=滓‖;は 部分的にlll撃 い.地は黒褐色から青黒色.

分‖子淑;分  '11軸瑞出11/1を 直線ツ:に切llfiし 、11溶解1/7鉄 鉱イTを 含む・ll i内 滓として分析に用いる.77tttiE劇 1,

備  考
た山iで確認できる鉄″:rll ili微細|な IJのである.磁着傾向から内部にはさらに

"1の

鉱石壮‖:分を含んでいるif能性があろう。表面で確認できる鉱石粒は1.5mm大 とノトさ

な1,177で ある.こ うした粒1,t1/1鉱 石が1.I中 に含まれていることは、局:11・として投入されたか、あるいは理元途上で鉱石塊が分解したかのどちらかであろう。鉄鉱石は

粒‖tま たは移ケ瀞tに 加 [すオLば
'ズ

応イ′Litttt‐ がヽ、逆に滓化t,し 易いという特性をもち、・lJi内 への実際の投入鉱石サイズが注目される。

分析資料 H

llllJll,t況

ittr/Jll名 続喰池製鉄遺FJIF・ 遺物 、ヽ

析

項  目 ,宰 メタル

計111位置 1‐場・1炉  ツトi宰 時期 :根拠 7世紀 :出 JllL器 マクロ 〇

試料記号

検 鏡 :SAL-11

fヒ  1許 :   一

放身1化 :  ―

法

職

長 径   6.l cm

短 径   5.8 cm

厚 さ   4,O cm

重 量   100g

色 Fllll

表 :貨褐色
～黒褐色 遺存度 破  片

鏡

度

Ａ

検

硬

ｃ

○

◎

地 :黒褐色
破面数 3

X線回折

化 学
耐火度

カロリー

放射化
X線透過

遺4勿種類
(名 称)

炉 Fノ,滓

(含鉄)

磁新度 前含浸

メタフレ度 L(0) 断 in~樹脂 ○

メタル湖1を 中心に分析に用いる。断面樹1旨 塗布。残材返却。

して形成された t,の であろうか。現在は銹化がかなり進んで しまっているが、本来は鉄部がもう少 し、 しっか りしてし

観 察所 兄
lFtti、 イ:整 多 frl形 を した含鉄 1/7・lll内 絆の破り1で ある。上 llliは 平坦気味で側部は斜め下方向に開いている。下 llilの 中央部には 3 cm大 を超える木炭痕があ り、全体に笠
J「夕に盛 り Lが つている.表 前iは 責褐色′)酸化■砂に職われてお りやや不明点 t,多いが、少なくとも側面3面は破 lrn‐ と推定され る。 1■ 面はわずかな木炭痕を残す磁着が

弱い津劇:で 、側籠iに は斜めに流オl`る ような薄い1宰層が延びている.一部に本炭痕 セ)確認される,下半部は上方に突出するよ うな板状の含鉄部で、そのいつり
´
しにも錯

ぶ くれや‖鮒が生 じてお り、磁着 も強い。資料は赤熱木炭を覆 うように形成されたもので、本炭に接 した部分のみが吸炭 した鉄部になつている可能ヤLが 高い。色調
ほ去漁iが 酸化 J:砂 により黄褐色で、含鉄部は銹 fヒ のため表面、地 とも黒褐色である。

分析訂:分  長軸端商,1′
′3を湾線状に切断し、

備  考

":底
塊r)■ 皮′ィヽいで赤熱本炭に接するよう|

た可能性が高い.

分析資料 12

出上状況
遺助1‐名 猿喰池製鉄遺跡 遺物 1ヽ

分

析

項 目 滓 メタル

:‖ 上位蹴 1号炉 排滓 時期 :根拠 1   7世紀 :出 土土器 マクロ ∩

試|1記号

検 鏡 :SAL-12

fヒ 学 : 一

般射fヒ :  ―

法

量

長 径   6.5 cm

短 径    5.70m

ナギ さ     3.8 cm

重 量   117g

色  調

表 :黄褐色
～黒褐色 遺存度 破 片

検 鏡
硬 度
CMA

X線回折
化 学
而:火 庁

〇

◎

地 :黒褐色
破面数 5

遺物種場i

(名 称)

炉内滓
(含鉄)

磁着度 前含浸 カロリー

放射化
X線透過メタル度 特 Iン (☆ ) 断面樹脂 ○

観 察所 見

平面、不惟 I´ 宇形に伸びた含鉄刺 li内滓の破片.鉄部は手前側の滓の中核部で、上手側の突出部は滓ぶくれを覆 う酸化上砂の 1可 能性が高い。従つて本来は径2.5cnl程 の
不性な横長の九棒状 となる. 11面か ら側面にかけては弧状で、右側面から見るとほぼ円形の断面形をもつ。右側部は銹化による新 しい破 Jliで 、外周部は滓に覆われ て
いる.中 核‖

`に

は鉄離うがあi右方向に延びている。端部や外面の特色から判断 して、本舞孔中に流れ込んだ含鉄の滓ではないか と推定 され る。径 も木舞 7Lと ほぼ一致す
る。鉄部の銹化は進んでお り、 17rt射 害1れや滓ぶくね′により崩壊 しつつある (別袋の小さな破片は左端部の破片…括である)。 色.「・lは表面が酸化上砂により黄褐色で、
破簾i1/1i学 部には地色が覗いてお り爆褐色.

ク)タテ畜F分  長軸端部2/5を 直線状に切断し、メタル部を中′いに分析|こ用いる。断面i樹脂塗布。残材返却。
付「  考

lJl#IIlililili:III#lllilii:ill片 聯 ll獣
『iaittfi菅

房?せ ?劣慕底器定盤長ヒ劣循1垢筆食:「策置麟黒昌積嘗
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第 5表 分析資料の考古学的調査一分析資料詳細観察表― (5)
分析 資

出土状況
遺跡名 猿喰池製鉄遺跡 道物M  1      231

分

析

項  目 ′宰 メタル

出土位置 2。 3号炉 排滓 時期 :根拠  1   71世紀 :出土土器 マクロ ○

試料・記号

検 鏡 :SAL-13

化  学 :SAL-13

放身寸化 :   ―

法

量

径

径

さ

量

長

短

厚

重

6.2 clll

4.7 cm

3.O cm

131 g

色 調

表 :茶褐色
遺存度 破  片

鏡

度

Ａ

検

硬

Ｃ

◎

地 :黒褐色
破面数

X線回折
化 学
耐火度
カロリー
放射化
Xtti整 過

○

遺物種類
(名 称 )

炉内滓
(含鉄)

磁着度 前含浸

メタル度 特 L(☆ ) 断面樹脂 O

観察所見
平面、不整多角形をした厚板状の含鉄の炉内滓である。滓部は表瀬iに わずかに確認され、全体的に鉄部r/1mllllが 広いぅ上下面と側部の一剤:が生きており、側蘭i3面iが

破面である。表面にびっしりと顆粒状の上塊が国着している。上面はやや波状で下面は平11気 味である。右手側のlu部は急激に立ち上がり、側面に沿つてわずかに放
射害1れが発達し夕台めている。酸化上砂中に含まれている木炭は広葉樹材の黒炭である。色調は表面が酸化上砂のため茶褐色で、地は黒褐色である。

分析音5分  長畔ldl端 部1/4を 直線状に切断し、メタル割1を 中心に分析に用いる。断面樹脂傘布.残材返却。

備  考
本遺跡から出上した含鉄資11の 内では最もしつかりした個体である。表疏iの酸化土秒のため不明点が多く、一応は含鉄の炉内津としているが、鉄塊系遣物とするべき
資料|か もしれない。裏面は炉壁の表蘭iに貼り付いた様な緩やかな曲面をもつている。本遣跡で生産された鉄質を読み取ることσ)できる代表的な資料である。

分析資料  14

出土状況
遺跡名 猿喰池製鉄遺跡 遺物m. 239

分

析

項  目 i宰 メタル

出上位 置 1号炉 時期 :根 ltl 7世紀 :にH土上器 Ｆ
鏡

度

Ａ

ψ
一検
硬
ｃＭ

〇
一◎

試料記号

検 鏡 :SAIン ー14

化 学 : 一

放射化 :  一

法

量

長 径   8.2 ol

短 径   3.2 cm

厚 さ   1.2 cm

重 量    50g

色 調

表 :茶褐色
～灰黒色 造存度 ほIF賃り形

地 :灰黒色
破面数

X線巨1折

化 学
面l火度

遺物種類
(名 称)

黒鉛イロ 炭ヾ

(含鉄)

磁着度 前含浸 カロリー

放射化
X線透過

「
―
‥
‐
‐
‐
‐

メタル度 L(● ) 断面樹1旨 ○

観察所見

薄くミカン害Jり された含鉄の黒鉛化本炭である。上手側には材の名残を示す外面が残り、 11下面は木取りされたおりの制面である。側面にはわずかに元の木炭の部
分が残る。硬質の広業樹材が想定される。全体の9害1以上が鉄と置換しているためか、黒光りしている。磁着も強く比重も高い。炉内外び)燃焼によりやや痩せてい

るためか、表面|こ 波状の小さな窪みが連続する。色Jlは 表薇iが酸化上砂により茶褐色で、黒鉛化木炭化した部分では表面地とも灰黒色となっている。

分析音F分  長車山端部1/5を 直線状に切断し、黒鉛化木炭として分析に用いる。 lFr面樹脂株布n残羽返却。

備  考
木炭は広葉樹材を縦に細くミカン割りしたものである.一本の材を16等 分以上にミカン割りしている。長さは現状で3.2cmで あり、本来はもう少し長めであった可能

性が高い。黒鉛化ぎみ木炭の出土t4・ は少なく全6点で、 うち本側は唯一の含鉄資料である。黒鉛化木炭の生成は炉内の避元度のllliい ことを示す目安で、少量とはい

え、一定 tEl・の出土が確認されるという点では注目される。炉高が比較的高い可能性を示す証拠で、構成されたIJintF.の 接合単位から見ると、炉高が70cm以 上あること

は確実であろう。炉壁片はいずれも頂部が欠落しており、他遭跡での事例を当てはめれば、少なくともさらに20cm以上の炉許iがカロわる可能'日 :が あろう。

出土状況
遺跡名 猿喰池製鉄遺跡 遺物M

分

析

項  目 滓 メタル

出上位置 土墳4 1寺期 :根拠  1   7世 紀 :出 上土器 Ｆ

鏡

度

Ａ

Ｆ

検

硬

ｃ

○

試料記号

検 鏡 :SAL-15

化 学 : 一

放射化 :  一

量

法 長

短

厚

重

径   10.6 cm

径   12.4 cm

さ    5.O cm

量   361g

色  調

表:茶彎農黒色 遺存度 li■ 片

地 :濃茶褐色
～黒褐色 破面数

X線回折

化 学
耐火度

遺物種類
(名 称 )

再結合滓

磁着度 前含浸 カロリー

放身1化
X線透過メタル度 な  し 断面樹脂

観察所見

製錬炉群の北東音Fの炭溜まりの下層に広がっていた、洋い盤状のlli結 合滓の破片である.取 り上げ段lllliで 欠け落ちた端部を分析資料として選択した。資料は右方Flに

向かい扇状に広がっているもので、厚さは最大5.Ocmで ある。下面の中央部が左右方向に突出している。上面は自然面で右側が2段となっている。下面は浅い窪みかい

の剥離面である。左右の端部が破面で、左側のものは古い。顆粒状の洋片や炉壁粉に加えて、鉄鉱石粉がlti結 合している可能性が大きい。これは滓粉のみの再絆i合滓

に比べて、磁着度がやや高いからである。上面左側には5 cm大 の炉壁片が固着している。再結合している各粒子の大きさは3 mm大から0.3mm大 で、全体に順粒状となつ

ている。わずかに l cm大以下の本炭粉も含まれている。色調は表面がJ=秒主体のため茶褐色で、炉壁片の部分は滓化しているため灰黒色である。地の再編i合津部は針
のためか濃茶褐色で、個々の滓片は黒褐色である。

分析音F分  長411t端 部1/5を直線状に切断し、再結合沖として分析に用いる。残材返去‖。

備  考

炉の 1ヒ 東側 を取 り巻 くよ うな薄い炭層が広がる、弧状の窪地でT呼結合 した資料である。周辺部分か らは薄い炭層の上に顔を出す形で、台7i? が出上 しているが

接的な関係は明瞭 ではない。分析資料の母体は、長さ60cm幅 55cm厚 さ6.5cmの 、全体に薄い盤状の再結合梓である。
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分析資料2(M72)
鉄鉱石 (中割り)

分析資料 3(M87)
鉄鉱石 (小害」り)

分析資料1(M34)
炉壁

鶉 錮
分析資料4(Ml12)
鉄鉱石 (小割り)

分析資料5(M144)
鉄鉱石 (粉状 )

分析資料6(M145)
鉄鉱石 (脈石付き)

静

分析資料7(M159)
鉄鉱石 (被熱 )

分析資料8(M183)
流出溝滓 (炉底塊 ?)

第48図 分析資料写真図版 (1)



分析資料9(M186)
流動滓

分析資料11(M229)
炉内滓 (含鉄 )

分析資料12(M230)
炉内滓 (含鉄 )

分析資料13(M231)
炉内滓 (含鉄 )

分析資料10(M202)
炉内滓 (含半溶解鉄鉱石 )

分析資料14(M239)
黒鉛化木炭 (含鉄 )

分析資料15(M240)
再結合滓

第49図 分析資料写真図版 (2)
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〔鉄鉱石〕 第 7表 製鉄関連遺物観察表 (2)
構成
番号 遺 構 層 位

長

酬

幅

硼

厚

馴
動
ω

磁着度 メタル農 避物名 備 考
分
析

土獲 6 中 ,T層 鉄鉱石 (荒割 り) 表 :「

“

褐～黒褐色。地 :濃黒褐色。脈石部が多く残る。

土壌 6 中・下燿 鉄鉱 石 1荒 害Jり ) 表 :‖ 静褐～黒褐色。地 :黒褐色。旺石嘔
´
l・壌野6 中・ 下期 鉄鉱 石 (荒害Jり ) 濃黒褐色。筋状に脈石部が残るp上面わずかに被熱か2

Jュ糠 6 中・ 下層 鉄鉱 石 (荒害1り ) 表:灰～藤秘色:地 :黒褐色。脈石部が残る。

:上駿 6 中・ 下層 7 鉄鉱石 (荒割 り) 要T秩褐色～暗褐色。地:濃黒褐色,全性に脈石部が残る。

土壌 6 中・ 下層 鉄鉱 石 (中 害Jり ) 表:淡褐～暗褐色。地 :濃灰色。まだらl手順石部が残る。

土鞭 6 中・ 下覇 7 鉄鉱 石 (中 害りり 表 :濃黒褐色。地 :濃黒褐色。表面は風化が著しい

」L期髯6 中 。 F鱗 7 鉄鉱 石 中審1り 表 :黒褐色。地 :濃黒褐色。表面に脈石部が覆 う。

土壌 6 中・下騎 鉄鉱石 中害1り ) 表 :濃黒灰色。地 :濃 黒灰色.脈石部が残る。

」二場酸6 中・ 下層 7 鉄鉱 石 中害1り ) 表 :灰褐～黒褐色。地 :濃黒褐色。脈石部が残る。

L塀 6 6 鉄鉱 石 中割 り) 表 :濃 黒灰色。地 :濃 黒灰色。脈石部が残る。

M67 土壊 6 中・ 下層 6 鉄鉱 石 中害1り ) 表 :暗褐～濃黒灰色。地 :濃 黒灰色。脈石部が残 /D。

:L期野6 中・ 下層 6 鉄鉱 石 中割 り 表 :‖ ま褐～濃灰褐色.地 :濃灰褐色。脈石部が残る。

土壊 6 中・ 下層 7 鉄鉱 石 中害1り 表 :‖ξ褐～濃黒灰色.地 濃黒灰色。まだらに脈石部が残る。

土壇 6 中 '下層 鉄鉱石 中割 り 表 :暗褐～濃茶褐、濃黒灰色。地 :濃黒灰色。まだらに脈石部が残 る。

4号 I「
4 西側排滓 6 鉄鉱 石 中割 り) 表 :暗褐～濃黒灰色。地 :濃 黒灰色。裏面に脈石部が残る。

1け炉 lJF I宰 7 鉄鉱 石 中害Jり ) 表 :褐～黒褐色。地 :黒褐色。脈石部が残る。

4号炉 Ln‐ 側排滓 6 鉄鉱 石 中害Jり ) 表 :漉黒灰色.地 :濃 黒灰色ぃ まだ らに脈石部が残 る。

:111貨 6 中・下層 8 鉄鉱石 中害1り ) 表 :黄褐～H音 褐色。地 :濃黒灰色。脈石部が残る。

」1墳 6 r11・
~「

j輛 5 鉄働:石 中害1り 表 :黄褐～暗褐色。地 :濃黒灰色。脈石部が残る。

土概 6 中・下脇 6 鉄鉱石 中害1り 表 :白 ～黄褐色。地 :濃 黒灰色。まだらに脈石部が残る。

上峨 6 中・ 下用 6 鉄鉱石 中割 り 表 :鈍い褐色。地 :濃 黒灰色。まだらに脈石部が残る。下面が風化 (被熱による ?)

4'ま 炉 西側排滓 8 5 鉄鉱 石 中害1り ) 表 :橙～暗褐色。地 :濃 黒褐色。脈石部が多く残る。表面が風化 (被黎唾ユ

M79 」1壇 6 中・下層 6 鉄鉱石 中割 り) 表 :橙～1=褐 色。地 :濃黒灰色。脈石部が残る。

M80 11壌 6 中・下層 5 鉄鉱石 中害|り ) 表 :濃黒褐色。地 :濃 黒褐色。わずかに脈石部が残る。上面被熱 (風化 ?)

十増 6 中 ,下層 6 鉄鉱石 中害1り ) 表 :黄褐～茶褐色。地 :濃黒灰色。脈石部が残 る。

包含層 6 鉄鉱 石 卜割 り, 表 :黄褐～濃茶褐色。地 :般黒灰色。lJt石 部が残る。表面風化。

上蠣 6 中・下層 6 鉄 鉱 石 Jヽ 署Jり , 表 :,L白 ～暗茶褐色。地 :濃黒灰色。表面、裏面に脈石部が残 る。

上壌 6 rll・ 下層 5 鉄鉱 石 」ヽ害Jり ) 表 :黄褐色。地 :濃黒灰～濃黒褐色。全体に脈石部が残る。

土壌 6 中・ 下層 鉄鉱 石 小割 り) 表 :茶褐～濃茶褐色。地 :濃黒灰色。脈石部が残る。風化が著しυ

M86 ―
l‐ 蠣 6 中・下層 5 鉄鉱 石 4ヽ押|り ) 衣 :暗褐色。地 :濃黒灰色。脈石部が残る。

,It対嚇6 6 鉄鉱 石 小割り) 表 :濃茶褐色～黒褐色。地 :黒褐色。 3

土鐵 6 中・ 下層 6 鉄鉱石 小害1り ) 表 :‖ 音黄褐色。地 :濃 黒灰色。脈石部が残る。

M89 土壌 6 中・ 下層 5 鉄鉱 石 卜害Jり ) 表 :淡褐 ～黄褐色n地 :濃黒灰色。全体に脈石部が残 る。

M90 卜朗鬱6 中・下層 5 鉄鉱石 」ヽ害1り ) 表 :淡褐～茶褐色。地 :濃黒褐色。やや風化が進む。

土瞬 6 5 鉄鉱 石 Jヽ 害Jり ) 表 :濃黒灰色。地 :濃 黒灰色。脈石部が残 り、風化 してい る。

J二 島酪6 中・ 下層 5 鉄鉱 石 ィIヽ害1り ) 表 :黒灰色。地 :濃黒灰色。脈石部が残る。全体的に風化、銹化。

土壌 6 中・ 下層 5 鉄鉱 石 /1ヽ 害Jり ) 表 :淡褐～黄褐色。地 :濃黒灰色。全体に脈石部が残る。銹化。

」二壌6 中・ 下層 5 鉄鉱 石 」ヽ讐

“

り) :淡褐～濃黒褐色^地 :濃黒灰色。裏面 と上面に脈石が残 る。

土jF1 6 中・下層 5 鉄鉱 石 Jヽ 害Jり ) 表 :暗褐色。地 :・it黒灰色ぃ全体に脈石部が残 る。

t靖 6 中・ 下厠 5 鉄鉱 石 」ヽ害」り) 表 :黄褐～暗褐色。地 :濃黒灰 ～濃黒褐色。筋状に脈 石部が残 る。

土破 6 中・ 下膚 鉄鉱 石 小割 り) 表 :淡褐～黄褐色。地 :濃 黒灰色。まだらに脈石部が残る。銹化。

土駿 6 中・ 下層 5 鉄鉱 石 小割 り) 裁 :手L白 ～橙色。地 :濃黒灰色。筋状に脈石部が残 る。

上壇 6 中・ 下層 5 鉄鉱 石 Jヽ 割り) 表 :淡褐～黄褐、濃黒灰色。地 :黒色。まだらに脈石部が残る。上方が風化。

M100 上壊 6 中・ 下層 5 鉄鉱石 卜割 り) 表 :責褐～暗褐色^地 :濃 黒灰色^全体に銹化 (あ るいは酸化)部分 が覆 うハ

十靖 6 中・ 下 lll 5 鉄鉱石 Jヽ 害1り ) 表 :暗褐灰色。地 :濃 黒灰色。まだらに脈石部が残る。

上堀 6 ril・ 下層 5 鉄鉱 石 」ヽ害Jり ) 表 :濃黒灰色。地 :濃 黒灰 色。脈石が多 く残 る。裏面の「nt化が著 しし

M103 土毅 6 中・ 下層 5 鉄鉱 石 」ヽ害りり) 表 :淡褐～暗褐色。地 :濃黒灰 色.脈石が少 し含まれ る。

上墳 6 中・ 下層 5 鉄鉱 石 Jヽ害1り ) 表 :淡褐 ～橙色。地 :濃黒灰色。脈石部が残 る。

M105 上壊 6 中・ 下層 5 鉄鉱 石 Jヽ 審1り ) 表 :濃黒灰色。地 :濃黒灰 色。脈石部が少 し残 る。右面が銹化 (あ るいは酸化 )

M106 土壌 6 5 鉄鉱 石 」ヽ害Jり ) 表 :淡褐 ～黄褐色、澱黒灰 色。地 :濃黒灰色。 表・襄面に薄い脈 石 部 が残 る。

M107 土壌 6 中・下層 5 鉄鉱石 Jヽ 害1り ) 表 :濃黒灰色。地 :濃 黒灰色。まだらに脈石部が残る。

M108 上壇 6 申・ 下層 5 鉄鉱 石 Jヽ 害Jり ) 表 :鈍い灰褐色。地 :濃黒灰色。左面にわずかに脈石部が残る。

土壌 6 中・下層 5 鉄鉱 石 小害」り) 表 :暗褐～茶褐色。地 :濃黒灰色ハ左面に脈石部が残 る.

上壌 6 中・ 下層 5 鉄鉱 石 Jヽ害Jり ) 表 :濃黒灰色。地 :濃 黒灰色 .

M 1 土壌 6 最上層 17 4 鉄鉱 石 」ヽ害1り ) 表 :橙～暗褐色。地 :濃黒褐色。製 面に薄 く脈 石部が残 る。右面 の 銹化が著 しい。

M 2 5号炉 ]Jヒ トレンザ 5 鉄鉱 石 Jヽ 警1り ) 表 :濃赤褐～黒褐色。地 :黒褐色。

M 3 上犠 6 中・
‐
ド縣 4 鉄鉱石 Jヽ 害1り ) 表 :橙～暗褐色、濃黒褐色。地 :濃黒褐色。全体的に銹化 し、やや風化。

M 4 士〃賞6 甲・ ド層 5 鉄鉱石 Jヽ 割 り) 表 :淡褐～暗褐色・濃黒灰色。地 :濃黒灰色。全体的に銹化。
M 5 上嬢 6 中・下層 5 鉄鉱石 」ヽ害|り ) 表 :灰～鈍い褐色。地 :濃黒灰色。脈石部が残る。全体的に銹化 し、ややl■l化。
M 十増 6 中・下層 5 鉄鉱 石 小割り) 表 :橙～茶褐色 ,暗灰 色`地 :濃黒灰色.慕 面に脈石部が残 る.

M 7 上構 6 中・下層 鉄鉱 石 (J嗜 Jり ) 表 :茶褐～オリープ灰色・濃黒灰色。地 :濃黒灰色。裏面に脈石部が残る。風イヒ。
Ml18 土嬢 6 中・ 下層 4 鉄鉱 石 (4ヽ 811り ) 表 :茶褐～暗褐色、濃黒灰色。地 :濃黒灰 色。表面銹化ぃ

Ml19 土壌 6 中・下層 鉄鉱石 (4ヽ害1り ) 表 :茶褐～濃黒灰色6地 :撲 黒灰色。左面に薄 く脈石部が残 る。 上 面が銹化、風 化 .

l1120 土壌 6 中・下層 鉄鉱石 1/1ヽ 割 り) 表 :鈍い褐～暗褐色、濃黒灰色。地 :濃黒灰 色。脈石部が残 る。

土壊 6 中・下層 鉄鉱 石 (小害Jり ) 表 :橙～茶褐色・濃黒灰色。地 :濃 黒灰色。表面に脈石部が残る。やや風化。
M122 上将 6 中・下層 鉄鉱 石 小割り 表 :鈍い褐～黄褐色。地 :濃黒灰色。脈石部が残る。
M123 土婿 6 中・ 下層 14 鉄鉱 石 小割 り) 表 :濃黒灰色。地 :濃 黒灰色。裏面に薄く脈石部が残る。表面は風化。

土壌 6 鉄鉱 石 /1ヽ警1り ) 麦 :橙～黄褐色、濃黒灰褐色。地 :濃黒灰褐色
“

脈石部が残 るハ

M125 上壌 6 中 。下層 鉄鉱石 /1ヽ害1り ) 表 :鈍い黄褐～暗褐色。地 :黒灰色。表・裏・左に脈石部が残る.

M126 土残 6 14 17 鉄鉱 石 小割 り) 表 :濃黒褐色。地 :黒色。表面は風化 (被熱 ?)
土渡 6 中・ 下層 鉄鉱 石 /1ヽ害Jり ) 表 :鈍い褐～黄褐色。地 :濃黒灰色。全体的に銹化。特に表面の風化が著しいぃ
土堀 6 中・ 下層 4 鉄鉱 石 (4嗜 Jり ) :橙～黒色。地 :黒色。全体的に銹化。特に表面の風化 が著 しい (被熱 か ?)
上壊 6 4 鉄鉱 石 (4ヽ割 り) 表 :暗褐～濃黒褐色。地 :濃 黒灰色。表面は銹化し風化が著しい (被熱か ?)
上壌 6 中・ 下層 5 鉄鉱石 (小割 り 表 :淡褐～黄褐色・暗褐色。地 :濃黒灰色 .

土壌 6 17 4 鉄鉱石(4嗜1り 表 :鈍い褐色。地 :黒色。

M132 土 ll■ 6 11 4 鉄鉱 石 (小割 り 表 :晴茶褐～般黒褐色。地 :黒色。脈石部が残る。全体的に風化 (被熱か ?

土壌 6 中・下層 鉄鉱 石 (小害1り ) 表 :暗褐～黒灰色。地 :黒色。表面に薄く脈石部が残るぃ

上墳 6 中・下層 17 4 鉄鉱石 (4ヽ害1り ) 表 :橙
～

黄褐色、濃黒灰色 地 :濃黒灰色 裏面に薄い筋状|こ脈石部が残る。表面は風化趨 、ヽ?

M135 土結 6 中・下層 4 鉄鉱石 (小割 り) 表 :atiい 平L白 ～褐色・黒色。地 :黒色。表面 。上面に薄く脈石部が残る^

M136 土壇 6 中・下層 4 鉄鉱 石 (小割 り 表 :淡褐～鈍い褐色.地 :濃黒灰色^全体的に脈石部が 見̀ら れ る
^

M137 十精 6 中・ 下 lttl 5 鉄鉱 石 (4ヽ割 り) 表 :橙～黄褐色。地 :濃黒褐～黒色。裏面に脈石部が少し残る。表・上・左面は風化 (被熱か ?)
M138 土墳 6 中・下層 4 鉄鉱 石 (小割 り) 表 :晴褐～黒色。地 :暴色。小粒の脈石部が残る。全体的に風化(被熱か

')
M139 土墳 6 中・下層 4 鉄鉱 石 (4ヽ割 り) 表:淡褐γ鈍ぃ褐色、瞳灰色。地 :濃灰色。上面に薄く脈石部が残る。

土峨 6 中・下層 7 4 鉄鉱 石 (4ヽ割 り) 表:淡青緑色(脈石)、 橙～茶褐色.地 :撲暴褐色。全体的にlFR石部が原
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第 8表 製鉄関連遺物観察表 (3)師
・ 窒 短 彗 り
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構成
番号 遺 構 層 位

長

‐ｎｍ

喝

ｎｌｍ

厚

ｍ
卿
０

磁若度 メタル度 遺物名 備 考
分
析

―卜方藷6 中・ 下層 7 7 鉄鉱石 (小■1り う 衣 :橙 色、暗褐～茶褐色ぃ 地濃黒灰色^全体的 に銹化_左 面は被 rJlか ?

上墳 6 中・下層 4 4 鉄鉱石 (小 11り ) 表 :鈍 い褐灰～橙色、濃黒灰色.地 :濃 黒灰色.全体的に風化 (被熱か ?)

「L培 6 中・下層 鉄鉱石 (粒状 ) 表・地 :暗褐～黒色。

「LIFr1 6 中・下層 5 鉄鉱石 (粉状 ) 表・地 :黒色。 5

M 士墳 6 4 鉄鉱石 0脈石部 。中割 り) 表 :貢褐 ～灰 ユ:色 ¨ 地 :淡緑 ～ rf Ft、 lllk石 に

'ntれ
た鉄 鉱 石 現

1号炉 朝Ltク ショ) 189 4 鉄鉱石 0脈石部・中仰lり ) 表 :暗褐～茶褐色、黒灰～黒色。地 :淡褐～黒色。ほぼ全てが脈石部。
3号炉 ‖ヒ注澄 4 鉄鉱石 Oll『石部・中言」り) 表 :淡黄褐 、暗褐色～熙灰 色.地 :llli褐 ～黒灰 色′

十暦 6 最上層 鉄鉱石 0脈石部・刀■1り 表 :賛褐色、濃灰色、鈍い褐～H音 褐色^表 linに 銹化 常;分 が散在
^

土墳 6 中・ 下層 鉄鉱石側民石部・J嗜1り ) 表 :淡オリープ～橙色、淡褐色ぃ地 :淡オリーブ恭 _色Ⅲ右東面のみ磁着が強し、,左面が銹化

11堀 6 中・ 下層 3 4 鉄鉱石 (llt石 部・′」喀Jり 表 :淡オリープ灰～橙色、口計褐～黒色。表面は滑らかぃ

土Il1 6 鉄鉱石 0脈石部・/J奪 1り ) 表 :淡褐 ～鈍ぃ褐色、リユ褐 rF4_llll:黒褐 ril^

土班 6 中・ 下層 鉄鉱石0‖i石部・J喀 1り ) 表 :貴褐～茶褐色 、淡緑灰 ～緑灰色″ llll:漆 緑灰 ～繰灰 Ffl_

土墳 6 中・ 下層 7 被熱鉄鉱石 (中割り 表 :褐灰～濃褐灰色 地 :濃褐灰色 アL白 色の微小な脈石が点在および筋状に見られる.

―
|「 増 6 被熱 鉄鉱 石 (中■1り 表 :鈍 い 黄褐 ～投灰 色。 地 :濃灰 色n全 体 的 に銹 化 お よび 風化 が 茅 しいる

111暦 6 中・ 下層 252 被熱鉄鉱石(中割 り 表 :帥 tし 哄褐仏 暗掲色 地 :明期彎」剛副懃
=黒

褐色,全画衝りこ被熱し、風化落しレ

上疲 6 中・ 下層 被熱鉄鉱t石 (中 害1り 表 :灰 黄～暗褐色。地 :青 灰～黒灰色.右 面にわずかに脈石部が残る。

tllli 6 中・ 下 層 被熱鉄鉱石 (中11り 表 :鈍い黄褐～暗褐色、濃黒灰色、地 :濃灰色、鈍い鶴記継上 ル1拓部

`が

残る^表面が粗し、

上塘 6 中・下層 被熱鉄鉱石 (中 割り 表 :黄 褐 ～ 黒褐 色。 地 :濃灰 色。 表 lFn~は 大部 分 が被 熱。

上塘 6 中・下層 llt熱鉄鉱石(中 害1り 表 :暗褐～黒色。地 :黒 色n全体的に被熱.部分的に表面が風化ゎ 7

土墳 6 中・下層 彼熱鉄鉱石 (中割 り 鷲 :淡 rt‐ 色 、哨褐 色 ～ 黒灰 色。 地 :淡 黄色 (脈 石 )、 黒灰 色 。 大部 分が脈 石 部。

土畷 6 中・下層 被熱鉄鉱石 (11害 1り 表 :鈍 い黄褐～褐色、黒色。地 :黒色か ? 全体が被熱 し銹化 している。

上墳 3 被熱鉄鉱石 (中割り 表 :暗褐～赤褐色。地 :濃瓢 色? 全体が被熱しlFLiく なっている。微小な脈石が散在1

‐LI1 6 中・ 下層 5 被熱鉄鉱石 (ノ l嗜」り 菱 :樟 ～ 褐 灰 色.^地 :滞 異 灰 色
^

t増 6 中・ 下層 5 彼熱鉄鉱石 (lNiilり 表 :鈍 い黄褐 ～暗橙色 、濃 黒灰色。地 :濃黒灰 色.上 面が特 に銹化 し風化 が進む′

黒褐色士 5 被熱鉄鉱石(小害1り 表 :淡 黄～鈍い黄褐色、黒灰色.地 :黒灰色～黒色.裏面は銹化が著 しいら

=LttF 6
中・ 下用 4 被熱鉄鉱石 (′ 1嗜 1り 表 :明褐 ～暗褐 色 、黒灰 ～濃黒灰 色.地 :黒灰 ～ 挫 黒灰 色 。 表 lm~は粗 い。

2号炉 唯滓溝 被熱鉄鉱石 (′卜害1り 表 :策褐 ～ 黒褐 色。 地 :黒 色。 全体 に銹化め 粗 し

土墳 6 中 。下層 4 被熱鉄鉱石 (4爛 lり 表 :灰 黄 ～ 明 貫褐 色 、濃 黒灰 色。 地 :濃 黒灰 色。 下 面 を 中心 に銹 化お よび風化
`

5号・炉 E、 下部構造 6 表 :灰褐 ～ 暗灰 褐 色。 地 :濃黒灰 色.上 面 の 一音「が 被熱 の た めか 粗 し

M170 2オ IIP N 6 2 工具付若 滓 表 :茶褐 色。 地 :黒色。 工 具は径 が推 定 20～ 25mln。

2号・炉 俳洋溝 4 単位 流動 ,1: 表 :暗灰 ～紫 紅 色。 地 :黒 色か ? 20mm程 度 は内側 が空 7同 にな つ てい る。

M172 2浄炉 ll卜 ,宰 1韓 5 1 単位 流動滓 表 :黒灰 ～濃紫 紅 色。 地 :黒色 か ? 表 面 は小雛 、裏 面 は洋 の流 動 が見 られ る

M173 2月
"百

排滓 溝 7 単位流動洋 表 :黒灰～濃紫紅色 地 :不明。裏面の大‖I分は酸化土砂が固着。表面はJ協皮が見られる|

包含 層 2 澪

`Hlll)寝
表 :淡 黄褐 色^地 :濃緑 色_地には多 数 の気 泡_7L径 は 37mm程度 か ^

M175 包含層 H(0) 流出子L滓 表 :淡茶掲～茶褐色 地 :黒色。地には多数の気包 製面には砂粒が多し、 子tf強獅面霧ξた

1号 炉 lJ卜 ,JFヤ |: 流出孔洋 養 :緑灰 ～茶褐 色、地 :縁灰 ～灰 色 地 には多数 の気忠 一剤Sに 小 脱 ,fL7聟獅 岨 ■か

土概 4 236 流 出孔滓 表 :淡 褐灰 、茶 褐 ～暗茶 褐 色ぃ 地 :黒色`孔 径 は 64mm程度 か
“

M178 暗褐色上 3 流 出孔滓 表 :淡黄褐■獨働勉 地 :暗灰～黒色 最低 2回闘 字が流出 したと思われる。
=晰

獅On剛 か

暗褐 色 土 2 流 出溝滓 表 :淡 黄褐～茶褐色、黒色.地 :黒色。満の 1幅 は 6 cm程度 と推定 される。

M180 暗褐 色 上 渭iLЦ I障 ,宰 表 :茶福 ～‖音茶褐 色。 地 :黒色_滓 は流 動性 が あ り、気 泡 が多 し

暗褐色土 流出溝滓
表 :褐灰～茶褐色。地 :黒色。裏面に淡橙色粘土粒を含む。秤には気泡が多し

溝の幅 は6.5cm程度と推定 され る。

M182 町トレンプ 黒褐色土 2 流出溝滓
表 :茶褐～黒褐色G地 :黒 色。製面に淡灰 白色粘上小プロックが固着。輝の幅

は9.5cm程度 と推定され る。

M183 5号炉 排 滓 流 出溝滓 (炉底 塊 ?) 表 :暗褐～黒褐色。地 :黒褐色。溝な らば幅は12cm程度 と推定 される。 8

1号炉 暗褐色 11 流動滓
表 :茶褐～黒灰色。地 :黒灰色。表面は無数の小繊が生 じている。裏面に淡灰

白～淡橙 色粘土小プロックが固着。
9

l1185 2号炉 リト,宰 1帷 2 流動 7宰

表 :暗紫紅色、暗褐～茶褐色.地 ;黒灰色 ? 表面は無数の小雛が生 じている(

裏面は小粒状を呈する。

M186 5汁 lJ l 流動滓 表 :青黒色。地 :黒褐色。表面は無数の小数が生 じている.

M187 4F.・炉 中姜 付 i斤 澪下,11,彎 表 :茶褐～紫紅色。地 :紫紅～黒色。表面は無数の小数が生 じている。

M188 5号炉 ド層埋 上 292 5 流動滓 表 :H音灰 ～紫紅色 、茶褐 色。地 :黒色。 表面 は無数 の小数 が生 じてい る。

5号炉 SE、 排洋 5 流動滓 表 :茶褐～濃灰色n地 :黒灰色 表面は無数の,報が生じる。酬 ヒ土砂に覆われているで

5)炉 424 炉底塊 表 :H音褐～黒褐色。地 :濃黒掲色。酸化土砂が固着。表面には多数の気拠
帖褐 色 上 2 炉底塊 表 :灰褐～茶褐色、黒褐色。地 :濃熙鰍飢 酸イヒ土砂がEコ着、′Iツ世掛立が多数散在、固着

上瞬 9 194 3 炉底塊 表 :茶褐～暗褐色。地 :黒褐色～黒色。表面1に は多数の気泡。小粘上粒が口着。

4号炉 中層 200 323[ 炉底,L
表 :淡黄褐～暗褐色:地 :濃黒褐～黒褐色。左側の流動した滓部には小搬が生じ
ている.幅 18cmit後 と推定される。

2号炉 木舞孔流入滓 表 :黄褐～暗褐色。地 :黒 色。キL径 1.8cmの 四角形か ?

晴褐 色上 木舞孔流入梓 妻 :茶福 ～ Hど 褐 色。地 :暗褐色。 孔径 2.6～ 3.Ocm。

暗褐色
=L

木舞孔流入評 表 :黄褐～茶褐色。地 :黒灰～黒色c筒状。内径1.8～ 2.3an、 外径4.3cm。

苗トレンーJ 黒褐 色 上 本舞孔流入滓 表 :灰褐～鈍い黄褐色。地 :黒色。筒状。内径1.8～ 2,4cm、 外径3.Ocm。

1音 褐色上 木舞孔流入滓
表 :茶褐～暗茶褐色。地 :黒蘇 被熱 した粘上が固着 し、淡橙～黄橙色、灰色を

呈する。筒状。内径1.5～ 1,8cm、 外径2.3～ 2.8cm。        _ __
暗褐色上 木舞7L流入滓 表 :暗褐～茶褐色。地 :黒灰～黒色。筒状。内径1.|～ 1.OCin,外 径2.7～ 3.Ocm。

M200 暗褐色士 220 1 木舞孔流入滓
表 :茶褐～暗茶褐、淡緑色。地 :黒色。被熱した粘上が固着し、淡置～橙色を呈

する。内径1.5～ 1.6cm。 外径2.6～ 3.Ocm。              ____
黒灰色上 ブヾ無 71覇再入,堂 碁 :淡褐～茶掲色 地 :黒色 簡軋 内径1.8～ 2∝ m、 夕係印.馳m前後 上1/3は炉底塊/J31

培褐色上 Jl内滓(含半溶解鉄鉱石 表 :黒褐～青黒色。地 :黒褐～青黒色。小さな鉄鋭:石粒が2ヶ 所に確認できる。

洸ミ褐色土 表 :黄褐～暗緑色。地 :黒色。

包含 層 い内滓 (含半溶解錫働:石 表:黄褐～茶褐色。地 :青緑～暗青緑色。～l cm大 の気7Lが多く開いている。

M205 疑トレンづ 嗣場‖黎燿颯 lFl内 洋 榊
:飢 地 :黒灰～黒色。縦方向に害1れてお り、黒鉛化本炭のようにも兄える

M206 首綺 色 i 炉 内汗 表 :淡黄褐～黄 FtlJ色。地 :Fl‐緑色。全体 n・Jに山タイじ土り 7J■ 国看 し、気オL刀 多`数兄 リイし0`

炉 内洋 表可茶福～橙色。地 :黒色.銹化した鉄と思われる1.4× 2.6cmの 塊が固着。

2号炉 炉内拌 表 :黄褐～茶褐色。地 :黒 色。全体的に酸 (ヒ土砂が薇 つ

M209 1音鶴 色上 炉内梓 表 黄褐～茶褐色。地 :黒灰色。全体的に酸化上砂 /J2殺 う。

M210 Lrクショ: 炉内辞 要T覇霊ド琢羅確I¬
「

黒色。全体的に酸化土砂が覆 う。裏面に0.9× 2.lcmの本炭痕 (

1号炉 俳滓溝 炉内洋 表:黄褐～茶褐色。地 :黒色。被熱した淡橙色の特上が所 固々着。
M212 黒褐色上 傷0化 炉 内洋 表 :黄橙色:地 :暗茶褐色。表面には酸化上砂が多 く固看。

黒褐色土 金[化 炉内洋 表 :黄褐～賃種観 地 :黒色。左側は酸化土砂に覆われている。

町トレンブ 火仙 色 上 銹 化 炉内滓 表 :黄褐 色。地 :Л舌閾 ～黒鴨色。

M215 黒褐 色 上 3 £フb化 炉内滓 表 :淡褐～橙色。地 :

M216 暗褐 色 土 銹化△ 炉 内滓 表 :淡橙～橙色。地 :黒褐色 ?

M217 κトレン 金S化 炉内滓 書 :淡 黄褐～橙色.地 :黒 色。 中央部に本炭痕がある。
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鮮 〕 第 9表 製鉄関連遺物観察表 (4)

r■詢 第10表 出土遺物観察表 (1)

幅 器・石製品〕 第11表 出土遺物観察表 (2)

註)土崚 6出 上の鉄鉱石については、磁着した全ての土砂を持ち帰つて乾燥させた後、強力磁石を用いて選別 したものである。
また、製鉄炉及び土壌内JE土から出上 した

管気萱霊 )、 多揉じ
お

ヒ
て`

選型 レをヽ9F).学攣9涸馨を経ていないため、粉状のものは選別 していない。

奮警骰丁雰翡碁各警警沢?繁晋雪ぁ奎ザ曇糧ギ炉競齢λ墓通に121傍をム省鬼:筈集嘗誉λ襲罰夏忠Mヽ ポ2封
下神割りFttgより知物を制

長
(lllnl)

表 :晴褐～黒褐色、黄橙色。地 :暗

表 :黄褐～llJl褐色、地 :暗褐色口銹化と酸化土砂の固着が顕著。黒灰～

σ)5～ rJlllm大 の礫をlllllん でいる。
表 :暗褐色。地 :暗褐色

「
黄橙色の酸化土砂が固着。破面には気孔が見られる。

に13× 7mml

地 :褐色、暗褐～黒褐色。銹化が進む。

に覆われる。銹化が進む

表丁黄褐～黒褐色。地 :黒褐色。酸化土砂が固着。銹化が進む。径2.5cm程の不整な

状と推定される。小舞孔に流れ込んだものか?

表 :茶褐色 地 :黒褐色 酸イヒ土砂が固着。酸化■砂中に含まれている木炭は、広業樹材である。

:黒色。酸化土砂が固

椎色。地 :黒色ρ酸化土砂が固着。 1/8ミ カン害Jり

表 :黄褐～茶褐黒鉛化木炭

地 :黒色 ?

表 :茶褐～灰黒色む地 :濃茶褐～黒褐色。再結合 している核粒子は 3 mm台か ら0.3mm台

で、全体的に顆粒状。

(観察所兄)表 :黄褐色。地 :黄褐色。長軸及び短軸長は確認できる資料である。滓は上下

に 2層に分かれて堆積 してお り、操業の前後関係が読みとれる。また全体的に炉床二Lが影響のため、粘上分が高そうである。上面は長軸片側端部には赤みを持った流動性
の良い流出滓が付着 し、この場所から滓が流れ出たことを示 している。 もう片側端部には儀かではあるが流動性のよい滓の痕跡 もみられ、こちら側からも滓が流 し出され
ていたようである。両流出部の間には典型的な炉内滓が本来の半分近く残存 している。下面は 5 mm以 下 (中 には l cmを越える礫 もあり)の 白色砂礫 を含んだ炉床土がイ寸着し
ている。破面を観察すると、炉壁片のIFllみ 込みも詔められ、炉壁位置も推定される。

M193aの 実測・写真及び観察所見については、

成

号

構

番
上

区

出
地 出上遣構・上層名 種 別 器 種

計測値 (cm)
調整外面 調整内面 色調外面 色調内面 備  考

日径 底 径 器高

2区 二次堆積土(排土) 町1生 lL灘 甕 ナデ・ハケメ
ナデ・ミガキ・ユ
ビオサエ

茶褐～暗茶

褐色
茶褐色

猿喰池北岸 表面採集 須恵器 杯 蓋 4.1 回転ナデ・ヘラケズリ 回転ナデ
晴褐灰～淡

茶褐色
青灰色

1区 W― e鉄 滓包含層 須恵器 杯蓋 回転ナデ 回転ナデ 灰色 淡灰色 1号炉排滓

1区 W一 a夕しい黄色土 須恵器 横瓶 回転ナデ 回転ナデ 灰 色 灰 色 ≒第 13図 5層
1区 W一 a鈍 い貴色 土 須恵器 横瓶 回転ナデ 回転ナデ 天白～淡灰色 青灰色 ≒第 13図 5層
1区 1号炉排滓溝 須恵器 高杯 (5.1) 回転ナデ 回転ナデ・ナデ 灰 白色 灰 白色 i軟 化著 しい ≒第 13図 9層

l区 W一 a,b鈍 い黄橙色上 須恵器 甕
回転ナデ・タタキ
・ハケメ 回 1転ナデ・ タタキ 平L白 色 平L白 色 軟化蓄 しい ≒第 13図 2・ 3層

1区 土漿 12 上師器 小皿 底部ヘ ラキ リ 回転ナデ 淡茶褐色 淡茶褐色 やや軟化

成
号

構
番

土

区

出

地 出土遺構・土層名 器種
計測値 (cm) 重量

(g) 石 材 備 考長 さ 幅 厚 さ

Sl 1区 ツト土中 叩 き石 閃緑岩類 k面 に小さな錆が固騰。破面にも見られるため二次的なものか ?
1区 」F土中 叩き石 閃緑岩類 争緑色を呈する。前面に打llB痕 、他 5面 は滑面が残る。
1区 W― c黒 褐色上 台石 22.0 1720C 安山岩類 1叫 半分は被熱し淡赤褐色を呈する。11み内にはpllが

F・ni着 してぃる。

第12表 出土鉄鉱石一覧表

出土遺構
粉 状

(0.lcn以 下)

(lg未満 )

IF3小
(0.1～ l cm)

(1～ 10g)

/1ヽ

(1～ 5 cm)

(10～50g)

中
(5～ 10cm)

(50～100g)

大
(10cm以上)

(100～200g)

特 大
(10cm以上)

(200g以 上)

計

＞

合

＜ 備 考

土崚 6上面 3345 皮熱したもの及び脈石を含む
土壌 6 31726 50556 21523 18511 12702 23071 158089 皮熱 したもの及び脈石を含む
1号炉 254 589 皮熱 したものを含む
2号炉 9 皮熱したものを含む
3 FJ・炉 220 皮熱 したものを含む
4=炉 252 皮熱 したものを含む
5号 炉 皮熱したものを含む
土壌 4 1 皮烈ヽ
土塘 9 770

遺構番号なし 355 b・ c及びN区の鉄滓和 合 厠 か ハ‖11
合 計 58932 25409 19722 13176 176656
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第 4章 考 察

(1)猿喰池製鉄遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査

(株)九州テクノリサーチ・TACセ ンター

大澤 正己

概要

7世紀代に属する猿喰池遺跡出上の製鉄関連遺物 (炉壁、鉄鉱石、製錬滓、含鉄鉄滓、黒鉛化木炭、

再結合滓)を調査して、次の点が明らかになった。

製鉄原料は脈石に滑石系 (3MgO・ 4Si02・ H20)を含む磁鉄鉱である。緻密な磁鉄鉱は、製錬前の事前

処理に焙焼を施して亀裂を生じめて、小割りや還元性の向上を配慮している。製錬滓の鉱物組成はファ

イヤライ ト (Fayalite:2FeO・ Si02)を晶出し、生成鉄は高炭素志向で、ねずみ鋳鉄や亜共晶組成 (C:

<4.23%)白 鋳鉄が確認できた。安定した操業が想定できる。

1,い きさつ

猿喰池製鉄遺跡は、岡山県赤磐郡熊山町奥吉原に所在する。町道千然奥吉原線改良工事に伴 う発掘

調査で 7世紀代の 5基の製鉄炉が検出された。出土遺物を通して当時の製鉄技術の実態把握を目的と

する金属学的調査の運びとなつた。

猿喰池製鉄遺跡の位置する吉井川下流域での古墳時代の鉄生産活動は、同町所在の上井遺跡 (製錬

滓出土で炉は未検出)(注 1)ゃ前内池古墳出上の砂鉄製錬滓 籠
"な どと共に和気郡佐伯町所在の人ヶ

奥製鉄遺跡から3基の製鉄炉 (砂鉄と鉱石原料)(注め と横口付炭窯2基などから知ることができる。

今後共関連遺跡は発掘調査によつて増加してゆく地域であろう。

2.調 査方法

(1)供試材                              ・

Table.1に示す。 15点の調査試料である。

(2)調査項 目

① 肉眼観察

遺物の外観観察を行い、それをもとに試料採取位置を決定する。

② マクロ組織

顕微鏡埋込み試料の断面全体像を投影機の5倍、10倍、もしくは20倍で撮影する。低倍率の観察は、

組織の分布状態、形状、大きさなど顕微鏡検査によるよりも広範囲にわたつての情報が得られる利点

がある。

③ 顕微鏡組織

供試材は、目的とする位置から切 り出したものをベークライ ト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の

#150、 #240、 #320、 #600、 #1000と 順を追つて研磨し、最後は被研面をダイヤモンド粒子の 3μ と

lμ で仕上げて光学顕微鏡観察を行 う。
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不純物の有無、研磨面の組織観察等で、製品製造方法の推察、素材の類推などミクロ的な調査を行

つ。

④ビッカース断面硬度

鉄滓の鉱物組成 と、金属鉄の組織同定を目的として、ビッカース断面硬度計 (Vickeres

HardnessTester)を 用いて硬さの測定を行 う。試験は鏡面研磨した試料に136° の頂角をもつたダイヤ

モンドを押し込み、その時に生じた窪みの面積をもつて、その荷重を除した商を硬度値としている。

硬度値から炭素量などの含有量、製造手法などを探る。試料は顕微鏡用を併用する。

⑤化学組成分析

供試材の分析は、次の方法で実施する。

全鉄分 (Total Fe)、 金属鉄 (Metallic Fe)、 酸化第一鉄 (FeO):容量法。

炭素 (C)、 硫黄 (S):燃焼容量法、燃焼赤外吸収法。

二酸化珪素 (Si02)｀ 酸化アルミニウム (A1203)｀ 酸化カルシウム (CaO)、 酸化マグネシウム (MgO)、

酸化カリウム (K20)｀ 酸化ナ トリウム (Na20)｀ 酸化マンガン (MnO)、 二酸化チタン (Ti02)｀ 酸

化 クロム (Cr203)｀ 五酸化燐 (P205)'バ ナジウム (V):ICP(Inductively Coupled Plasma

Emision Spectrometer)法 。誘導結合プラズマ発光分光分析。

⑥耐火度

耐火度の加熱に耐える温度とは、溶融現象が進行の途上で軟化変形を起こす状態度の温度で表示す

ることを定め、これを耐火度と呼んでいる。胎上をゼーゲルコーンという三角錐の試験片に作 り、 1

分間当たり10℃ の速度で1000℃ まで温度上昇させ、それ以降は4℃に昇温速度をおとし、試験片が荷

重なしに自重だけで軟化し崩れる温度を示している。

3.調査結果

(1)SAL-1.炉 壁、 5号炉下層出土

炉壁片の内側で、薄く溶融した部分が供試材である。ガラス化素地は暗褐色と明褐色主体で、これ

に青黒色が部分的にまじり、光沢とくすんだ紫紅色を加える。溶融部は瘤状に垂れをもつ個所は磁着

が強く、半還元鉱石を内蔵している可能性が窺われた。

顕微鏡組織をPhoto。 1の①～③に示す。①の左側は内面溶融ガラスの最表層部である。暗黒色ガラ

ス基地に微細な樹状晶結晶のマグネタイ トが晶出する。②③は瘤状垂れの内部に半還元磁鉄鉱粒が懸

だくしていた。②は自色針状結晶の離溶赤鉄鉱 (Hematite:Fe203)が 磁鉄鉱マグネタイ ト (Magnetite:

Fe304)基 地に析出する。また、③は焙焼 (800～900℃空焼き)亀裂入り磁鉄鉱が加熱されて粒状化傾

向を呈している。次に②③は磁鉄鉱基地の硬度測定の圧痕を示した。値は前者で643Hv、 後者は577Hv

であつた。文献にある磁鉄鉱の硬度値は、530～ 600Hvが提示されているが (注り、前者は圧痕から亀

裂が走り、誤差を生じたのか高めに外れ、後者は文献範囲内に収まつた。当炉壁は磁鉄鉱原料で操業

された製鉄炉のものと同定される。

Table,2に炉壁胎上の化学組成を示す。該品は粘上に熱影響を強く受けて強熱減量 (IgLoss)は

2.12%と 結晶構造水がかなり飛散したところの分析となる。粘上の軟化性を促進させる鉄分 (Fe203)

は6.36%と 高めで芳しからず、更に耐火性に必要な酸化アルミニウム (A1203)は 10・ 87%と 低値で高

耐火度はあまり期待できない。しかし、耐火度の実績値は1395℃ と特別悪い数値ではなかった。耐火

性を低める塩基性成分 (Cao+MgO)は0.99%と 少なく、これらが耐火性上昇方向に寄与しているので
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あろう。砂鉄特有成分の二酸化チタン (T102)は 0・ 32%と 少量で粘土中への砂鉄混入はあまりなく、

鉄の脆性に悪影響を及ぼす硫黄 (S)は0.01%以 下、五酸化燐 (P2° 5)も  0.08%と 問題のない値が

得 られた。

(2)SAL-2 鉄鉱石 (中割 り) 1号 炉排滓溝

150gを 測る中割 り鉄鉱石塊である。色調は黒褐色で緻密質。節理面に沿つて帯状脈石を残存させる。

表面は顆粒状肌をもち、風化 とい うより被熱痕跡を留めて焙焼鉱石の可能性を示唆する。強磁性。

顕微鏡組織をPhoto.1の ④～③に示す。④～⑦の淡灰白地は、磁鉄鉱 (Magnetite:Fe304)組 織であ

る。網 目状の亀裂は焙焼 (Sintering)と い う空焼き (800～ 900℃ )前処理を受けた痕跡を表わす。

鉄鉱石は製鉄前に下準備を行 う。鉄鉱石は適当な大きさに揃えて製鉄炉に装入 しないと、大塊であれ

ば還元が遅れ、粉状であれば通風を悪くして炉況を損ずる。その為に緻密で堅牢な磁鉄鉱は(溶融 し

ない程度に加熱空焼きする手段を選ぶ。この加熱で磁鉄鉱内に亀裂を起 し、かつ組織が粗大 となつて

還元が容易 となる。また、焙焼によつて有害成分の硫黄 (S)の含有量は約1/2以下に除去される。該

品は帯状脈石を含むもので③の淡黒色組織はかんらん石や石英、斜長石の類であろう。磁鉄鉱の硬度

値は⑦で467Hvと 文献硬度値の530～600Hvを割るものであり、③の脈石鉱物は609Hvを 呈している。

(3)SAL-3 鉄鉱石 (小割り) 土墳 6(中 0下層)

70gと 分割された緻密な鉄鉱石塊である。ただし、節理面や破面に聞隙を生じ、かつ、結晶組織に

大小がみられる。これは被熱痕跡であって、焙焼磁鉄鉱の可能性が指摘できる。

Photo。 2の①～⑤に顕微鏡組織を示す。①～③にある磁鉄鉱基地は、やはり網目状亀裂が走り、焙

焼磁鉄鉱に分類される。ただし、前述SAL-2磁鉄鉱の亀裂幅よりは、こちらが若千狭い。焙焼時の加

熱具合の強弱がこの様な亀裂幅に影響を及ぼすのであろう。

Table。 2に化学組成を示す。企鉄分 (Total Fe)は 56.34%に 対して、金属鉄 (Metallic Fe)0。 11

%、 酸化第1鉄 (FeO)24.68%、 酸化第2鉄 (Fe203)52.97%で あつた。鉄分が若干低めで、これに脈

石成分の酸化マグネシウム (MgO)9.00%、 二酸化珪素 (Si02)10・ 56%を含み、酸化カルシウム (CaO)

は0.01%、 酸化アルミニウム lAIA)Q24%は少ない。脈石成分はざくろ石類ではなく、滑石類 13V80° 4SiQ・ LOl

であろう。二酸化チタン (Ti02)も 0.09%と 低値で銅 (Cu)0.01%、 砒素 (As)も 0.001%に留まる。

酸化マンガン (MnO)の みは0。 22%が含有される。有害元素の硫黄 (S)<0,01%、 五酸化燐 (P205)

0.01%な ども少なくllt■伴微量元素は特徴のない成分系であつた。ただし、滑石類の脈石となると在地

鉱石の可能性は高くなる。当該地は蝋石採掘坑の多くを残す地区である。

(4)SAL-4 鉄鉱石 (小割り) 5号炉 トレンチ出土

小割 りされた21gの鉄鉱石の小片である。該品も顆粒状ざらつき肌をもち、破面は節理面と打撃痕

を残す。外観からも焙焼磁鉄鉱の可能性をもつ。

Photo.2の⑥～③に顕微鏡組織を示す。淡灰白色の磁鉄鉱基地に不規則で細かい亀裂が広がる。こ

れも焙焼痕跡とみてよかろう。なお白色針状結晶の離溶赤鉄鉱 (Hematite:Fe203)の析出がある。

(5)SAL-5 鉄鉱石 (粉状) 土噴 6(上・中層)

鉄鉱石の荒割 りから小割 りで派生した鉱石粉で、0.1～ 0。 7mm大の集合体である。色調は黒色から赤

褐色を呈し、無光沢から光沢質のものまで混在する。



顕微鏡組織をPhoto.3の ①～③に示す。①は灰黒色をもつ脈石と、灰白色基地の磁鉄鉱が混在する

粉末状鉱石の 1個体である。この粒子内にも網目状の亀裂を生じ、焙焼後の鉱石粉を窺わせる。②③

は灰白色粒子の磁鉄鉱粉で、0.1～ 0。 4mm程度に砕けている。これらの分散状態も焙焼亀裂からの影響

が大きく反映されている。

Table.2に化学組成を示す。磁鉄鉱の鉄分の理論値は72.4%に 対して該品は65.08%(Total Fe)と

富鉱傾向を有する。脈石成分となるガラス分 (Si02+A1203+CaO十 MgO+K20+Na20)も 9.01%と 低値で

ある。また、随伴微量元素も前述したSAL-3小割り磁鉄鉱と大きく外れるものではなかった。

(6)SAL-6 鉄鉱石 (脈石付き) 土墳 6(中・下層)

327gと やや大型分割の脈石付き鉄鉱石塊である。自然面を残さず節理面と破面からなり、既に粗割

りされた痕跡が認められる。脈石は密度の低い軟質傾向があつて滑石 (蝋石)系であろうか。遺跡の

山の斜面には滑石採掘坑が多数存在する。鉱脈からみて製鉄原料の採掘地点も近くにある可能性 を穴

沢義功氏は遺物観察表に指摘している。

Photo。 3の④～③に顕微鏡組織を示す。④の左右両端の暗黒部が脈石部分である。脈石は緻密 さを

欠き、スダレ状に隙間を有して横長く伸びている。軟質な滑石の類であろう。④から③は淡灰白色基

地の磁鉄鉱で、いずれの粒子も網目状亀裂を発して焙焼組織を表している。

化学組成をTable.2に 示す。肉眼観察においても脈石が滑石系らしくみえたが、該品の成分系は

13.07%MgO-33.6%Si02は滑石の組成式の3MgO。 4Si02・ H20に 近いものとみなされよう。ただし、磁鉄鉱

と共伴しており、幾分鮮明度を欠く憾みがある。次に全鉄分 (Total Fe)34.16%に 対して金属鉄 (Metallic

Fe)0.01%以 下、酸化第1鉄 (FeO)12.05%、 酸化第2鉄 (Fe203)35.44%の 割合であつた。酸化カル

シウム (CaO)は 2.80%と さほど多くはなかつた。随伴微量元素は二酸化チタン (Ti02)0・ 03%と 少な

いが、他の酸化マンガン (MnO)0。 14%、 酸化クロム (cr203)<0・ 01%、 硫黄 (S)0.01%、 五酸化燐

(P205)0・ 04%な ど大差なく、銅 (Cu)のみは僅かにO.02%と 高め傾向を示している。

(7)SAL-7 鉄鉱石 (被熱) 上塘 6(中・下層)

鉱石表面のすべてが被熱している172gの磁鉄鉱塊である。被熱具合はまちまちで、黒色光沢質の顆

粒状部分や、表面は滓化が始まり黒色ガラス化した部分をもち、僅かに垂れの起る部分まで有す る。

この被熱鉱石の存在理由は、①露頭鉱石の破砕目的の加熱、②焙焼、③炉内装入後の生下りなどの可

能性が遺物観察表に記入されている。

Photo.4の ①～③に顕微鏡を示す。淡灰色基地の磁鉄鉱には一方向に複線以上の亀裂と共に、既に

割れにまで発展した個所もあつて熱影響の強烈さを物語つている。

Table.2に化学組成を示す。前述した小割 り磁鉄鉱SAL-3に準じた成分系である。全鉄分 (Total Fe)

51.96%に 対して、脈石成分はやはり滑石系の13.38%MgO-13.66%Si02脈 石組成が顔を出す。随伴微

量元素も酸化マンガン (MnO)0。 37%と やや多目であるが、これも突出するものではない。また二酸

化チタン (Ti02)は 0・ 06%と 少なく、有害元素の硫黄 (S)0。 01%以下、五酸化燐 (P205)0・ 06%留 ま

りであつた。

(8)SAL-8 流動滓 (溝滓か炉底塊) 5号炉

3.2Kgと 大型の流動滓の破片である。底面に滓片を含む炉床土を固着するので流動溝滓らしくもあ
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り、固着する炉壁土が弱い還元色主体で平面形が長手台形から炉底塊の半欠品ともとれる外観をもつ

との指摘がなされている。

PhOto.4の④～③に顕微鏡組織を示す。④は滓の表層で微小樹状晶ウスタイ トの中に淡灰白色基地

の未還元磁鉄鉱粒を残存させる。⑤は当流動滓の組成を代表させる鉱物組成であつて、淡灰色短柱状

結晶のファイヤライ ト (Fayalite:2FeO・ Si02)と 微小ウスタイ ト (wistite:FeO)を晶出する。こ

の組織は鉱石製錬滓の晶癖である。また、該品には金属鉄粒が内蔵されており、⑥は亜共晶組成 (C:4.23

%以下)の 自鋳鉄組織が確認された。黒色はオーステナイ ト (常温でパーライ ト)の初晶と、地はレ

デブライ ト (Ledebulite:パーライ トとセメンタイ トの共晶)である。⑦③は硬度測定の圧痕を示す。

のは淡灰色短柱状結晶の硬度値で717Hvで あった。ファィャライ トの文献硬600～700Hvでその上限を

僅かに超えるがファイヤライ トに同定される。③は自鋳鉄粒のレデブライ ト部分の硬度圧痕で、

625Hvが得られた。組織に見合つた値である。

Table.2に化学組成を示す。通常鉱石製錬滓の成分系である。全鉄分 (Total Fe)33.79%に 対し

て、金属鉄 (Metallic Fe)0.13%、 酸化第1鉄 (FeO)36.15%、 酸化第2鉄 (Fe203)7.95%の 書1合で

あった。ガラス質成分は53.38%と 多く、このうちに塩基性成分 (Cao+MgO)を 15.01%と 、こちらも

高めに含む。塩基性成分のうち酸化カルシウム (CaO)が 13。 40%と 多いのは脈石中に石灰質を含有し

た部分があつて、これからの影響があつたのだろう。二酸化チタン (Ti02)は 0・ 57%、 バナジウム (V)

0.01%は磁鉄鉱原料の一般的レベルであろう。酸化マンガン (MnO)は 1.40%と 高め傾向にある。有

害元素の硫黄 (S)0.01%、 五酸化燐 (P205)0° 31%な ど多いものではない。銅 (Cu)の 0.01%以下も

鉱石に対応した値であった。

(9)SAL-9 流動滓 5号炉出土

173gの 炉外流出滓の破片である。滓の流動性はよく、表面の急冷を受けた小数と部分的紫紅色は炉

外酸化雰囲気に曝された状況を顕著に表わしている。

Photo.5の①に顕微鏡組織を示す。鉱物組成は、淡灰色長柱状結晶のファイヤライ トと、少量の自

色粒状樹状晶ウスタイ トで構成される。この晶癖は鉱石製錬滓の特徴である。

Table.2に化学組成を示す。成分的には前述炉底塊SAL-8に 近似傾向にあり、該品の方が鉄分で約

10%多 く、逆にガラス質成分は10%程減ずる。すなわち、全鉄分 (Total Fe)42.31%に対してガラ

ス質成分42.49%で 、塩基性成分 (Cao+MgO)を 11.31%含む。一方、二酸化チタン (Ti02)0・ 34%、

バナジウム (V)0.01%以下で、酸化マンガン (MnO)1.14%の含有がある。更に有害元素の硫黄 (S)

0.05%、 五酸化燐 (P205)0・ 22%、 銅 (Cu)0.01%以 下なども大差ない。なお、砒素 (As)を チェッ

クしたが0.001%と ほとんど含有されていない数値であつた。

(10)SAL-10 炉内滓 (含半溶融鉄鉱石) 1号炉出土

半還元の磁鉄鉱を取り込んだ79gの炉内滓である。表面に1.5mm大 の磁鉄鉱粒が2箇所に顔を出す。

この1.5mm大 の鉱石粒は投入鉱石のサイズではなくて、炉内での弾け破片とみるべきであろう。該品

の磁着度は5と 鉄鉱石並であり、内部には顔を出さない磁鉄鉱の存在が想定される。

Photo,5の②～⑤に顕微鏡組織を示す。①の表層は自色粒状結晶のウスタイ トと、その隣接内側に

は多角形結晶のマグネタイ ト (Magnetite:Fe304)が 晶出し、更に内部に向うと亀裂の走る未還元の

磁鉄鉱塊が存在する。③は、①表層ウスタイ トの拡大組織であり、④はスラグ化 した平均的組織のフ



ァイヤライ トと、少量の自色粒状結晶のウスタイ トの構成である。また、⑤は半還元磁鉄鉱粒子の硬

度測定の圧痕を示す。硬度値は538Hvと 磁鉄鉱組成を表わす数値であつた。

Table。 2に化学組成を示す。該品は炉内滓中に半溶融 (半還元)鉱石の内蔵を外観観察から指摘さ

れていたが組成的にもそれが裏付けられる。すなわち鉱石の酸化度 (Fe203/FeO)が 2.1～ 2.6に対 して、

該品は半還元鉱石内蔵で1.0前後と小さくなり、完全に滓化すると0.20～ 0。 22ま で低下する。酸化度

の値が鉱石と滓の中間的数字であるのは未還元鉱石の含みが想定できる訳である。一方、鉄分 (Total

Fe)は49.00%、 ガラス質成分30.03%、 塩基性成分(Cao+MgO)7.56%、 二酸化チタン(Ti02)は砂鉄系

製錬滓 (酸性砂鉄)と 間違えるような高めの2.22%、 バナジウム(V)0.01%、 酸化マンガン(MnO)0.97

%であつた。これも磁鉄鉱系製錬滓の 1データである。

(11)SAL一 H 炉内滓 (含鉄) 1号炉排滓出土

100gの含鉄炉内滓の破片である。該品は赤熱木炭と接触形成された痕跡をもち、浸炭 された鉄塊含

みの炉底塊上皮層の可能性が観察表に指摘されている。

Photo。 11はマクロ組織である。鉄部の断面は不整半円形で、これの外層に薄く表皮スラグのファイ

ヤライ トが局部的に残存する。金属組織は黒色島状析出のオーステナイ ト (パーライ ト)と 自色レデ

プライ トがほぼ均等に存在し、気孔は少なく2～ 2.5111n径 のものが 2点発生するに留まつた。

Photo.6の①～⑥に顕微鏡組織を示す。上面の本炭痕を僅かに残した滓部の組織が①である。鉱物

組成は淡灰色盤状結晶のファイヤライ トが晶出し、鉱石製錬滓の晶癖が確認できる。②は鉄中の非金

属介在物 (鉄鋼中に介在する固形体の非金属性不純物、つまり鉄やマンガン、珪素および燐などの酸

化物、硫化物、珪酸塩などの総称)である。 8μ 程度の小型介在物で組成は、硫化物 (Mns系 )であ

る。③は 5%ナイタル腐食 (etching)で表われた金属組織を示す。亜共晶組成 (C:4.23%以 下)の

自鋳鉄で、黒色のオーステナイ ト (常温でパーライ ト)の初晶と網目状に分布するレデプライ トから

形成される。局部的に片状黒鉛の析出があるが、パーライ トの黒色と重なつて見分け難いところがあ

る。

④～⑥に硬度測定の圧痕を示す。④は黒色パーライ ト部分で硬度値は286Hv、 ⑤はレデプライ ト部

分の706Hv、 ⑥で片状黒鉛とパーライ ト混在個所で240Hvであった。それぞれの組織に見合った値が得

られている。

(12)SAL-12 炉内滓 (含鉄) 1号炉排滓出土

断面形状が酸化土砂や銹膨れ部を除くと円形状が予測され、外周部が滓に覆われて芯部に丸棒状銑

鉄が内蔵された含鉄炉内滓が予告されている。それも炉壁補強に使用された本舞孔侵入銑鉄の見通し

である。

Photo。 11にマクロ組織を示す。断面は外周より銹化が始まり輪郭が不鮮明ながら不整円形状が読み

取れる。外縁に薄く表皮スラグを残し、内部の金属鉄は、パーライ ト (Pearlite:フ ェライ トとセメ

ンタイ トが交互に重なり合つて構成された層状組織)と微量フェライ ト (Ferrite:純鉄もしくはα

鉄)基地に片状黒鉛を析出したねずみ鋳鉄 (Gra,cast irOn)組織である。銑鉄は凝固冷去‖速度が速

くなればセメンタイ ト (Cementite:Fe3C)が 晶出し、おそくなれば黒鉛が表われる現象が生ずる。該

品は木舞孔に溜まつた銑鉄であり、製錬完了直後の鉄塊取り出しのために炉を解体した時点でも、銑

鉄は急冷されることなく木舞孔に覆われて黒鉛を析出させる冷却状態が確保できたと想定される。本
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舞孔侵入銑鉄の裏付けにねずみ鋳鉄組織が挙げられる。

PhOto.7の①～⑥に顕微鏡組織を示す。①は表皮スラグの鉱物組成で淡灰色短柱状結晶のファイヤ

ライ トである。鉱石製錬滓の晶癖が表われている。②は中央の球状淡黄褐色の異物が鉄中の非金属介

在物である。色調と10μ 前後の大きさから推定して硫化物のFeSが推定される。銑鉄特有の介在物で

ある。③に5%ナイタル腐食 (etching)で 表われたねずみ鋳鉄の組織を示す。表層側は酸化侵食さ

れているが、内部はパーライ ト基地に少量のフェライ トが晶出し、これに片状黒鉛が企面に析出する。

④⑥は③の拡大組織である。⑤は自色板状結晶の硬度沢1定の圧痕を示す。硬度値は261Hvと 低値であ

った。この自色板状結晶はセメンタイ トが想定されて硬度値は500Hv以 上を想定していたが、この結

果である。誤差を生じているが理由は定かではない。

(13)SAL-13 炉内滓 (含鉄) 203号 炉排滓出土

遺物観察表の遺物名称には、含鉄炉内滓で記録されているが、表皮スラグは少なく鉄塊系遺物に分

類すべき試料であろう。131gを 測る不整多角形を呈する厚板状の鉄塊である。

Photo.12にマクロ組織を示す。鉄塊の表層側は約 l mm程度の過共析域 (C:>0.77%)に 取り囲ま

れて、その内側は0.3～ 1.5mm径 の気子Lが 多発するなかに亜共晶組成 (C:<4,23%)の 自鋳鉄が存在

する。

Photo。 8の①～⑨に顕微鏡組織を示す。①は鉄中の非金属介在物で硫化物系の硫化マンガン (MnS)

か硫化鉄 (FeS)で ある。その周囲には粒状にFe一Fe3C~Fe3Pの 三元系共晶であるステダイ ト (Steadite)

が存在する。僅かに燐 (P)偏析があるのだろう。②～⑦は5%ナイタル腐食の金属組織を示す。②と

③がマクロ組織で指摘した外縁 l mm程度の過共析域のミクロ写真である。パーライ ト基地に初析セメ

ンタイ トの析出する組織である。④～⑦は内部の亜共晶組成白鋳鉄の拡大組織を示す。黒色のオース

テナイ ト (パーライ ト)の初晶と地はレデプライ トである。

⑦③は硬度測定の圧痕であつて、⑦はパーライ ト地で226Hv、 ③はレデプライ トで718Hvを 呈した。

組織に見合つた値である。

Table.2に 化学組成を示す。100%金属鉄は採れないので酸化物定量を行つた。全鉄分(Total Fe)は

74.09%に 対して、金属鉄 (Metallic Fe)43.08%、 酸化第1鉄 (FeO)19.42%、 酸化第2鉄 (Fe203)22.76%

の割合である。信頼度は低くなるが炭素量は2.17%(2.17/74.09=2.9%C)程度が確認された。顕微

鏡組織の亜共晶組成白鋳鉄に準ずる数値とみてよかろう。爽雑物や表皮スラグが9.16%、 鉱石系鉄塊

であり不純物は少ない。二酸化チタン(Ti02)0・ 06%、 バナジウム(V)<0.01%、 酸化マンガン(MnO)も

0.02%と 低値である。また、有害元素の硫黄 (S)0.14%は若千高めであるが、五酸化燐 (P205)0'10

%な ど特別多いものではない。また、銅 (Cu)の <0.01%も原料鉱石と矛盾する成分系ではなかつた。

(14)SAL-14 黒鉛化木炭 (含鉄) 1号炉出土

広葉樹材のミカン害1り した本炭が、製鉄炉内で高還元雰囲気に曝されて鉄と置換 した特殊遺物であ

る。8.2cm長 さの本炭で50gを 測る。

PhotO。 12に マクロ組織を示す。断面は自色斑状の強い個所が共晶組成 (4.23%C)の 自鋳鉄で、全

体に灰色島状散布物が本炭組織を残存させる個所である。

PhOtO.9の①～⑥に顕微鏡組織を示す。①～③の白色斑状組織のうち、黒色部はパーライ ト、白色

はセメンタイ トである。また、当組織の中には、淡灰色島状個所の灰色は鉄と置換しきれない木炭が



遺存する。

④～⑥は硬度測定の圧痕である。④は共晶組成の自鋳鉄で硬度値は747Hvで 正常である。⑤ と⑥は

本炭で当然軟質で前者が23Hv、 後者で73Hvが測定された。過去に木炭の硬度測定のデータなどなくて

問題ではあるがこんなものであろう。

観察表によると黒鉛化木炭の生成は、炉内の還元度の高いことを示す目安で、今回検出された黒鉛

化木炭の存在は、炉高の比較的高い可能性を示す証拠として評価されている。炉高も90cm以 上が推測

されている。

(15)SAL-15 再結合滓 土墳 4出土

供試材は10.6× 12.4× 5.Ocm厚みを測る再結合滓の破片である。再結合滓とは製鉄・鍛冶工程の何

れかの作業において派生した微細遺物が酸化土砂に取り込まれた 2次堆積層を指す。肉眼的には炉壁

片や木炭粉らと共に粉滓や鉱石粉が内蔵される。磁着度が3とやや高めが特徴的である。

Photo.10の①～⑨に顕微鏡組織を示す。①は淡灰白色盤状の磁鉄鉱屑である。②③になると、フア

イヤライ トの小型結晶の晶出した滓片である。続く④～⑦は自色多角形結晶のマグネタイ トを晶出し

た滓屑組織である。最後の③⑨は白色粒状結晶のウスタイ トを品出した滓屑である。以上の検出鉱物

組成の構成は酸化雰囲気で晶出したもので、焙焼磁鉄鉱の粗割り、中割り、小割りなど行つた際に派

生した微細遺物が想定される。焙焼温度は磁鉄鉱の溶け出さない800～900℃が望ましいが、温度偏析

から一部滓化した部分も生じ、加撃でこれらの屑も飛散している。

該品は磁鉄鉱焙焼後の分割作業場で 2次堆積した再結合滓の可能性が高い。土墳 4で検出している

石材は、分割作業に使用された台石としての機能があつたのではなかろうか。

4.ま とめ

Table.3に調査結果のまとめを示す。 7世紀の猿喰池製鉄遺跡の鉄生産は、滑石系脈石 (High[Mg]

系)を 内蔵した磁鉄鉱を製鉄原料として、高炭素含有鉄の生成を目論んだ製錬である。製鉄に際して

の原料鉱石は、緻密堅牢な磁鉄鉱石なので、砕鉱事前処理が必要となる。すなわち焙焼 (Sintering)

工程である。焙焼とは鉱石を溶融しない程度に加熱 (800～900℃)する方法である。磁鉄鉱を加熱す

ると亀裂を起し、且つ組織が粗大化して還元が容易となる。この時に鉱石中の水分やC02を放出 し、脱

硫効果もあり約1/2の 除去が指摘されている。また、操業は鉱石を適当な大きさ (10mm前後か)餞めに

分割して炉に装入しないと、大塊であれば溶け難く還元が遅れ、粉状となれば通風が悪くて棚 吊りな

ど起し、炉況が悪くなる。SAL-2鉱 石の中割 り、SAL-3、 4の小割 り、SAL-5粉末状、SAL-6脈石付

鉱石などは、いずれも断面に焙焼亀裂がくっきりと確認できた。

一方古代における鉄鉱石の採掘に関する情報は乏しいものである。SAL-7被熱鉱石の存在か ら、穴

沢義功氏は観察表の中に「①鉱石の露頭で脈石破砕するために加熱する場合」と挙げている。確かに

このような手段はありうることで、該品の焙焼亀裂とは異なつた大口割れ日は、採堀加熱の可能性も

看過できまい。

猿喰池製鉄遺跡出上の鉱石製錬滓の鉱物組成は、ファイヤライ トの晶出で、過去に報告してきたも

のと大差なく、また、化学組成も若干高 〔Mn〕 傾向はあるものの、特別突出した随伴微量元素の含有

はなかった。滓中の滑石成分Mgの高値化は認められない。

次に含鉄鉄滓の金属鉄は亜共晶組成 (C〈4.23%)自鋳鉄やねずみ鋳鉄が確認できて、古墳時代後期
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の製鉄鉄塊 としては高炭素系が程好 く残存 していた。これは偶然からの片寄 りではなかろう。残 され

た黒鉛化木炭の白鋳鉄化の高還元雰囲気が炉況を裏付ける。

最後に磁鉄鉱の焙焼亀裂から焙焼炉の存在が気掛か りとなる。当遺跡内の 2号製鉄炉西側に鉱石溜

まり(土墳 6)が検出されたが、この周辺に焙焼炉が稼動 した可能性はないのであろ うか。総社市の砂

子遺跡 (B地 区)に焙焼炉の提示があるが、これも検証されたものではない。 (注ω韓国の 3世紀代陸城

洞 (江辺路遺跡)か らは、その可能性が言及できる炉が発見された。(注つ磁鉄鉱の焙焼及び焙焼炉の問題

は今後に残された研究課題である。

注

(1)土井遺跡 岡山県古代吉備文化財センター調査。岡山県下初のはにわ焼成窯とし著名となった。出土鉄滓や炉壁

の鑑定を依頼された経緯がある。

(2)大澤正己「前内池10号墳出土鉄滓の金属学的調査」『前内池遺跡 。前内池古墳群・佐古遺跡』 (岡 山県埋蔵文化

財発掘調査報告174)岡 山県教育委員会 2003.3

(3)大澤正己「八ヶ奥製鉄遺跡出土製錬滓の金属学的調査」『人ヶ奥製鉄遺跡一岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 第

178集 』岡山県教育委員会 2004.1

(4)日 刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968.磁鉄鉱は 530～ 600Hv、 ウスタイ トは450～ 500Hv、 マグ

ネタイ トは500～ 600Hv、 ファイヤライ トは600～700Hvの範囲が提示されている。

(5)大道和人・門脇秀典「出土鉄鉱石に関する分害1工程と粒度からの検討」～木瓜原遺跡SR-02の 事例を中心に～『紀

要』第12号 (財)滋賀県文化財保護協会 1999.3

粒度分析から粒度16～ 18のサイズの鉄鉱石が炉に投入されていた可能性が高いとの結論が出されているが、筆者

はこれは若干大き過ぎると考えている。

(6)武田恭彰 「山田地区県営ほ場整備事業に伴う発掘調査 (6)J『総社市埋蔵文化財調査年報H』 総社市教育委員

会 2001

(7)大澤正己 。長家伸「阻城洞 (江辺路遺跡)出土鋳造・鍛冶関連遺物の金属学的調査」韓国文化財保護財団文化財

調査研究団へ2003.10.6提 出原稿 (金一圭氏担当)
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Photo.11 含鉄炉内滓残存金属鉄のマクロ組織 (× 10)

(上段 :SAL-11、 下段 :SAL-12)



Photo.12 含鉄炉内滓 (鉄塊系遺物)と含鉄黒鉛化木炭のマクロ組織
(上段 :SAL-13× lo、 下段 :SAL-14× 5)
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(2)猿喰池製鉄遺跡の 4号炉の地磁気年代

島根大学総合理工学部

時枝 克 安 伊 達 昌洋

1 地磁気年代測定法の仕組

地磁気には伏角と偏角で決まる方向、および、強度の要素があるが、それ らの要素の企てが変動 し

ている。この地磁気の変動は変化速度が速いものから遅いものまで様々な成分の和 として表すことが

できるが、これ らの成分の中でも、10年以上経過 してはじめて変化したことが認識できるような緩1曼

な変動を地磁気永年変化 と呼んでいる。地磁気年代法で時計の働きをするのは、地磁気の方向の永年

変化であり、地磁気の方向と年代の関係を表す変動曲線を利用 して、焼上の焼けた年代を過去の地磁

気の方向か ら読みとろうとする。 しか し、これが実現するためには、焼上が焼けたときの地磁気の方

向が何かに記録 されてお り、それを測定できなくては目的を果たせない。焼上の焼けたときの地磁気

の方向は焼上の熱残留磁気 として記録 され保存されている。地磁気年代を求める手順を述べると、ま

ず、焼上の熱残留磁気の測定によつて、焼上の被熱時の地磁気の方向を求め、次に、焼上の存在する

地域の地磁気永年変化曲線上で、求めた方向に近い点を決定 し、その点の年代 目盛 りを読みとること

になる。

地磁気のなかで、土壌、粘土、砂、岩石等が焼けると、これらは熱残留磁気を帯びる。熱残留磁気

の担い手は磁鉄鉱等の磁性粒子であり、熱残留磁気の方向は、焼けたときの地磁気の方向に一致し、

しかも、磁性粒子のキュリー温度 (磁鉄鉱では575℃ )以上に再力日熱 されないかぎり非常に安定であ

り、数万年以上時間が経過 しても変化 しない。焼土がキュリー温度以上に再力日熱 されたときには、そ

れまで保持 されていた残留磁気は完全に消滅 し、その代わ り、再力日熱時の地磁気の方向を向いた新 し

い残留磁気が獲得 される。つまり、焼土は最終焼成時の地磁気の方向を正しく記憶 している。それゆ

え、年代既知の焼上の熱残留磁気のデータを蓄積 して、あらかじめ、過去の地磁気の方向が時間とと

もにどのように変化 したかを示すグラフを作成 しておけば、このグラフを「時計Jの 目盛 りとして、

焼上の最終焼成年代を推定できる。地磁気年代法の 「時計」では地磁気の方向が 「針」に相当し、焼

上の熱残留磁気が焼成時の 「針Jの位置を記憶 している。 日本では、西南 日本の過去2000年間の地磁

気永年変化曲線が広岡によつてかなり詳 しく沢1定 されているので、ここで説明 した方法が焼上の簡便

な年代測定法 として実用化 されている。地磁気年代法の詳細については広岡、および、中島等による

解説 (注 1・ 2)が参考になる。

2 地磁気年代測定法の問題点

第一に、地磁気の方向は時間だけでなく場所によつても変化するので、地域によつては、その場所

の標準曲線の形が西南 日本のものからかなり相違 していることが挙げられる。厳密に言えば、ある焼

上の地磁気年代を求めるには、焼土のある地域の標準曲線を使用 しなければならない。相違が小さい

ときには西南 日本の標準曲線を代用できるが、相違が大きいときにはその地域特有の標準曲線を決定

し、この曲線 と焼上の残留磁気の方向を比較する必要がある。今までの中国地域の調査では、西南 日

本の標準曲線から求めた地磁気年代は、ほとんどの場合、遺物の考古学年代と整合す る。 したがつて、



中国地域では、西南 日本の標準曲線を使用 して地磁気年代を決定しても問題はない。

第二に、地磁気年代測定法は地磁気変動 とい う物理現象を利用 しているので、地磁気年代は土器編

年に左右 されない と思われがちであるが、これは誤解であり、地磁気年代 と土器編年の間には密接な

関係がある。すなわち、少数の年代定点をのぞくと、標準曲線上のほとんどの年代 目盛 りは土器編年

体系を参照 して決められている。それゆえ、年代定点に近い地磁気年代には問題がないが、年代定点

から遠 く離れた地磁気年代は土器編年の影響を強く受けており、もし、土器編年に改訂があれば、地

磁気年代 も訂正 しなければならない。年代定点の数が増加すると、地磁気年代はこのような相互依存

から独立できるが、現状では年代定′点が少数なのでやむをえない。 しかし、地磁気年代沢1定法は、地

磁気を媒介 とする対比のおかげで、焼上跡に遺物がない場合でも有効である点、相互に隔絶 した土器

編年を対比できる点で独 自の優れた性格をもつている。

3。 遺構 と試料

猿喰池製鉄遺跡 (岡 山県赤磐郡熊山町奥吉原)では、猿喰池の北東方向の近 くにある平坦部に、 5

基の製鉄炉の下部施設が検出されたが、それ らの うち4号炉について地磁気年代を求めるための定方

位試料を採取 した。 4号炉は 5号炉と隣接 し、主軸N86E、 長辺 1.2m、 短辺1.Omの 四辺形の窪み状の下

部施設が残存 してお り、長辺に沿つて石組みが施されている。窪みの縁の壁状の部分のよく焼けたと

ころを選んで、北側壁から8ケ、南側壁か ら8ケ、東側壁から3ケ、合計19ケ を採取 した。なお、こ

れらの製鉄炉跡の操業年代は、炉の排滓、炉の周辺から出土した須恵器の様式に基づいて古墳時代 (7

世紀頃)と推定されている。定方位試料の採取法としては、整形した焼土塊に樹脂製ケース (24x24x241mlnl

を被せて隙間を石膏で充填 し、ケース上面の走行 と傾斜をクリノコンパスで測定する仕方をとつてい

る。表 1に 、 4号炉の規模、主軸方位、地磁気年代を求めるための試料数、焼上の状態をまとめる。

表 1 4号炉の規模、主軸方位、地磁気年代推定用の試料数、焼土の状態

遺 構 大きさ 定方位試料 焼上の状態

4刷
「

1.2/1.Om

i碁噛N86E

北側壁 8/南側壁8

東側壁 3/合計19

縁の壁状の部分が

よく焼けている。

4.測定結果

試料の自然残留磁気をスピナー磁力計 (Schonstedttt Model ssM-lA)で 測定 した。

[自 然残留磁気の強度 ]

図 1に示すように、自然残留磁気の強度は全体にかなり強く、10-4 emu/g以上の割合が90%に達し

てお り、平均的な焼土に比べてかなり強い。

[自 然残留磁気の方向]

図2aに示すように、自然残留磁気の方向は全体の大きく分散 している。残留磁気の方向の集中度を

さらに高めるために交流消磁を行つた。交流消磁 というのは、試料を交流磁場中で回転 させながら、

磁場強度を適当な設定値から零になるまで滑らかに減少させて、磁場の設定値よりも弱い抗磁力をも

つ磁気成分を消去する方法である。

全試料について、消磁磁場を10,20,mTの 交流消磁を行つた。また、補助的に 3ケの試料について
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15,25,30mTの 交流消磁を行つた。この結果、図2bに示すように、10mTで残留磁気の方向が最もよくま

とまつた。以上の結果をふまえて、図 3に示すように、交流消磁 (10mT)の 結果に、交流消磁 (20mT)の

結果から1つ のデータ、交流消磁 (25mT)の 結果から1つのデータを加えて、小円内の揃ったデータの

みを選び、これ らの平均方向を元にして地磁気年代を求めることにする。表 3に各須恵器窯の小円内

のデータから計算された残留磁気の平均方向と誤差の目安となる数値を示す。

表 2 猿喰池製鉄遺跡の4号炉の残留磁気の平均方向

遺 構 Im(度 ) Dm(度E) k α95(度 ) n/N 7肖瑕 ←nT)

4号炉 57.55 ‐21.66 1462 10(5ケ),20(1ケ ),25(1ケ )

h:平 均伏角  k: Fisherの信頼度係数

Dm:平 均偏角 α95:95%誤差角

n/N:採用試料如 採取試料数

5.残留磁気に対する落雷の影響

[交流消磁による残留磁気の方向変化]

図3の矢印は、交流消磁によつて残留磁気が揃 う試料について、消磁前には大きく分散 していた方

向が、消磁後には狭い範囲に集中する様子を示している。これ ら以外の試料については、同じ交流消

磁によつても残留磁気の方向は多少変化はするものの、大きく分散したままである。

[交流消磁による残留磁気の強度変化]

図4aと 図4bは、それぞれ、交流消磁によつて残留磁気の方向が揃 う試料、および、揃わない試料に

ついての残留磁気の強度変化を示す6どちらも、消磁磁場の増加 とともに、残留磁気強度が速やかに

減少 しているが、後者の方がより急速な減少を示す。

[落雷による2次的磁化]

焼土が焼けたときに得 られる熱残留磁気は地磁気の方向に揃つている。猿喰池製鉄遺跡の 4号炉の

例のように、残留磁気の方向が交流消磁以前に大きく分散 しているのは、何かの原因で 2次的磁化が

付加 したためであり、交流消磁をすると、これ らの磁気的汚染が除去されて元の熱残留磁気のみが残

るので、残留磁気の方向が揃 うことになる。

猿喰池製鉄遺跡の 4号炉の残留磁気に認められるように、非常に強い (～ 10-3 emu/g)け れ ども抗

磁力が極めて弱い 2次的磁化成分は、一般に、落雷の電流が作る磁場に誘導される等温残留磁気であ

ることが知 られている。興味ある例として、落雷地点の周囲の残留磁気がその地点を中心とする同心

円の接線方向を向くとい う実測結果が報告 されているが、これは、落雷による電流は一様な平地では

鉛直方向に流れ、同心円の接線方向に強い磁場が生 じて、焼上の残留磁気をこの方向に向けるためと

説明される。 しか し、猿喰池製鉄遺跡の4号炉の残留磁気の方向には、このような同心円状のパター

ンは見られない。その理由は、炉の石組みや植生によつて電流の方向が攪乱された結果、電流が発生

する磁場の方向も不規貝1になつたためと考えられる。

[試料位置 と残留磁気の性質、落雷地点の推定]

図 5は試料の採取位置を示 してお り、交流消磁によつて残留磁気の方向が揃 う試料を0で表 し、揃

わない試料をAで表 している。図から分かるように、炉の北側の長辺に沿 う9ケ 中 8ケの試料につい

て、交流消磁 (10mT)後 に残留磁気の方向が集中するが、南側の長辺に沿 う試料は 1ケ を除いて、交流



消磁 (20mT)後 でも残留磁気の方向が大きく分散 したままである。また、南側の試料に関 して、残留磁

気の強度の交流消磁 による減少は特に大きく、消磁前の1/100に も達 している。 これは、後者の試料

の方が落雷地点に近いために、影響をより強く受けて、元の熱残留磁気のほとんどが落雷による 2次

的磁化に置換わったことを意味 している。 このことから、落雷地点は南側の長辺の石組みの どこかに

あると推定される。

6.猿喰池製鉄遺跡の 4号炉の地磁気年代

図 6は猿喰池製鉄遺跡の残留磁気の平均方向 (+印 )と 誤差の範囲 (点線の楕円)お よび、広岡に

よる西南 日本の過去2000年 間の地磁気永年変化曲線 3)の一部である。地磁気年代を求めるには、残

留磁気の平均方向に近い点を永年変化曲線上に求めて、その点の年代を読み とる。このようにして得

られた猿喰池製鉄遺跡の4号炉の地磁気年代の候補値は、AD620± 20と なる。

表 3 猿喰池製鉄遺跡の 4号炉の地磁気年代と土器年代

遺 構 地磁気年代 土帥

4号炉 AD620二L20 7刊士糸己頃

7.地磁気年代の信頼性

製鉄炉では鉄を扱 う。鉄はキュリー温度 (純鉄 :770℃)以下で強磁性 となり、鉄の周囲には地磁

気の他に鉄が発生する磁場が付加 されるので、残留磁気に対する鉄の影響を検討する必要がある。図

5に示すように、炉の北側の長辺の東端から西端までの広い範囲の 8ケ の試料について、交流消磁後

の残留磁気の方向が集中した。 もし、これ らの試料に対する鉄の影響が無視できない場合には、鉄の

発生する磁場は鉄か らの距離と方向で異なるため、このように、広い範囲で残留磁気の方向が揃 うこ

とはない。 したがつて、残留磁気の対する鉄の影響は無視できる。

また、落雷の影響は残留磁気の方向の大きい分散となつて現れるから、このようにデータが揃 うこ

とは、残留磁気の方向に対する落雷の影響が交流消磁によつてほとんど除去されていると見てよい。

したがって、猿喰池製鉄遺跡の4号炉の地磁気年代決定に採用 したデータは、鉄の影響も、落雷の

影響もほとんど受けておらず、炉の操業時の地磁気の方向を正 しく示 していることにな り、得 られた

地磁気年代の信頼性は高いと言える。

最後に、試料採取等でお世話になった熊山町教育委員会社会教育課の自神賢士氏に感謝いた します。
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注(1)広岡公夫 (1995)

(2)中 島正志、夏原信義

(3)広岡公夫 (1978)

「考古資料分析法」、考古学ライブラリー、65、

田口勇、斉藤努編、ニュー・サイエンス社、100-101

「考古地磁気年代推定法」考古学ライブラリー 9

ニュー・サイエンス社

考古地磁気および第四紀古地磁気の最近の動向

第四紀研究 15、  200-203

図 1

(emu/g)

猿喰池製鉄遺跡の 4号炉の自然残留磁気強度の分布

//′
″ ~́T~｀

ゝ
＼

＼

図 2 猿喰池製鉄遺跡の 4号炉の残留磁気の方向

(a)自 然残留磁気の方向

(b)交流消磁 (10mT)後 の残留磁気の方向

/

図3 集中するデータを増やすために、交流消磁 (10mT)

の結果に、同(20mT)と 同(25mT)の 結果から各 1ケ

のデータを加えたもの。

矢印は、交流消磁の前後で残留磁気の方向が集中

する状況を示す。

小円内のデータを元に地磁気年代を推定する。



(a)交流消磁で残留磁気の

方向が揃 う試料・の例

(b)交流消磁で残留磁気の

方向が揃わない試料の例
100     200

消磁磁場 (l■Tl

loo     200

消磁磁場(mつ

図4 交流消磁による残留磁気の強度の変化

0:交流消磁で残留磁気の方向が揃 う試料。

これらのデータを元に地磁気年代を求めた。

A:交流消磁でも残留磁気の方向が大きく分散する試料

この分散の原因は落雷による 2次磁化の付加である。

図 5 池製鉄遺跡の4号炉の試料位置

図6 猿喰池製鉄遺跡の4号炉の残留磁気の平均

方向 (+印 )と 誤差の範囲 (点線の楕円)、

および、広岡による西南日本の過去2000年

間の地磁気永年変化曲線の一部
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(3)猿喰池製鉄遺跡出土試料の年代測定

パ リノ・サー ヴェイ株式会社

はじめに

猿喰池製鉄遺跡は、吉井川左岸の大谷山西麓の谷部に位置する。発掘調査により、近代の蝋石採掘

坑、溝、古代～中世の火処、古墳時代の製鉄炉、土墳、被熱面等の遺構が検出されている。 これ らの

遺構からは、須恵器、土師器、鉄滓、石製品等の遺物が出上 している。また、古墳時代の製鉄炉から

は燃料材 と考えられる炭化材も出上している。

本報告では、古墳時代の製鉄炉や土墳から採取された炭化材や炭混 じり土壌を用いて放射性炭素年

代測定を行い、遺構の年代に関する資料を得る。

1.試料

試料は、 4号炉から出土 した炭化材 1点 (試料番号20)、 土噴 9の下層南から採取 された炭混 じり

土壌 1点 (試料番号23)、 1号炉の排滓溝から出土した炭化材 1点 (試料番号25)の 3′ほである。こ

のうち、年代測定は試料番号20,23の 2点について行 う。また、測定試料が本材の場合、年代測定結

果を評価する上で樹種や採取部位が重要となることがあるため、試料番号20に ついては樹種同定も併

せて実施する。試料番号25は予備試料であるが、製鉄燃料材等の資料蓄積のため樹種同定のみ実施す

る。

2.方法

年代測定は、加速器質量分析法 (AMS法)で行い、放射性炭素の半減期はLIBBYの 5568年 を使用

する。なお、測定は株式会社加速器分析研究所 (IAA)の 協力を得た。

3.結果

放射¬性炭素年代測定結果を表 1に示す。 4号炉から出土した炭化材 (試料番号20)の年代値は

1550BP(補正年代14:90BP)、 土墳 9下層南の炭混じり土壌 (試料番号23)の年代値は1490BP(補 正年

代1470BP)で 近接する。一方、炭化材の樹種は、いずれも落葉広葉樹で、試料番号20が コナラ属クヌ

ギ節、試料番号25が カエデ属であった。

表 1 放射性炭素年代測定結果

1)年代測定は:加速器質量分析法 (AMS法 )に よ瓦
2)測定年代は1950年 を基点とした年数であり、補正年代はδ13C(基準 :-25%)の値を基に同位体効果に

よる年代誤差を補正した値。
3)放劇“性炭素の半減期は、5568年を使用した。

4.考 察

今回得られた各試料の補正年代値を用いて、INTCAL98(Stuiver et al.,1998)に よる暦年較正を

行った。その結果、4号炉の炭化材は、中央値がCal AD600で 、誤差範囲を含めるとCal AD540～ 635

炭化材
‐

(コ ナラ属クヌ 1550± 40BP -28.41± 1.00%0

1490± 40BP -26.05± 1.40%0

1490ニヒ40BP  IAAA-30606
1470■ヒ40BP  IAAA-30607土墳 9 下層南 炭混じり上壌

炭化材 (カ エデ属)



となる。一方、土塘 9の炭混じり上壌は、中央値がCal AD600で 、誤差範囲を含めるとCal AD545～

640と なる。この結果から、4号炉の炭化材と上壌 9の炭混じり上壌は、ほぼ同時期のものと考えら

れ、その時期としては 6世紀後半～ 7世紀前半頃の年代が想定される。各遺構は、古墳時代後期と考

えられており、年代測定の結果は発掘調査所見とも一致する。

引用文献

Stu■ ver, M., Relmer, P.」 ., Bard, E., Beck, J.W., Burr, G.S., Hughen, K.A., Kromer,

McCormac, G,, van der Plincht, J. and Spurk, M. (1998) INTCAL98 FadiOCarbon age

calibration, 24,000-O cal BP, Radiocarbon, 40, p.1041-1083.



(4)ま とめ

製鉄炉下部構造の変遷について

猿喰池製鉄遺跡で検出された 5基の製鉄炉の下部構造は、それぞれが異なつた特徴 をもつているが、

概観としては土墳の掘 り方、特に深 さの違いと考えることができる。本書では、土墳部分の掘 り方の

違いから、 1号炉の時期 (第 16図 )、 2・ 3号炉の時期 (第 20隊|)、 4・ 5号炉の時期 (第 27図 )の 3つに大

まかに分類を行つている。以下、この 3時期を古い方から I期・Ⅱ期・Ⅲ期 と呼ぶ ことにすると、 I
期 (4・ 5号炉)は 、Ⅱ・Ⅲ期と比べて掘 り方が深く、大きい。また、造 り方 も丁寧 で、土壌内の長辺

に 1～ 2段の石積みが行われてお り、粘土で日張 りされている。加えて、北側長辺 の方が高いという

特徴が見られる。 Ⅱ期 (2・ 3号炉)は、土墳の深さが20～ 30olと 、 I期 に比べて約 半分の深さとなっ

ている。検出では、土墳の長辺南側のみに石材の痕跡が認められた。 しかし、 3号炉の上面が 2号炉

の排滓溝に切 られていることを考えると、後続の炉を築i萱する際の造成等によつて消失 してしまった

ものと考えられ、本来は長軸両辺に石材が用いられた可能性も考えられる。 III期 (1号炉)は 、 I・ Ⅱ

期のような土墳 としての明確な形状や掘 り方はなされておらず、断面は東西に延 び る排滓溝の底部と

ほぼ平坦である。平面的には、排滓溝を含めた形状は鉄亜鈴形を呈しており、す ばまつた中央部分が

下部構造と考えられる。掘 り方 としては、南北辺で深さ30cmを 測 り、両辺内側 には石材が配置されて

いる。

これら土墳の変化については、下部構造の簡素化とも考えられる。加えて、石材 の使用という点で

は共通しているものの、全体的な構造では違いが生 じてお り、特に4号炉→ 3号炉 と 2号炉→ 1号炉

で大きく変化 している。下部構造を造ることに対する目的や意識の変化、あるいは時間的なことなど、

何らかの要因があつたものと思われる。

炉壁と上書F構造について

発掘調査で出上した炉壁は計3670。 3kg、 鉄滓は計874。 3kgを量る(注 1)。 炉壁には、粘土板・木舞 (7L)・

通風孔といった上部構造に関する特徴が観察できる。

<粘土板 >本遺跡で出上した炉壁の中には、粘土板と分かるものが 2割程度 あ る。横は平均で約25

cmだが、縦は19～ 34cmと ばらつきがあり、縦形・横形の両方が見られる。厚 さにつ いては平均で約

10.8cmを 測るが、洋化により痩せたことを考えると、M38の ように厚いものもあ るこ とから、少なく

とも20cm程度はあったと考えられる。粘土ブロックと呼んだ方が正しいかもしれ ない。粘土板側部が

分かる資料の うち 7割 に本舞の痕跡が見られる。この特徴を持つ炉壁は、全ての時期 の包含層から出

上しており、築炉の技術のひとつとして続けられていたと考えられる。しか し、粘土板の様相を呈し

ていない炉壁の方が総量では多く出土してお り、不明な点が多いと言わざるを得 ない。

<木舞>本舞 (あ るいは小舞)と は、「(1)壁の下地に用いる竹や細木。また、それ を縦横に組んだも

の。 (2)屋根裏板やこけら板などを受けるために垂本の上に渡した細長い材」(注 2)で ある。本舞を伴 う

炉壁の 3割が粘土板の形状を呈 していることと横方向の材が確認できていない こ とか ら、ブロック塀

の鉄筋部分のような補強としての用途が推測される。具体的な縦方向の長さは不 FJlで あるが、M2～

4017020の ように、やや高い位置 と考えられる炉壁でも木舞を確認 している。木舞 を有する炉壁の

6割以上が 1～ 3号炉、特に 1号炉のものと考えられるが、 4・ 5号炉の時期 の包含層からも出上し

ている。木舞の直径は 3 cm前後、間隔は 7 cm前後と12cm前後の 2種類があるが、特 に新 旧による差が

見られるわけではない。また、この本舞に使用された材が焼失し、そこへ鉄津 が流れ込んだと考えら



れ る遺物が見つかつてお り(M194～ M201)、 本書では「木舞子L流入滓」と呼んでいる。 この うちM2000

201は 上部に炉底塊の一部が遺存 してお り、本舞を炉床上に突き刺 していたものと考えられる。

<通風孔 >通風孔は 1孔のものと2孔のものがあり、 1孔のものが 9割以上を占める。孔の直径は

2.5～ 13cm以上 と差は大きいが、平均値は 7～ 8 cmである。また、孔の間隔も12～ 17cm、 19cm、 1 l clll

とばらつきがあるが、通風孔の角度や孔の形状、滓化の度合いなど、複数の要因によるものと考えら

れる。通風孔は炉壁破面の側部、上部、下部に見 られるが、粘土板側部のあるものは、M31の ように

通風孔も側部に位置 している。また、本舞のあるM31やM32では、通風孔は側部に位置 してお り、穿孔

は粘土板 と木舞を意識 していたものと思われる。

<上部構造 >最 も大きい炉壁で高さ52.3cmを 遺存するものがあり(M30)、 これを参考に80cm以 上の

炉高が推測 される(it 3)。 5号炉を例に採れば、炉の規模は外径で115× 85cm、 内径で70× 50cm程度、炉

壁の厚 さは20cm前後 と考えられ (注 4)、 この場合、炉は石材の内側に造 られたと想定される(注 5)。 炉壁

の形状などか ら、長方形の箱形炉 と考えられるが、内面は直線 と曲線を描くものの 2種類が存在 して

お り、炉内の構造は楕円、あるいはllFTI丸 方形を呈していた可能1生 も指摘できる(注 6)。

以上、特徴的なものを箇条書きにしてきたが、炉壁・鉄滓の整理を通 して、 7世紀頃の猿喰池製鉄

遺跡で行われていた築炉技術の一端を知ることができたといえるのではないだろうか。

最後に、製鉄関連遺物の整理においては、穴澤義功氏より多くの御指導・御教示を賜つた。本稿を

なすにあたつては、その時の成果を多く取 り入れ させていただいた。記 して感謝の意を表す次第であ

ります。

(注 1)遺 構に伴 うもの以外については、第9区|。 第101コ に示した区分に基づいて取りJ■ げを行つた。基本的に、 1号炉に伴

うものは、調査区全域の鉄滓包含層 L層. 2号炉は、排滓71ホ の位置関係から、W― c及びW一 eを 中心とした範囲。 3号炉は、

W一 c～W一 fと S区 、 1区南。 4号炉・ 5号炉は、 S区 と1区南の下層が主41包 含範肛‖であると考えている。ただし、これ

らは確定しているものではなく、凡その時期を考える上での目安として考えている。炉壁と比較 して鉄洋の出■11[1はかなり少

ないと思われる。調査区の関係から、各製鉄炉の東側排滓溝に伴うものが大多数を占めていることも関係しているのかもしれ

ない。炉壁と鉄滓の分別が行われた可能性が考えられる。

(注 2)三 省堂『大辞林 第二版』より

(注 3)炉 底から通風孔下端までの高さが、平均で10.6cm(M22=12.8cm、 M28=7.2cm、 M31・ 10.,lcm、 M42=12cmの 4点 を抽出)で あ

ることを参考にすれば、少なくとも滓化 した炉壁は60cm以 上あったものと考えられる。これに_L部 をカロえたものが炉高として

推定できるが、残念ながら、L端 と考えられる資料は得られていない。そのため、縦方向の遺存しているキlII[1ブ ロックが19cm以

上であることを参考に、80cm以 上という炉高を推定している。

(注 4)5号 炉で検出している長方形の浅い掘りこみと粘上の遺存を、上部構造に関係する )ヽの として考えた場合υ)推定値で

ある。粘上板の平均的な横幅は約25cmで あり、これらに見られる通風ILは 1キ Lで ある点、通風丁Lllに粘iti板 げ)側 部に開けられた

ものが多い点、通風孔が 2孔あるものの間隔は15cm前後である点、IL径 の1■均値は約7.5cmと いうltか ら考えると、推定される

長辺の内径は72.5cmと なり、1■均値とはいえ大きく矛盾するような値ではない。しかし、出J=し た炉底事Lの 幅は2()cmに も満た

ない (其鍋氏はM193aを 22× 13clll前 後と推定している)こ とから、炉床はかなり狭い造りであったと考えられる.

(注 5)石 材
´
の残る 4・ 5号炉についても同様で、被熱は石材の内側に集中していること、南北で段違いに4tつ ていることか

ら、石材の内側に収まるように造られていたものと思われる。そうすると送風施設は石材の上部に配されたのだろうか。

(注 6)送 風効率からいえば、通風孔は炉の長辺側に配されると思われるが、曲線を拙く内面を持つ炉壁のうち、M27・ M29・

M30に 通風孔が見られることは、これらの炉壁が炉の角に近い位置あったか、あるいは長辺がカープをlllliい ていたものと推測さ

れる。
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図版 1

1 遺跡遠景 (西から) 2 猿喰池北岸鉄滓集積 (北西から)

3 T316・ 8付近全景 (西から)

4 T3(北 東から)

2区全景 (北から)

6 2区 南西壁土層断面 (北から) 7 1区 南 南西壁土層断面 (北東から)



図版 2
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図版 3

1 2号 炉断面 (東から) 2  2号 llF~(南 から)

3 溝 1(北西から) 4  2 ・ 3号炉 (南西から)

5 3号 炉断面 (西から)

6 3号 炉排滓溝 (南から)

7  3号炉 (南から)



3号炉 (南東から)

2 1区 全景 (北から)

3 4号炉、土塙 8検出状況 (北東から)

4 4号 炉上面 (南から) 5 4号 炉断面 (南から)

7  4号炉 (東 から)6 4号 炉断面 (東から)



図版 5

405号 炉 (南東から)

(1ヒ西から)

2 5号 炉 (西から)

4 1区 全景 (南から)

(南か ら)

6 土壇 1被熱面 7  ■墳 3 (1ヒから)



図版 6

2 土墳 5(南東から)1 土墳 4(南から)

土墳 6断面 (南東から) 4 土墳 7(南東から)

6 土堀 9上面 (南西から)

7 土墳 9断面 (南東から) 8 土壇 9(南東から)



図版 7

2 土壇12(南から)
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]土 墳10(北から)

3 ろう石採掘坑跡 (西から)
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